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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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甘く淫らな愛の香り





人物紹介





麻あ生そう剣けん次じ




　19歳。カリスマ調香師・西園が認めるほどの可能性を持つ若手調香師。ジョルジョにフラコンを作って貰うことが夢。





ジョルジョ・ダニエリ


　26歳。天才ガラスデザイナー。フラコンに関しては、友人である西園の仕事しか引き受けないことで有名だったが…？





西にし園ぞの孝たか明あき


　28歳。カリスマ調香師。青山で小さな香水店を営むオーナー。





香か川がわ亮りよう介すけ


　24歳。大手化粧品会社勤務。西園に偶然出逢い、仕事を依頼した。











☆西園×亮介のお話は『甘く危険な恋の香り』で読めます！




　



麻生あそう剣けん次じ







　……綺き麗れいだ……。


　俺は、壁かべにはめ込まれた美しいガラス彫ちよう刻こくを見上げながら、思う。


　ミラノ。『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』本店。


　世界的に有名なその香こう水すい店てんの本店は、まるで礼拝堂のような静せい謐ひつな雰ふん囲い気き。


　石造りの、広い店内。アールを描えがいた高い天てん井じよう。


　柱の間を影かげのように静かに歩き回るのは、厳いかめしい顔をした店員たち。


　彼らは、いかにも貧びん乏ぼう観光客って感じの汚きたない恰かつ好こうの俺なんか振ふり向きもしない。


　それをいいことに、ミラノに来たばかりの俺は、何度もこの店に通っている。


　石造りのこの建物は四百年も前に建てられた歴史のあるもの。だけど、壁にはめ込まれたそのガラス彫刻は、数年前の改築で完成したばかりのはず。


　……ジョルジョ・ダニエリは、やっぱりすごい……。


　俺はガラス彫刻を見つめて、うっとりとため息をつく。


　彫刻といっても立体的な彫像ではない。


　縦四メートル、横一メートルくらいの鋳造ガラスヴエール・ムレに、女め神がみの姿と、それ取り囲む美しい百合ゆりの花が彫ほり込まれている浮うき彫りだ。


　それは、配合の加減でオパールのような虹にじ色いろの光を放つ、オパルセントガラスと呼ばれる物で作られている。ガラス種に燐りん酸さん塩えん、窒ちつ素そ、ごくごく微び量りようのコバルトなどを加えて、この幻げん想そう的な輝かがやきを出すと聞いた。


　レリーフの表面は、ベルベットのような艶つや消しの加工がされている。女神の肌はだ、そして咲さき誇ほこる百合は、まるで生きているかのようにふわりと柔やわらかに見える。


　俺はもう一度ため息をつき、それからガラスの陳ちん列れつケースに目を移す。


　スポットライトを当てられ、宝石のように煌きらめいているのは、女神のレリーフと同じ技法で作られた、美しい香こう水すい瓶びん。精せい緻ちな花の彫刻が、あまりにも美しい。


　それを見るたびに、俺の肌が、ゾクリと粟あわ立だつ。


　これもガラスのレリーフと同じ……天才ガラスデザイナー、ジョルジョ・ダニエリの作品。幻まぼろしの調ちよう香こう師しと言われた西にし園ぞの孝たか明あきが調香した限定香水『Primaveraプリマヴエーラ』のためのフラコンだ。


　オパールの光を放つ煌めく香水瓶は、その美しさで俺の心を締しめ上げ、その淫いん靡びさで俺の身体からだを熱くする。


　俺は拳こぶしを握にぎりしめ、そのあまりにも美しいフラコンを見つめる。


　……俺は、いつか立派な調香師になってみせる！


　……そしてあのジョルジョ・ダニエリに、俺の香水のためのフラコンを作ってもらうんだ！




ジョルジョ・ダニエリ







　天を横切る、ミルキーウェイ。


　木々を揺ゆらすのは、深い緑の香かおりのする、あたたかな風。


『元気か？』


　受話器から聞こえてくるのは、低い美声。


　名前も告げずに、いきなりこんな言葉を言う。


　だけど憎にくらしいことに、僕は、彼の声を聞き間ま違ちがえるわけがない。


　僕の心臓は、彼の声を聞くだけでまだこんなに切なく痛むんだ。


「元気だよ。僕も、ルーカも」


『それならよかった』


　彼が受話器の向こうで微かすかに笑う。


　短い言葉に含ふくまれている限りなく優やさしい響ひびきに、また心臓が切なく痛む。


　……ああ、彼がなんの用事もなしに、こんなふうに毎晩電話をしてきてくれたらいいのに。


　僕はテラスチェアに座り、彼に気づかれないように小さなため息をつく。


　……何を考えているんだろう、僕は？


　……彼には、もう、可愛かわいい恋こい人びとがいる。


　……それに、姉さんに代わって自分の手でルーカを育てると決めた時から、恋なんか二度としないと決めたじゃないか。


「何か用事？」


　少しだけ祈いのるような気持ちで言うと、彼は悲しげな声で言う。


『冷たいな。用事がなければ電話しちゃいけないってことか？』


　彼の言葉に他意はまったくないことは解わかっているのに……無む邪じや気きな大型犬を思わせるような人ひと懐なつこい口調は、僕の心を激しく揺らす。


　……まったく、なんて罪な男なんだろう……。


「いけなくは、ないけれどね」


　僕は今度はおおっぴらにため息をついてみせる。


「恋人とラヴラヴ同どう棲せい中でデレデレの君の声は、目の毒……いや、耳の毒なんだけど？」


　電話の向こうで、彼は可笑おかしそうに笑う。それから、


『おまえも恋れん愛あいした方がいい。だがルーカのためにもアホな相手に引っかかるんじゃないぞ』


　……人の気も知らないで、こんなふうに気軽に言う。


　……やっぱり、僕の気持ちなんか、この男には少しも伝わっていない。


　僕は心がズキリと痛むのを感じる。無理やりに明るい声で、


「今の僕には可愛いルーカが一番。言われなくてもアホな相手なんか目に入らないよ」


　受話器の向こうで、彼が楽しそうに笑う。


　僕の名前はジョルジョ・ダニエリ。イタリア人。ガラスデザイナーであり職人。


　二十六歳、独身、結けつ婚こん歴どころか熱ねつ烈れつな恋愛の一回すらしたことがない。


　理由があって姉の息むす子こであるルーカを引き取り、日本の長野というところに住んでいる。


　そして電話の向こうの男は、西園孝明。二十八歳。


　世界中の化け粧しよう品ひん会社が鵜うの目鷹たかの目で捜さがしているという伝説の天才調香師だ。


　調香師『タカアキ・ニシゾノ』はフランスで『le nezル・ネ』と呼ばれる称しよう号ごうを与あたえられている。これは英国のナイト爵しやく位いのようなもので、世界中の調香師が憧あこがれるもっとも栄えい誉よある称号だ。彼がただの職人ではなく、一流の芸術家だと認められた証あかしでもある。


『パリに隠いん遁とんするとんでもなく気むずかしい老人』とか、『男の名前を名乗っているが美しい女性』とか、彼の噂うわさは一人歩きしている。


　だが実は、彼はこんな男。


　鍛きたえられた逞たくましい身体と、彫刻のように美しい顔立ち。天才的な嗅きゆう覚かくと、素す晴ばらしい調香センス。そして少年のような真っ直すぐな内面を持つ……悔くやしいが、とんでもなく魅み力りよく的な男だ。


『そうだ。今日はおまえに一つ相談があって電話したんだ』


　西園は少し真面まじ目めな声になって言う。


　……やはり、用事もなく電話してくれたわけじゃないんだな。


　……なのにあんなことを言って。本当に罪な男なんだから。


　僕は少し悲しい気持ちで苦く笑しようする。


『グラースにいる頃ころに近所に住んでいた小こ僧ぞうが、すっかりでかくなって日本に来ている。どうやらおまえのフラコンの大ファンらしい』


「そうなんだ？　どうもありがとうと伝えてくれる？」


『そいつは、今はフィレンツェにある調ちよう香こう工こう房ぼうで働いているんだが……おまえにぜひフラコンを作って欲しいと言っているんだ』


「その言葉は光栄だよ。でも君も知っている通り……今はルーカのためにもできるだけ仕事を絞しぼりたい。フラコンは、君と組む仕事以外は申し訳ないけど断ってるんだ」


『わかっている。俺こそ光栄だ。……だが一度、彼に会うだけ会ってやってくれないか？』


「え？」


『もしも気に入らなければ、もちろん仕事の話はきっぱり断ってくれていいから』


　西園の困ったような声に、僕は少し驚おどろく。


　彼は、面めん倒どう見みはいいが、人に安やす請うけ合いをするような性格ではない。


　そして彼が、仕事以外でこんなふうに私に頼たのみごとをするのは、とても珍めずらしいことだ。


『そいつは今、俺の家に居座っている。おまえに会って直接交こう渉しようできるまで、帰らないと言っているんだ』


「居座っている？」


　西園には、最近、香か川がわ亮りよう介すけくんという名前の恋人ができた。


　西園は恋人であるその彼のことを熱愛していて、そのノロケといったら、聞いているこっちが赤くなりそうなくらいだ。


　……亮介くんとの甘い生活を満まん喫きつしている西園にとっては、いくら昔からの知り合いとはいえ邪じや魔ま者ものだろうに。


「今、リョウスケくんは家にいるの？」


　思わず聞いてしまうと、西園はため息をついて、


『亮介は二泊はく三日の社員旅行で北海道に行っている。その間だけなら、と置いてやっている』


　……なるほど。やはり留守だったのか。


　西園は深いため息をついて、


『彼は昔から犬みたいに人懐こくて、なかなか無下にできないんだ。仕方なく、亮介が帰ってくる明後日あさつてまでという条件で泊とまらせてやっている』


　……大型犬同士、というやつか？


　僕は一人で想像して微ほほ笑えみ、それから、


「一いち途ずな彼に、心を動かされたとか？」


『もちろんそれだけで、おまえに紹しよう介かいなどしない。……彼の調香した香水を嗅かいで興味が湧わいた。彼の才能は本物かもしれない』


「タカアキがそんなことを言うのを、初めて聞いたかもしれない」


　僕の中に、急に好こう奇き心しんが湧き上がる。調香においては、西園はこのうえなく厳しく、一いつ切さいの妥だ協きようを許さないからだ。


　……その西園にそんなことを言わせるのは、いったいどんな男だろう？


『興味が湧いたか？』


　西園の声に、私は悔しいけれどうなずくしかない。


「まあね」


『会ってくれるのか？』


「ううーん……」


　僕は考えるフリをするが、内心はどうしてもその男に会ってみたくなっていた。


「今、ホテルの内装用の飾かざりガラスをいくつか依い頼らいされているんだけど……締しめ切きりまではまだ時間がある。会うだけなら、別にいいけれど」


『本当か？　助かる』


　西園の嬉うれしそうな声に、僕は尻しつ尾ぽを振ふる大型犬をイメージして思わず微笑んでしまう。


　……大型犬が並んだところを見るのも、楽しそうだしね。


『それに、たまにはおまえの顔も見たいし』


　西園の言葉に、僕の心がズキリと痛む。


『どうせ忙いそがしいことを言い訳に、家の敷しき地ちからほとんど出ていないんだろう？　ここ数週間で、ルーカとお隣となりのご夫ふう婦ふ以外の誰だれかと話したか？』


「あ……」


　僕は、行動を読まれていたことにドキリとする。


「……電話で仕事の打ち合わせはしたけど。あとは、今、君と話してるだろ？」


『やっぱりそうか』


　西園は言って、ため息をつく。


『少し強ごう引いんかもしれないが、別の人間とも話して、気晴らしをした方がいい』


　僕は、一年前にとても仲の良かった姉を病気で亡なくした。その大きすぎるダメージにさらにある事件が重なり……僕は耐たえきれなくなってルーカを連れてイタリアを出た。


　姉を亡くした悲しみと、ルーカの未来を僕が奪うばってしまったのではないかという罪悪感。そしてルーカと一いつ緒しよに逃にげる原因となった、義兄あにへの恐おそれ。


　姉の忘れ形見、そして血の繫つながった甥おいであるルーカは、もちろん目に入れても痛くないほど可愛かわいい。


　だけど、自分の子供を持ったことのない、しかも恋こいよりもガラスデザイナーになるための修しゆ業ぎように夢中だった僕にとっては、ルーカという一人の人間の未来を担になうのは、想像以上のプレッシャーだった。


　隠かくれるようにここに住み始めてからも、僕は長いこと苦しみ続けた。さらにルーカに心配をかけてはいけないと気を遣つかい続け、精神的にかなり追いつめられていた。


　そんな僕をことあるごとに励はげまし、さりげなく支えていてくれたのは、この西園だ。


　彼は口は悪いけれど、本当に優やさしくて。包容力があって。だから僕は、彼にだけは苦しいことや悲しいことを話すことができた。


　ルーカと二人、平へい穏おんな毎日を過ごせるようになったのは、西園のおかげと言っていい。


　……まあ、もともとあった彼に対する憧れの気持ちが、こんな悲しい、恋のようなものにまで発展してしまうとは……予想外だったけれど。


『まあ、何かあったらいつでも俺に相談してくれていいから……』


　西園の優しい声に、少し泣きそうになる。


「本当に心配性しようなんだから」


　僕は無理やり元気そうな声を出して彼の言葉を遮さえぎる。


「僕はもう大だい丈じよう夫ぶ。君は可愛いハニーの心配だけしてなさい」


　僕の言葉に、西園が少し安心したように笑う。


「君の幼なじみに会うよ。都合のいい時にでも、二人で軽かる井い沢ざわに来てくれると……」


　僕は言いかけ、それからあることに気づいてギクリとする。


「いや、ごめん。やっぱり……ここに来てもらうのはちょっと……」


　僕の逡しゆん巡じゆんの理由に、西園は素す早ばやく気づいたらしい。


『ああ……見ず知らずの男を、ルーカのいるその家に連れて来られるのは嫌いやだよな』


　彼の言葉に、僕は思わずため息をつく。


　僕とルーカがイタリアを出る原因になった問題は、まだ解決してはいない。僕とルーカは隠れるようにして、この軽井沢で暮らしている。心から愛していて、すっかり親子のように仲良くなれたルーカを、まだ養子として籍せきに入れることができないのは、様々な問題が関係していて……。


　……そして僕は、まだ、あの義理の兄をこんなに恐れていて……。


「ごめんね。こんなことを言うのは君の幼なじみに対して失礼かな？　だけど……」


『いや。その気持ちはよくわかる。……どこか中間地点ででも待ち合わせるか？』


「僕が久々に東京に行くよ。ちょうど買いたい資料もあるし」


『ルーカはどうする？』


「ああ……それが問題だね。お隣のご夫婦はルーカを本当に可愛がってくれているし、昨日も『出かける時にはいつでもルーカを預かるからね』と言ってくれていて……」


　僕が言いかけた時、テラスととリビングを仕切っているフランス窓が開いた。


「パパー」


　聞こえてきたのは、尻しり上あがりで舌足らずの、寝ねぼけたような可愛いイタリア語。


　暗いリビングからテラスの間接照明の中に出てきたのは、水色のパジャマを着た、金色の髪かみをした天使のような子供だ。


　ミルク色の肌はだ、サラサラの金の髪。


　花びらみたいなピンクの唇くちびる。


　ツンと上を向いた可愛い鼻。


　きっちりと彫ほり込まれた綺き麗れいな二ふた重え。


　長い睫まつ毛げの下の、煌きらめく青い瞳ひとみ。


　彼は、ルーカ・ダニエリ。五歳。姉の子供なので、本当なら僕にとっては甥に当たる。そして彼の名字は、正式にはまだダニエリではない。


　だが、彼は僕のことを、パパという意味のイタリア語『パパー』と呼ぶ。そして僕は彼に、普ふ段だんはダニエリの姓せいを名乗らせている。


　それには、別の姓を名乗って他人に何か詮せん索さくされたくないという気持ちと、一日でも早く本当の親子になれるように、という願いが込こめられている。


「ルーカ。どうしたの？　眠ねむれない？」


　僕が手を伸のばすと、彼はヨロヨロしながらテラスを横切ってきて、僕に抱だきつく。


「もしかしてタカーキと話してるの？」


　見上げてくる顔はまだ眠そうだが、その綺麗なブルーの瞳はキラキラと煌めいている。


「そうだよ。どうしてわかった？　ほかの人とだって電話することがあるだろう？」


「だって、解わかるよ。タカーキと話してる時のパパーの声、なんか可愛いし」


　くすくす笑いながら言われた言葉に、僕は思わずドキリとする。


　……まだ五歳なのに、時々驚おどろくほど鋭するどいんだから。


　……もしかしたら、僕の気のせいかも知れないけれど。


『ルーカ？』


　受話器から聞こえた西園の声に、ルーカは目を輝かがやかせる。


「タカーキ！」


　受話器を渡わたしてやると、ルーカは小さな手でそれを受け取る。


　僕はカーディガンを脱ぬいで、寒くならないように、ルーカの肩かたに着せかけてやる。


　ルーカは受話器を耳に押し当てて、生意気な口調で、


「タカーキ？　ルーカだよ。僕の声が聞きたくて電話したんでしょ？」


　受話器の向こうから、西園が笑っているのが聞こえてくる。


『あははは。もちろん。おまえの声が聞きたくて電話したんだ。……それから一つ頼たのみがあるんだ。よく聞いてくれ』


　そこから声が小さくなり、僕には話の内容が聞こえなくなる。


「うん。うん。わかったよ。……ううん、僕はもうオトナだから、全然寂さびしくないよ」


　ルーカは胸を張って言い、それから、


「それよりも、うちのパパーはとってもビジンなのにケーカイシンがないから心配だよ。東京になんか行って、ワルイオトコに引っかからないかって」


　意味が解っているのか解っていないのか、妙みように大人びた口調で言って、深いため息をつく。


　……西園のいつも言ってることにそっくりじゃないか！


　僕はあきれてしまいながら思う。


　……まったく、ルーカに妙な言葉ばかり教え込むんだから！


『ちゃんと俺がガードするから大丈夫だ。ジョルジョを一日だけ貸してくれないか？』


　受話器の向こうで西園が言っているのが聞こえてくる。ルーカはうなずいて、


「わかったよ。パパーも子育てばっかりじゃなくてたまには息いき抜ぬきしないとね。……じゃあ、パパーに代かわる」


　言って、僕に受話器を差し出してくる。


「トーキョーに息抜きに行ってきていいよ。僕は一人で平気だから」


　……まったく。この間までほんの赤ちゃんだったくせに。


　僕は笑いをこらえながら、ルーカの顔を覗のぞき込む。


「ルーカはとてもしっかりしているから、一人でも平気なのは解ってる。けど、いい機会だからお隣となりのご夫ふう婦ふのところに遊びに行ってあげてくれない？　ご夫婦だけじゃなく、ラルフもルーカを心待ちにしてくれているようだから」


　お隣で飼っているレトリバーの名前を言うと、ルーカは嬉うれしそうに目を煌めかせて、


「いいよ！　僕、ラルフの散歩を手伝う！　お隣のおじさんとおばさんはすごく優しいし、何よりおやつのレモンクッキーはすごく美味おいしいし！」


　僕は笑ってしまいながらルーカを片手で抱きしめ、受話器を耳に当てる。


「商談が成立したよ。明日はそっちに行くから」


　やりとりが聞こえていたようで、西園は可笑おかしそうに笑いながら、


『それはよかった。……あ、明日会わせる男に一言挨あい拶さつをさせる。ちょっと待ってくれ』


　イスから立ち上がる音。西園が、電話の子機を持ったままで歩きだしたらしい。廊ろう下かを歩く足音が聞こえ、続いてドアを開ける音。彼はリビングに入ったらしく、テレビの音が電話の向こうから聞こえてくる。


　賑にぎやかな歓かん声せいと、解説者が英語で何かを叫さけんでいる声。


　どうやら、ケーブルテレビで流れているメジャーリーグの中ちゆう継けいらしい。


『剣次！　起きろ！』


　テレビの音の向こう、西園が叫んでいる。


『え？　ああ？』


　電話の向こう、遠くから誰だれかの声が答えるのが聞こえた。


　若く、なかなかの美声だが、なぜだかとても寝ぼけている。


『おまえ、テレビをつけっぱなしで居眠りするんじゃないと言っただろう？』


『え？　え？　俺、寝てないぜ？　テレビ見てたとこで……』


『噓うそをつけ。その寝ぼけ顔が証しよう拠こだ』


　受話器に耳を付けて聞いていたルーカが、僕を見上げて可笑しそうに笑う。


「僕はテレビをつけたままで寝たりしないよ？　ケンジって人、僕よりも子供じゃない？」


「そうかもしれないね」


　僕は思わず笑ってしまう。電話の向こうで、西園が、


『ジョルジョ・ダニエリに電話をした。明日、おまえに会いに来てくれるそうだ』


『本当に？』


　ケンジと呼ばれた青年は、とても嬉しそうに声を上げる。


『うわあ、ありがとう、孝明！　恩に着るよっ！』


『礼はいいから。今、ジョルジョと電話がつながっている。ちゃんと挨拶をしろ』


『ええええ～っ！』


　ケンジが叫び、慌あわてたように、


『うわあ、どうしよう、俺？　こんな恰かつ好こうだし！』


『テレビ電話じゃない。おまえがだらしなくバスローブ一枚で居眠りをしていても、ジョルジョには見えないよ』


『っていうか、解説したらバレバレだろ！』


　ケンジの声に、西園が可笑しそうに笑う。


　……大型犬コンビだ。


　僕は必死で笑いをこらえる。


　……妙にお似合いじゃないか。


『あの！　こんばんは！　俺、ケンジ・アソウと言います！』


　受話器を受け取る音に続いて、とても緊きん張ちようした声が受話器の向こうから聞こえる。グラースにいたというからフランス語か、もしくは名前からして日本語かと思ったけれど……彼が話したのは、ちょっと癖くせはあるけどかなり立派なイタリア語だった。


「こんばんは。ジョルジョ・ダニエリです」


　僕が言うと、電話の向こうの相手は感動したような声で言う。


『あの！　俺、あなたの作ったフラコンの大ファンで！　あ、あとほかのガラス作品ももちろん大好きで！　お会いできたらすごく嬉しいです！』


　美声に似合わない人ひと懐なつこい口調。尻しつ尾ぽをブンブン振ふる大型犬を想像してしまった僕は、笑いをこらえるのに必死になる。


「ありがとう。でも僕に会ったら、つまらない相手だったって失望するかもしれないよ？」


『そんなこと絶対ないです！……あっ、そうかあ……！』


「どうしたの？」


『いえ、ずっと会いたかったあなたに明日やっと会えるんだなって思って！　そう思ったらなんか感動して来ちゃって……！』


　彼は言ってうっとりとため息をつく。その向こうで西園が言うのが聞こえる。


『感動は会ってからでいいだろう？　明日、何時頃ごろに来られそうか聞いておいてくれ』


『ええっ？　ジョルジョさんの方が東京に来るの？……ジョルジョさん、長野の方に住んでるんですよね？　俺がどこか近くまで行きましょうか？　車でも電車でも東京まで来るのは大変ですよね？』


　彼の声が心配そうに低くなる。こんなふうに真面まじ目めな声になると、ずっと聞いていたいような美声だ。


　……こんな声も出せるんだね。しかもけっこう紳しん士し的なことを言うんだ。


　……いったい、どんな子なんだろう？


　僕は、彼に会うのがなんだかとても楽しみになってくる。


「大だい丈じよう夫ぶ。運転は気分転てん換かんになるし大好きなんだ。それにたまには都会にも出たいしね。……明日はお昼くらいにそっちに行くよ。帰りはあまり遅おそくなれないし」


『昼ですね？　解わかりました！　そしたら孝明に美味しいランチを作らせておきますから！』


『……生意気な。おまえも手伝うんだろうな？』


『もちろん手伝うってば！……あ、すみません。孝明がうるさくて！』


　ケンジは無む邪じや気きに言う、それからふいに声を低くして、


『明日、あなたに会えるのを、楽しみにしています』


　囁ささやくように言う。僕の心臓が、ドキリと高鳴る。


　……何をドキドキしてるんだ、僕は？


「ああ、うん。僕も楽しみだよ」


『早く会いたいです』


　受話器に吹ふき込むような低い美声。僕の鼓こ動どうがますます速くなる。


　……なんてセクシーな声を出す子なんだろう。


　……声は若そうだけど……もしかしてすごい遊び人？


「うん、おやすみなさい。西園によろしく。それじゃ」


　僕は早口で言い、慌てて電話を切る。


　それから、深く呼吸して、鼓動を鎮しずめようとする。


　……どうしたんだ、僕は？


　……どうしてこんなふうになるんだ？


「パパー？」


　ルーカの声に、僕はハッとする。


「まだ寝ねないの？」


「あ、うん。もう寝るつもりだけど……」


　ルーカは手を伸のばし、僕のシャツの袖そでをそっと摑つかむ。


「パパーは僕と一いつ緒しよに寝たい？」


　いつもの明るさとはうらはらな、心細げな口調。見上げてくるのは、どこか不安げな瞳ひとみ。


　姉が亡なくなった後、実の父親である義兄あにと二人きりで住んでいた頃のルーカの姿が目に浮うかび、僕はドキリとする。


　……だって、あの頃のルーカは……。


「うん。寝たいに決まってる」


　僕は言って手を伸ばし、ルーカの頭にそっと手を載のせる。


「僕と一緒に寝てくれる、ルーカ？」


　髪かみをそっと撫なでてやると、ルーカはやっと安心したように小さく笑う。


「仕方ないなあ。パパーは甘ったれなんだから。いいよ、一緒に寝てあげるよ」


「よかった」


　僕は言いながら身を屈かがめ、ルーカの金色の髪に、そっとキスをする。


　ルーカはくすぐったそうに笑い、それから甘えるような声で、


「ねえ、明日、早起きできたら、チェリーのケーキを焼いてくれない？　ヤギのおじさんとおばさんのところに持っていってみんなで食べたい」


「いいよ。あのケーキならすぐにできるから」


「やった。嬉うれしい。……あっ」


　ルーカはふいにカーディガンを脱ぬぐ。それを、妙みように大人びた仕草で僕に差し出す。


「冷えるといけないから、パパーが着て」


「ありがとう」


　僕は笑ってしまいながら、


「ルーカは優やさしいね。大きくなったら、どんなにいい男になるだろう？」


「っていうか、僕は今でもいい男だ！　僕が、パパーを悪いヤツから守ってあげるんだ！」


　ルーカは得意げに言い、その可愛かわいい顔ににっこりと笑えみを浮かべてくれる。


　その無邪気な笑みに、僕の心がキュッと痛む。


　……母親は亡くなり、父親とは理由があって一緒に暮らすことができない。


　……きっと、とても心細いだろうに。


「ありがとう、ルーカ」


　僕はしゃがみ込み、彼のあたたかな身体からだを抱だきしめる。


「大好きだ、ルーカ」


「僕も大好きだよ、ジョルジョ」


　ルーカが言って、僕の耳にチュッとキスをする。それから少し慌てたように、


「またジョルジョって言っちゃった。パパーって言うんだよね？」


　言ってから、その青い瞳で僕の顔を覗のぞき込んで、


「僕が大人になったら、ジョルジョって呼んでいい？　あと、プロポーズもしていい？」


「ルーカは僕の息むす子こになるんだよ？　プロポーズじゃないだろ？」


　僕が言うと、ルーカは得意げな顔で、


「タカーキに聞いちゃったもん。オトコとオトコがケッコンする時は、年下の方が、年上の方のヨウシになるんだ」


　……あの男！　うちの子に何を教えてるんだ？


「タカーキは、ハニーのリョウスケにプロポーズをして、いつかヨウシになってもらいたいんだって。それってケッコンすることと同じなんだって」


　僕の心が、ズキリとまだ痛む。


　……亮介くんはすごくいい子で、僕も大好きだ。


　……あくまでマイペースで誤解を受けやすいところのある西園と、ちょっと口は悪いけど素す直なおで明るい亮介くんは、本当にお似合いだと思う。


　……だから、心から祝福しなくちゃいけないのに……。


「パパーのヨウシになったら、僕、パパーとケッコンしたのと同じこと？」


「いや、それはちょっと違ちがうと思う。僕はルーカと親子になりたいんだけど……」


「息子でも、ケッコン相手でもいいや！　それってずっと一緒にいられる約束でしょ？　僕、パパーとずっとずっと一緒にいたい」


　ルーカの言葉に、僕の胸が熱くなる。


「ありがとう、ルーカ。僕とルーカはずっと一緒だよ」


　ルーカはにっこり笑い、それから僕に顔を近づけてくる。


　いつもの頰ほおへのおやすみのキスかと思った僕は……彼の顔がいつもと違うところに向かってくるのを見て驚おどろく。


　チュッ。


　ルーカの唇くちびるが、僕の唇に、可愛いキスをしたんだ。


　……え……っ？


「パパー、愛してる」


　真っ直すぐ見つめて妙に真面まじ目めな声で言われて、僕は思わず赤くなってしまう。


　……まったく、西園のせいで、すっかりマセてしまって。


　……ルーカは、まだ五歳なんだぞ！


　僕は、ルーカの天使みたいに綺き麗れいな顔を見ながら苦く笑しようする。


　……このまま可愛いか、いきなりハンサムに変わるか、それは解らないけど……彼がとんでもない美形に育つことだけは確かだろう。


　……小学校に通うようになったら、女の子にモテるようになって父親代わりの僕のことなんか相手にしてくれなくなるだろうな。


　……それはそれでちょっと寂さびしい気もするけど。


「パパー。パパーからもおやすみのキスをして！」


　ルーカが言って、反り返った長い睫まつ毛げの目を閉じてみせる。


　僕は彼の顔を近づけ、そのマシュマロみたいな頰にキスをしてあげる。


「あっ！　ほっぺにした！　タカーキとリョウスケは口と口でキスをしてるのに！」


「えっ？　そんなことをいつ……」


「この間遊びに来た時、林の中で、口と口でキスしてたもん！　僕、見ちゃったもん！」


　……まったく！　あの二人は！


　僕はあきれながらも、やっぱり苦笑してしまうんだ。


　……新しん婚こんさんだから、仕方がないか……。


「あの二人はあの二人！　ルーカと僕はほっぺにキスだよ」


　僕は言って、ルーカの手を引いてベッドルームに向かう。ルーカは、


「ねえ、さっきのケンジって人、ちょっと面おも白しろかったね。あの人もここに遊びに来るかな？　彼が来たいって言ったら、呼んでもいいからね」


　ルーカは妙に大人びた口調で言って、肩かたをすくめる。


「あ、僕にライバル出現になっちゃうかも。でも彼のこと結構気に入ったよ、僕」


　僕は思わず笑ってしまいながら、僕の寝しん室しつのドアを開ける。


「彼に会ったら、そう伝えるよ。さあ、どうぞ」


「うん。お邪じや魔まします」


　ルーカは言って部屋を横切り、スリッパを脱いで僕のベッドによじ登る。


「僕だからいいけど……ほかのオトコをそんなふうに気軽に部屋に入れたらダメだよ？　パパーはとってもキレイなんだから！」


　言って、毛布の下に滑すべり込む。


　僕はカーディガンを脱ぎ、ルーカの隣となりに横たわりながら、思わず笑ってしまう。


「何？　それもタカアキに吹ふき込まれたの？」


「ううん。僕がいつも思ってることだよ。パパーは本当にキレイだもん」


　ルーカはマセた口調で答え、僕の身体にキュッと抱きついてくる。僕の首筋に顔を埋うずめて、囁ささやいてくる。


「パパーの香かおりがする。バラとか、スズランとか、ピーチとか。本当にいい香り」


　首筋にあたたかな息を吹きかけられて、くすぐったさに思わず笑ってしまう。


「ルーカは鼻がいいんだね。タカアキみたいな有名な調ちよう香こう師しになれるかもしれないよ？」


「なれるといいなあ。パパーのために香水を作って、パパーに綺麗なフラコンを作ってもらうんだ」


「うん。楽しみにしてる」


　僕が言うと、ルーカは嬉しそうに笑い、僕の肩に小さな頭を載のせて目を閉じる。


　すぐに聞こえ始めた彼の寝ね息いきを聞きながら、僕は窓の外に目を移す。


　……ルーカ、明日僕が出かけてしまうのが寂しいのかな？


　……ルーカがケーキをおねだりするのは、僕に甘えたい時だし。


　……やっぱり、まだ五歳だもんな……。


　ルーカはとても頭が良く、そしてしっかりした子だ。その年とし頃ごろの子供がどういう暮らしをしているのかよく解わからないけど……本当なら両親と一いつ緒しよの部屋で眠ねむるのかもしれない。


　ルーカとこの家で暮らし始めた時、僕は彼がまだ小さな子供だということを忘れて、彼のためにすぐに部屋を用意してしまった。


　彼は「素敵な部屋だね」と言っただけで、その夜から一人でその部屋で眠るようになった。


　だけどたまに、一緒に眠りたがることがある。そんな時、彼は僕の部屋のドアをノックして「パパーが寂しいんじゃないかと思って」って言う。


「寂しいのはルーカの方だろう？」なんて言ったら彼のプライドに傷が付いてしまうから、僕はいつも「僕が寂しかったの、どうして解ったの？」って答える。


　ルーカは「大好きなパパーのことなら、僕はなんだって解るんだ」と得意げに言い、僕のベッドに上ってくるんだ。


　窓から差し込む、月の光。


　静かに揺ゆれる木々の影かげ。


　昼間窓を開けていたせいで、部屋の中には森の木々と、バラの香りが漂ただよっている。


　……ああ、ルーカと一緒に過ごす時間は、なんて幸せなんだろう。


　……こんな時間が、ずっと続けばいい……。


　僕は思い……それからルーカの本当の父親、義理の兄の顔を思い出す。


　僕の心が、ズキリと痛む。


　……この美しい場所で、ルーカと二人。僕は、現実から逃にげようとしている。


　彼のことを思うだけで、全身から血の気が引くようだ。


　……あと一年足らずで、ルーカは小学校に上がる年ねん齢れいになる。


　……手続きのためには、ルーカの本当の父親である彼の協力が必要だ。……でも……。


　僕は、安らかな寝息を立てるルーカの金色の髪かみを、そっと撫なでてやる。


　……彼、そして彼の一族の人々は、花はな嫁よめの弟でしかない僕が、一族の跡あと取とりになるかも知れないルーカを奪うばったことをまだ許していないはずだ。


　結婚した時の姉は、とても幸せそうだった。だけど彼の一族の人間は、姉と、そして姉の弟である僕をいつも蔑さげすんだように見ていた。


　義兄あには、由ゆい緒しよ正しい貴族の一族の当主。姉はすでに両親を亡なくして必死で働いていた身。


　結婚式の席ですでに、身分違ちがい、財産目当て、という囁きが交かわされ、僕の耳にまで届いていた。


　でも僕は、幸せそうな姉と、優やさしそうな義理の兄を見て必死でそれに耐たえ……。


　姉にはこのまま幸せになって欲しいと心から願っていた。だけど……。


　姉が亡くなった時の彼らの冷たい顔を思い出すだけで、背筋が寒くなる。


　そして義兄の、ルーカへの態度も。


　僕は、小さなルーカの身体からだをそっと抱だきしめる。


　子供独特の高い体温。ハチミツとバラの混ざったような彼の甘い香り。


　……こんなに可愛かわいい子に、どうしてあんな冷れい酷こくな態度がとれるんだ……。


　僕の心が、ズキズキと痛む。


　……ルーカを彼らに奪い返されるかも知れないと思ったら、あの男に連れん絡らくをするのが怖こわい。


　……あの男、そして彼の一族の人間たちから、ルーカを守りきれる自信が、今の僕にはないんだ。


　僕はふいに、さっき電話で聴きいた、剣次という青年の声を思い出す。


　彼の声には、不思議な自信が漲みなぎっていた。彼の内面の強さを表すかのようだった。


　……僕がもう少し強ければ、こんなふうに逃げ回ったりしないのに……。


　……きっと、堂々と戦うことができるだろうに……。




麻生剣次







「どうしよう、彼にやっと会えるんだよね？」


　俺は、店の中をうろうろと歩き回りながら言う。


　ここは青あお山やま。香水店『Galerie de Parfums　NISHIZONO』の店内。


　西園の店『Galerie de Parfums　NISHIZONO』はフィレンツェの有名な香水店『サンタ・マリア・ノヴェッラ』を思い出すような、古びた石を積み上げて造られた、重じゆう厚こうな建物だ。


　店内は広く、天てん井じようがとても高い。ドーム形の天井には美しい細工の施ほどこされた天窓があり、そこから陽ひ射ざしが差し込んでいる。


　石貼ばりの床ゆか、そして彫ちよう刻こくを施された凝こった柱が何本も並んでいるところは……まるでヨーロッパの古い礼拝堂みたいだ。


　入り口ドアの正面には、俺と西園がいる重厚な木のカウンター。俺たちの背後の壁かべにはバーにあるみたいな鏡が貼られていて、そこには天井まで届く大きな棚たなが設置されている。


　棚には、クリスタルのフラコン（これも全部ジョルジョ・ダニエリのデザインらしい）に入れられた香水がズラリと並んでいる。


　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きの暗い店内で、美しいフラコンたちは、まるで宝石みたいにキラキラと煌きらめいている。


　西園を訪ねて、ここを訪おとずれた時。この店の美しさと、西園が採算度外視で作り上げ、店に並べている一点物の香水たちのあまりの完成度に、俺はかなり驚おどろかされた。


　こんな素す敵てきな店には、さぞやセンスのいい顧こ客きやくが列をなすんだろう……と思いきや、ヨーロッパに比べて香水が浸しん透とうしていない日本で一点物の香水を探している客なんかほとんどいないらしい。俺がここに居い候そうろうしている間、毎日店番を手伝わされているけれど……常連さんの外国人の老婦人が数人訪れただけで、ほかにはほとんどお客なんかいない。小さな看板を掲かかげただけの店はまるで予約が必要な超ちよう高級宝ほう飾しよく店てんみたいに見えて、ただでさえ敷しき居いが高いし。


　たまに勇気を出したように入ってくる若い女性グループもいないではない。彼女たちはハンサムな俺（ルックスにはとりあえず自信がある）と、さらにハンサムな西園（悔くやしいけど勝てない）に見とれ、恐おそる恐る話しかけて来たりするけど……俺はともかく西園が絶望的に愛あい想そがないせいで、結局は何も買わずにさっさと退散する。多分二度と来ないだろう。


　……こんなんじゃ、家賃を払はらってたりしたらとてもやっていけないだろう。


　……まあ、この店と、奥にある立派な邸てい宅たくは、西園の持ち物だからいいんだろうけど。


　西園は、実は少しも働かなくても贅ぜい沢たくな暮らしができるくらいのすごい金持ちだ。


　彼の亡くなったお父さん（俺の親おや父じの親友。二人はグラースの老舗しにせ工こう房ぼうで調ちよ香こう師しをしていた同どう僚りようだ）は、有数の大だい富ふ豪ごうの出だった。


　ご両親が亡くなった時、西園は莫ばく大だいな遺産を継ついでいるはず。だからあくせくと働いて日々の糧かてを稼かせぐ必要がない。


　西園は、だから趣しゆ味みでこの店を経営し、自分の研究のために時間を使うことができるんだ。……だけど。


　西園のご両親は、大富豪の出であることを鼻にかけたりしない、本当にいい人たちだった。西園が最初に調香師を目指したきっかけは、お父さんのような一流の調香師になりたい、そして香水が大好きな母親にプレゼントしてやりたい、ってことだったらしい。


　だけど、西園は早くに母親を亡くし、その後二人暮らしをしていた父親を事故で亡くしている。父親の葬そう儀ぎの時の彼はショックで涙なみだすら流せない状態だった。兄貴分的存在だった彼のそんな姿に、俺は自分のことのように心が痛んだのを覚えている。両親を亡くした痛手を乗り越こえ、一流の調香師として働いている西園を、俺は本当に尊敬している。


　彼ほどの調香師ならばきっとたくさんの契けい約やく料をもらってどこかの大だい企き業ぎようの専属になり、名声を求めてもおかしくないと思う。だけど、彼は自分の作品の質を落としたくないという理由でそれをしない。そんなところも素晴らしいと思う。さらに……。


「あ～あ。一年ぶりに会いに来てみれば、孝明はしっかり可愛い恋こい人びとを作っちゃってるし！」


　俺は言って、ため息をつく。


「しかもベッドサイドに写真飾かざりまくるほどのデレデレぶりだし！　硬こう派はで渋しぶい兄貴だったグラース時代の孝明はどこに行ったんだろう？　悪友たちに見せてやりたいよ！」


　俺が国際電話で「日本に行くから泊とまらせて欲しい」と言った時、西園は「同どう棲せいしている恋人がいるからダメだ」とあっさり言った。しつこい交こう渉しようの末、恋人が旅行に出ている二泊はく三日だけここにいることを許可されたんだけど……西園の寝しん室しつやアトリエに恋人の写真がさりげなく飾ってあることにかなり驚いた。しかも。


「まさか、孝明の恋人が、男だったなんてね」


　西園の運命の人だという恋人は、黒い髪と煌めく瞳ひとみをした、とても美しい青年だった。


　とても若く見えるけど実は俺よりも年上で、大企業の鳳ほう生せい堂どうの社員だというからさらに驚いた。西園がクールな顔をしながらも、さりげなく彼のことばかり話すことにも。


「相手の性別など関係ない。俺は運命の人に出会ったんだ。夢中になって当然だろう」


　西園は平然と言う。


「ああ、もう、こうだもん！」


　俺はあきれた様子を装よそおって言うけど……内心は、西園が幸せそうに暮らしているのがとても嬉うれしかった。


　……父親が亡くなった後の孝明は、本当にどうにかなっちゃうんじゃないかと思うほど、落ち込んでいたし。


　……彼が幸せそうで、本当によかった。


　……そして……。


　一年前よりもさらに男の色気を増し、ますますハンサムになった彼の横顔を盗ぬすみ見る。


「……ああ、でも、いいなあ、恋人がいて」


　俺はため息をつきながら、カウンターに肘ひじを突つく。


「……ジョルジョさんの声、優やさしそうだったなあ。あんな人が、恋人になってくれたらなあ」


「ここは店だ。カウンターに肘を突くな」


　ピシリと言われて、俺は、お客さんなんか来ないのに、とブツブツ言いながら姿勢を正す。西園はちょっと可笑おかしそうな声になって、


「ジョルジョは男だぞ。……グラース時代のおまえは、勉強もそっちのけで女の子ばかりを追い回していたような気がするが？」


「追い回してない！　追い回されてただけ！」


　俺は慌あわてて言う。西園の弟分のようにしていたグラース時代、俺はいつでも女の子たちに追い回されていた。しかも彼女たちの狙ねらいの大半は……。


「しかも彼女たちの大半は、孝明のファンだったんだってば！　今日は孝明は何をしていたのか教えろとか、孝明が好きだから相談に乗ってくれとか、手紙を渡わたして欲しいとか……」


　俺は思い出してうんざりとため息をつく。


「おかげで女性恐きよう怖ふ症しようかも！　だって綺き麗れいな女の子を見ても全然気持ちが盛り上がらないし」


　俺は言ってから、ふいに昨夜ゆうべのことを思い出す。


「まあ、自分がゲイにまでなってるとは思わなかったけど……」


　西園が、不思議そうに眉まゆを上げる。


「おまえ、ゲイなのか？」


「だって、あんなにときめいてしまったし……今でも彼のことを思うとこんなにドキドキするし……」


「まさか、俺の亮介の写真に一ひと目め惚ぼれしたとか言わないだろうな？」


　西園が急に怖こわい声になって言い、俺は慌てて、


「違ちがうっ！　たしかに亮介さんは美形だと思うけど、あなたの恋人に惚れるなんて命知らずなことするわけないだろ？　それに……俺の好みはどうやら別のタイプみたいだし……」


「ジョルジョか？　電話であまりにもミーハーに騒さわいでいたので……冗じよう談だんかと思ったが」


「冗談じゃないよ！　俺は本気で……ああ、ジョルジョさんにもふざけた野や郎ろうだって思われたかなあ？」


　俺は深いため息をつき……それから店の壁に飾られた時代物の振ふり子時計を見上げる。


「あっ、そんなこと言ってるうちに、もうすぐジョルジョさんが来る時間じゃないか！」


　俺は慌ててカウンターの奥の壁にはめ込まれた鏡を覗のぞき込み、寝ね癖ぐせでクチャクチャになっていた髪かみを必死で撫なでつける。


「俺のこの恰かつ好こう、おかしくない？」


　俺は綿シャツの裾すそを引っ張りながら言う。


　黒の綿シャツ、生き成なりの麻あさのスラックス。一応、今の一番のお気に入りだし、わざわざスーツで会うのもなんだと思ってこれにしたけれど……。


「憧あこがれの人に会うのには、ラフ過ぎるかなあ？」


「デカい図ずう体たいでクマみたいにうろうろするな、うっとうしい」


　孝明が、慎しん重ちような手つきでフラコンを磨みがきながら言う。


「それはおまえが持ってきた中で一番マシな服装だろうが。あとは破けたジーンズだの、色のあせたアホっぽい柄がらのＴシャツだの……」


「アホっぽいとはなんだよ！　だからさ」


　俺は、横から孝明の顔を覗き込んで、


「孝明のスーツをどれか貸してくれない？　身長も体型も、ほぼ同じだろ？」


「おまえみたいなガキに貸すスーツなんぞ一着もない。図体ばかりデカくなりやがって」


「なんだよっ！　孝明がいつもチビだチビだとバカにするから、頑がん張ばって牛乳を飲んでやっとここまでデカくなったんだ！　努力を認めてくれよ！」


「……ったく。中身は昔と全然変わっていないじゃないか」


　西園は可笑しそうに笑って言う。


「ねえねえ、ジョルジョさんってどんな人？　声の感じじゃ、優ゆう雅がな美人って感じがしたけど。かなり若いよね。歳としは？　俺と同じくらい？　いや、でもそうしたら計算が合わないか？　彼はガラスデザイナーになってからもうけっこう長いから……」


「彼は二十六歳。おまえより、七歳年上だ」


　西園の言葉に俺は驚おどろいてしまう。


「七歳年上？　声はめちゃくちゃ若くて、全然そんな感じじゃなかった！」


　俺は店のカウンターの上に身を乗り出して、


「それから？　あんな美声だからやっぱり美人なんだろ？　あと、電話の向こうで子供の声がちょっと聞こえたけど、家族と一いつ緒しよに住んでるの？　あの子は歳の離はなれた弟？」


　西園はうるさそうに眉をひそめて、


「プライベートなことは本人に聞け。俺が答えることじゃない」


「ええええ～っ？」


　俺が言うと、西園はあきれたように、


「ガキの時と同じ反応だ。大人になったのはやはりガタイだけだな。……うるさくして憧れのジョルジョに愛あい想そを尽つかされたりしないように、気を付けるんだな」


　その言葉に、俺は思わず赤くなる。


「そのイジワルな言いぐさ！　そっちだって昔と同じだ！」


　西園は可笑しそうに微ほほ笑えみ、何かを言おうとして顔を上げて……。


「……あ」


　ドアの方を見つめながら、優しい笑えみをその唇くちびるに浮うかべる。


「来た。彼だ」


「えっ？」


　その言葉に、俺は慌ててドアの方を振り返る。


　凝こった細工のある両開きの鋳ちゆう鉄てつのドア。ドアの真ん中に切られた窓から、青山の明るい景色が見えている。


「……あ……」


　俺の唇から、かすれた声が漏もれた。


「……あの人が……？」


　ガラスの向こう、並木道を歩いてくる人ひと影かげ。


　厚いガラスのせいで、視界が少し歪ゆがんではっきりは見えないけれど……その人がとても美しいことだけは見て取れる。


　優雅な足取りで歩く彼のことを、通りすがりの若いサラリーマンやＯＬさんたちが振り返っては、憧れや、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで追いかけている。


　一番上まできちんとボタンのはめられた白い綿シャツ。誇ほこり高く伸のばされた背中、しっかりと張った肩かた。


　黒いスラックスに包まれた、ギュッと細いウエスト、華きや奢しやな腰こし回まわり、そしてすらりと伸びた長い脚あし。


　シンプルな装よそおいが、彼のストイックな美しさと、スタイルの良さを際きわだたせている。


　俺の心臓が、ドキリと跳はね上がる。


「……あの人が、あの、ジョルジョ・ダニエリさん……？」


　俺は、彼に呆ぼう然ぜんと見とれながらかすれた声で呟つぶやく。


「……なんて綺麗な人なんだろう……？」


　彼は、真っ直すぐに歩いてきてこの店の前に立つ。


　自分の襟えり元もとに手をやって、襟が乱れていないかを確かめる。


　明るい外からは、まるで礼拝堂のように暗いこの店内はほとんど見えないだろう。俺と西園が見守っていることに、まだ気づいていないみたいだ。


　深呼吸をするように、彼の華奢な肩が上下する。


　白くて華奢な両手をドアに当て、重いガラスのドアを押し開けようとし……。


　俺はとっさに店を横切って、彼のためにドアを内側から開けてやる。


　……だって、あんな華奢な腕うでと、細い指をした彼に、こんな重いドアを開けさせられない。


「え？」


　急に手て応ごたえを失った彼は驚いたように目を見開き、ドアを支えていた俺を見上げてくる。


　俺は、間近に見た彼の美び貌ぼうに、思わず見とれてしまう。


　……うわ、なんて綺麗な人なんだろう……？


　サラリと額に落ちかかるのは、カラスの濡ぬれ羽色の黒い髪。


　片手で包めてしまいそうな小さな卵形の顔。


　まるで磁器人形のように滑なめらかな肌はだ。


　少し薄うすめの形のいい唇は、開く前の蕾つぼみを思わせるような薄い桜色。


　すっと通った優雅な鼻筋。


　きっちりと刻まれた二ふた重え。瞬まばたきのたびに音がしそうな、長い長い睫まつ毛げ。


　そしてその下から俺を見つめてきたのは……微かすかに紫むらさき色いろを含ふくんだような深い漆しつ黒こくの瞳ひとみ。


　すぐそばに立った彼の首筋から、ふわ、と甘い香かおりが立ち上る。


　……ダークチェリー、バニラ、リコリス、アンバー、アーモンドプラリネ、バイオレット、アイリス、グリーン、バラ、ジャスミン……そしてムスク。


　俺の心が、ズキン、と甘く痛んだ。


　最初に香ったのはフルーツを使ったデザートのような甘い香りだ。だけどその奥にはサラリとした大人の淡あわさがあり、そこにセクシーな大人のムスクが加わって……。


　……ああ……なんていい香りのする人なんだろう……。


　俺は、調ちよう香こうだけじゃなくて市し販はんの香水のこともかなり詳くわしく勉強してる。だから、こんな香りの香水が市販されていないことを知っている。もしかしたら西園の作ったオリジナル香水かも知れないけど、この蕩とろけそうな甘い感じは西園のテイストとは違ちがう。


　……っていうか……。


　俺はあることに気づいてドキリとする。


　……これは、人工的な香料なんか混ざっていない、本当に自然の香りだ。


　……美しくバラの咲さく家で、お菓か子しを焼いている……優やさしい暮らしをしている人。


　俺の鼓こ動どうが、どんどん速くなる。


　……もしも、こんな素す晴ばらしい香りを、自分の手で作れたら……。


　美しい彼は、驚いたような顔で俺を見上げたまま動きを止めている。


　俺はその美しいサファイヤの瞳に見とれながら、ふいに確信する。


　……彼は、俺の、運命の人だ……。


　俺は思い、それから自分で驚いてしまう。


　……ずっと憧れていたとはいえ、会ったのは今が初めてじゃないか。


　……いくらものすごい美人とはいえ、どうしてこんなことを思うんだろう……？


　彼は驚いた顔で俺を見つめてから、ふいにドアを支えている俺の手に視線を移す。


　彼の桜色の唇が、微かに動く。


「……ありがとうございます」


　その声は、電話線を通して聞いた時よりもずっとずっと美しかった。


　まるで川のせせらぎのように耳に心ここ地ちよい、澄すんだ声。


　そして、育ちのいい人独特の、完かん璧ぺきな発音のイタリア語だ。


「どういたしまして」


　未いまだに発音に自信の持てないイタリア語で返してやると、彼は長い睫毛を見開いて、


「え？　君が、ケンジくん？」


「俺の声、覚えててくれたんですか？」


　驚いて言うと、彼はうなずいてまだ呆然とした顔で、


「忘れられるわけがない。すごい美声だったし。だけど……」


　サファイヤの瞳で俺を見つめる。


「……こんなに大人っぽいハンサムだったんだね」


　彼はにこりと笑って言う。


　さっき感じたフワリと芳かんばしい香りが、彼の身体からだからまた立ち上る。


　見下ろすと、透すき通るほど白い彼のうなじが見えた。


　飾かざり気のない綿シャツに包まれた、華奢な肩。


　彼の肌であたためられた彼の香りは、さっきよりもさらにセクシーだ。


　俺の中に、ふいに凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうが湧わき上がる。


　……ああ、抱だきしめてしまいたい……。


　……そしてこの首筋に顔を埋うずめて、牙きばを立ててしまいたい……。


「ジョルジョ。いつまでそんなところに突つっ立っているつもりだ？」


　西園のあきれたような声が響ひびく。


「タカアキ。久しぶり」


　俺がそんなことを考えていることなど夢にも思わないであろう美しい彼は、優ゆう雅がな足取りで店に入って、カウンターの中にいる西園に近づいていく。


「元気だった？」


　彼の白い頰ほおが、ほんの微かに染まった気がする。


「途と中ちゆう、道は混こんでいなかったか？」


　西園の声には、ほんの少しの心配そうな響きと、優しい労いたわりが含まれている。


　ジョルジョ・ダニエリの頰に、恥はずかしげで、そしてとても嬉うれしそうな笑みがゆっくりと浮かぶ。


「大だい丈じよう夫ぶ。楽しい旅だったよ」


「それならよかった」


「うん」


　……なんだろう、この甘い会話。


　恋こい人びとの亮介くんに対する強きよう烈れつなノロケを聞かされ続けていなければ、俺はきっと西園とジョルジョ・ダニエリは相思相愛なんじゃないかと思っただろう。


　それほど……二人はなんだか意味深な雰ふん囲い気きで。


　……俺のこと、二人とも忘れてないか？


　俺は思いながら、ジョルジョの美しい横顔を覗のぞき見て……そしてふいにあることを悟さとる。


　……ジョルジョ・ダニエリさんは……。


　彼の頰は染まり、目は切なげに潤うるみ、その視線はどこかが痛むかのようにつらそうで、しかし蕩けそうに甘い。


　……きっと、西園のことが好きなんだ……。


　俺の心が、チリ、と音を立てて燃え上がったような気がした。


　……俺、もしかして孝明に嫉しつ妬としてる？


　この焦こがされるような気持ちは……きっと……。


　……孝明にはずっと世話になっていて。俺は彼のことが大好きで。でも……。


　俺はジョルジョ・ダニエリさんの麗うるわしい横顔を見つめながら思う。


　……あなたを、誰だれにも渡わたしたくないかもしれない、俺……。


　……もしかして、これって一ひと目め惚ぼれかな？




ジョルジョ・ダニエリ







　西園の店にいたのは、麻生剣次という青年だった。


　どうやら彼の父親も日本人調香師で、同じグラースで働いていた西園の父親と、親友だったらしい。


「麻生剣次と言います」


　彼は、緊きん張ちようした面おももちで自己紹しよう介かいをした。


　そんなに小さくはない僕も見上げてしまう。身長は西園と並べるくらいはあるだろう。


　逞たくましい肩かた、引き締しまったウエスト。現代っ子らしく腰こしの位置がとても高くて脚あしが長い。


　無造作にカットされた少し長めの黒い髪かみが、なんだか黒のラブラドールレトリバーを思わせる。触さわったらフワフワと柔やわらかそう。


　健康的に陽ひに灼やけた肌はだ。


　ほんの少し厚めの男っぽい唇くちびる。


　高貴な感じに、真っ直すぐに通った鼻筋。


　きりりとした、意志の強そうな眉まゆ。


　精せい悍かんな感じの奥おく二ぶた重え。


　そして長い睫毛の下の、煌きらめく黒い瞳ひとみ。


　ワイルド系の入ったかなりのハンサムで、調香師というよりモデルをしていると言われた方がしっくりくるかもしれない。


　教会のような雰囲気の美しい店の中、端たん麗れいな容姿の彼と西園と並んだところは、本当にグラビアの撮さつ影えい現場に紛まぎれ込んでしまったみたい。


「よろしくお願いします、ダニエリさん！」


　彼が緊張しきった口調で言って、ぎくしゃくした仕草で僕に手を差し出す。僕が手を上げて握あく手しゆをしようとすると……彼は、待ってください、と叫さけんでいきなり右手を引っ込める。


「……え？」


「す、すみません、俺、緊張して手に汗あせかいてるかもっ！」


　見とれるような美び貌ぼうに似合わない、少年のような口調。


　彼は手のひらをスラックスのお尻しりでゴシゴシと擦こする。それからなんだか覚かく悟ごを決めたように勢いよく手を差し出す。


「よろしくお願いします！」


　思い切り叫びながら頭を下げられて、僕は呆あつ気けにとられる。


　後ろにいた西園が、いきなりプッと噴ふき出した。


「おまえなあ。交際の申し込みをしてるんじゃないんだぞ」


「挨あい拶さつも交際の申し込みも同じだ！　ずっと憧あこがれていたうえに、会ったらこんなものすごい美人だし……一目惚れしたっていうか……」


　彼は西園に向かって叫び、僕が呆気にとられているのを見ていきなりカアッと赤くなる。


「ああ、何言ってるんだろう、俺！」


　彼は言い、両手で頭を抱かかえてしまう。


「ああ……もうダメだ！　ダニエリさんに嫌きらわれた！　ずっと憧れてたのに！」


　悲痛な声で叫ぶ。


「別に、そんなことで嫌ったりしないけど？」


「……うっ」


　彼は、まるで主人に怒おこられた大型犬みたいな目で僕を見つめてくる。


「本当ですか？」


「噓うそついてもしょうがないだろ？」


　僕が笑いかけてやると、彼の顔がパアッと明るくなる。


「本当に？」


「うん。本当」


「よかった。俺、バカで粗そ忽こつ者ものだから、緊張しちゃって……」


　彼はその顔に、とても嬉しそうな笑えみを浮うかべる。


　微ほほ笑えんだ彼は本当にハンサムで、その笑みはまるで南仏の太陽みたいに明るい。


　……なんだか、こっちまでが幸せな気分になってしまいそうな子だ。


　……西園が彼の頼たのみをどうしても断れない理由が、なんだか解わかった気がする。


　僕は、その笑みに見とれてしまいながら思う。


　……この微笑みを見るためなら、なんでもしたくなっちゃうような……。


「改めて、挨拶の握手をしよう？」


　僕は彼に向かって右手を差し出す。


「僕はジョルジョ・ダニエリ。よろしく」


「はい！」


　彼は嬉しそうに笑いながら、僕の手をしっかりと握にぎりしめる。


「麻生剣次です！　よろしくお願いします！」


　生白くて細くて情けない僕の手に比べて、彼の手は骨張って男らしく、とても大きかった。包み込まれ、キュッと強く手を握りしめられて、なぜか鼓こ動どうが速くなる。


　……彼の手は、なんだかすごく熱くて。


　……だけど包み込むような大きさが、とても心ここ地ちよくて……。


「綺き麗れいなだけじゃなくて、すべすべでひんやりしてる。まるで大理石の彫ちよう刻こくみたいだ」


　彼が僕の手を見つめて、うっとりした声で呟つぶやく。


　無む邪じや気きな言葉。聞き惚れていたくなるような美声。


　……きっと、女の子にものすごくモテるんだろうな。


　僕は、彼を見上げて思う。彼は僕の視線に気づいたように顔を上げ、目が合うとその陽に灼けた頰ほおをカッと赤く染める。慌あわてたように僕の手から手を離はなし、


「……ああ、ヤバいよ……」


　彼の唇から、意味不明の言葉が漏もれる。


「え？　僕、何かした？」


「いえ、その、ええと……」


　彼はその男っぽいルックスに似合わない仕草で、照れたように頭を搔かく。


「ホントに一目惚れ、かも……」


「え？」


　僕が驚おどろいて聞き返してしまうと、彼はますます照れたような顔になって呟く。


「いえ、あなたの作品にはずっと憧れてたんですけど、本人に会ったら、ホントに……」


　彼の後ろで、西園が肩を震ふるわせて笑いをこらえている。


「あの、俺、あなたの作品と、そしてあなた自身に惚れました！」


　剣次はいきなり僕に向かって叫ぶ。


「ああ……ええと……それはありがとう……」


　戸と惑まどいながら言う僕と必死の顔の剣次を見比べていた西園が、こらえきれなくなったようにプッと噴き出す。


「おまえは中学生か？　大人に見えるのは、やっぱりそのガタイだけか」


　西園はクスクス笑いながら、剣次の肩をポンポン叩たたく。


「うわあ、バカにしてるなっ！　返事を聞かなきゃわからないだろ？」


　剣次は怒ったように叫び、それから必死の形相で僕を見つめる。


「だから！　俺の調ちよう香こうする香水のためにフラコンを作って欲しいんです！」


「ええと、それは……」


　急に言われて僕は言葉に困り、それから、


「ええと、とりあえず、今はごめんなさい、かな？」


　言うと、剣次はその顔に、この世の終わり、とでも言いたげな愕がく然ぜんとした表情を浮かべる。


　……まったく、黙だまっていればモデルみたいなすごい美形なのに。そんな顔をしたら台無しなんだけど……？


　僕はなんだか微笑ましくなりながら思う。


　……まあ、尻しつ尾ぽを垂らした大型犬みたいで、ちょっと可愛かわいいけれどね。


「俺のこと嫌いですか？　俺、アホそうだしうるさいから愛あい想そ尽つきましたか？」


「そうじゃないよ」


　僕は、手を伸のばして髪（というかだんだん毛皮に見えてきた）をクシャクシャ撫なでたい、という欲求に必死で耐たえながら言う。


「僕は君のことを少しも知らない。名前と、あとは才能のある調香師、ってことくらいしか」


「才能のある？」


　がっくりしていた彼はハッとしたように目を見開く。


「僕はまだ君の香水を嗅かいだことはないからなんとも言えない。だけどこのタカアキが褒ほめるんだから、きっと才能があるに決まってる」


「本当に？」


　彼はその漆しつ黒こくの瞳ひとみに煌きらめく光を浮かべて言う。僕はうなずいて、


「よかったら、君の調香した香水を、僕に嗅がせてもらえる？」


「もしも俺の香水を嗅いで、気に入ったら……俺のためにフラコンを作ってくれますか？」


「昔はともかく……今の僕は、基本的に、フラコンはタカアキの調香した作品のためにしか作っていないんだ」


「そんな……！」


　彼の顔を見ていたら、なんだかほだされてしまいそうになる。


「でも、君の香水が本当に気に入った時には……君の香水のためにフラコンを作ってもいい」


　そして、ついこんなことを言ってしまう。


「本当に？　噓じゃないですよね？」


　彼は僕の手を握りしめんばかりにして言う。僕は彼の顔を真っ直すぐに見つめてやる。


「噓じゃない。だけど僕もプロだから。お世辞はいえないし、情けで作品は作れない。……本当に気に入った時にだけ、だよ？」


「解った！　ちょっと待っていて！　今すぐに俺の作った香水のサンプルを持ってきます！」


　彼は言って踵きびすを返し、部屋から駆かけ出していく。


「一ひと目め惚ぼれ云うん々ぬんという冗じよう談だんのセンスはさておき……君が彼に冷たくできない理由がなんとなく解った気がするよ」


　僕の言葉に、西園はクスリと笑い、それから真面まじ目めな顔になって、


「おまえは香かおりに関するセンスがあるし、知識も豊富だ。率そつ直ちよくな意見を言ってやって欲しい。俺が彼の才能を認めているのは、もしかしたら弟分への贔屓ひいき目めということも考えられる」


「君が才能云々を言う時点で、実力はかなりのものということじゃない？　期待してる」


「ああ。最初は少し驚くかもしれない。だが期待は裏切らないと思うよ」


　西園が淡たん々たんと言った時、バタバタと廊ろう下かを走る音がして、剣次が姿を現した。


「持ってきた！　最近調香したヤツをありったけ！」


　彼が持ってきた道具箱を開き、店のカウンターの上に次々に小こ瓶びんを並べていく。


　小瓶の一つ一つにはシールが貼はられていて、そこには通しナンバーが書いてあった。


　全部で……四十五。


　その膨ぼう大だいな数の小瓶に、僕は目め眩まいを覚える。


「これを、ジョルジョに全部嗅がせる気か？」


　西園があきれたように言う。


「調香のプロならともかく、普ふ通つうの人間がいっぺんにこんなに嗅いだら、香りの善し悪あしなど解らなくなる」


「う……そういえばそうかも……」


　剣次が言い、小瓶を前にして本気で悩なやみ始める。


「……コレは捨てがたいんだけど……でもやっぱりコレはお気に入りで……いやでも……」


「最新の一本を出してみろ」


　西園の言葉に、剣次は覚かく悟ごを決めた顔になる。


「わかった」


　最新の番号の一本だけを残し、あとの小瓶をすべて道具箱にしまっていく。


　そして覚悟を決めたような顔で、選んだ一本を持ち上げて、


「そしたら、これを嗅いでみてください」


　言って、そっと瓶の蓋ふたを開ける。


　蓋に付いていた滴しずくを、試香紙ムイエツトに染しみ込ませ、瓶の蓋を閉じる。


　ムイエットを空中で振ふって、それを馴な染じませる。


「……あ……」


　彼がムイエットを振ったせいで、空気の中に芳かんばしい香りがフワリと広がった。


　僕の心臓が、トクンと高鳴った。


「どうぞ。俺の、最新作です」


　剣次が、恭うやうやしい手つきで僕にムイエットを差し出す。


　僕はそれを受け取って、鼻から少し離はなした場所でゆっくりと振り、目を閉じる。


　最初に鼻に届いたのは、レモンとベルガモット。爽さわやかさと濃のう厚こうさの入り混じった、カクテルを思わせるような香り。出会い頭がしらで二度と忘れられなくなるような強い印象の香りだ。


　その次に届くのは、最初の衝しよう撃げきとはうらはらな優やさしい花の香り。多分、ジャスミン、ローズ、ミュゲあたりだろう。


　それらのベースになっているのが、深い森を思わせるグリーンとウッド系の香り。シダーウッド、ベチパー。


　そして最後、一番奥に隠かくされているのは、アンバー、ムスク、シベット。日ひ溜だまりの猫ねこを思い出すような、心温まる……しかしとてもセクシーな香りだ。


　……すごい……。


　僕は、鼓こ動どうが速くなってくるのを感じながら思う。


　……なんていい香り……。


　僕は調香師じゃないから、調合されている香油のすべてを正確に言い当てることはできない。だけど、この香水が僕が嗅ぎ取った物よりもずっとたくさんの種類の、最高級の香油だけを使い、それにもかかわらず、絶ぜつ妙みようなバランスを保っていることだけは解わかる。


　そして、なによりも……。


　僕はゆっくりと目を開け、とても心配そうにしている剣次の顔を真っ直ぐに見つめる。


「僕は調香のプロじゃないから、あまり難しいことは言えない。一言で言うね」


　言うと、剣次は覚悟を決めたような悲痛な顔でうなずく。


「僕は、この香りがすごく好きだよ」


　剣次は一いつ瞬しゆん何を言われたのか解らない、という顔で呆ぼう然ぜんとし……それから、


「ほ、本当に？」


　僕の顔を見つめたまま、かすれた声で呟つぶやく。


「うん、本当だよ」


　僕が答えてやると、彼のハンサムな顔に、とてつもなく嬉うれしそうな笑えみが浮うかぶ。


　垂れていた尻尾が上がり、勢いよく振られるところを想像して……僕は思わず微ほほ笑えんでしまう。


「う、嬉しいかも……どうしよう、俺……！」


　泣きそうな顔で振り返る剣次に、西園は肩かたをすくめてみせる。


「その勢いで、フラコンまで作ってもらえれば万ばん々ばん歳ざいだな」


　剣次は西園の言葉にハッとする。


「そうだ、あなたは俺の香こう水すいが好きだって言っただけで、フラコンを作ってくれるとはまだ言ってない」


　言って僕の顔を真っ直ぐに見つめる。


　……まだ荒あら削けずりなところはあるけれど、心を揺ゆらすとても素す晴ばらしい出来だ。


　目の前の美しい青年を見つめながら、僕は確信していた。


　……彼は、とんでもないダイヤの原石だ。


「俺の調香したこの香水のために、フラコンを作ってくれませんか？」


　懇こん願がんに近い彼の声。だけど僕は、申し訳ないと思いながらもかぶりを振る。


「ダメだよ。この香水のために、フラコンを作ることはできない」


「……え……？」


　その言葉に、彼は今すぐに死んでしまいそうなほどつらそうな顔をする。


「……そんな……っ！」


　剣次はうつむき、その大きな手で自分の頭を抱かかえ込む。


「……俺、ものすごいショックかもしれない……」


「僕は、この香水のためには作れないと言っただけだよ」


　僕が言うと、剣次はガバッと顔を上げる。


「それって……？」


「君が、これよりもさらに素晴らしい香水を作れたら、その香水のためのフラコンを作ることができるかもしれない」


「本当に？」


　僕の言葉に、彼の架か空くうの尻しつ尾ぽがまたブンブンと振られるのが見えた気がした。


　彼は目を煌きらめかせながら、


「そうしたら、あなたのために香水を調香する！　あなたのイメージで！」


「僕のイメージ？」


「うん！　実はもうイメージが浮かんでるんだ！　もっとアイディアを詰つめるためには、もっとあなたのことを知りたいけど……」


　僕は、このダイヤの原石のような彼が香水を作り上げる過程がどうしても見たくなる。


「それなら、僕の家に来る？」


　僕の言葉に、西園は驚おどろいた顔をする。


「こいつにはそこらのビジネスホテルに泊とまらせる。さすがにホテルで調香は無理だろうが、作業をする時だけ俺のアトリエを使えばいい。剣次もそれだけの覚悟で来たはずだ」


「覚悟はあるよ、あんまりお金はないんだけど……」


　剣次の言葉に僕は笑ってしまう。


「田舎いなかだから東京と違ちがって遊ぶところはないけれど。それでもよければ泊めてあげるよ。それともアトリエがないと作業できない？」


　僕の言葉に彼はかぶりを振る。


「香料はちゃんと一式持ってきているし、どこでも作業できるよ。ジョルジョさえ匂においを気にしなければ」


「いきなり呼び捨てか？　図ずう々ずうしいぞ」


　西園に頭を小こ突づかれて、剣次は、


「だって、一ひと目め惚ぼれした相手だし。……俺のことも剣次って呼び捨てにして欲しいし」


「わかった、ケンジって呼ぶよ」


　僕が言うと、剣次は子供のような顔で微笑む。


「うちには手の掛かかる時期の小さな子がいるし、田舎で土地が広いから男手はいつも不足してる。調香だけじゃなくて、子供の世話と、屋外の仕事も手伝ってもらわなきゃならない。……それでもいい？」


「俺、五人兄弟の次男で、歳としの離れた弟が三人もいるんです！　子こ守もりには慣れてるし、もちろん子供は大好きだし！」


　逞たくましい腕うでを曲げて、力ちから瘤こぶを作るポーズを取って、


「それに、俺、粗そ野やな分、めちゃくちゃ力あるから！　あと料理と洗せん濯たくも結構得意だよ？　母さんの手伝いを否いや応おうなしにさせられてたしね！」


　彼の天てん真しん爛らん漫まんな様子から、彼のご家族の幸せそうな様子が目に浮かぶみたい。


　家族という物にとても憧あこがれを抱いだいている僕には、それはとても眩まばゆい光景。


　彼の無む邪じや気きな言葉たちは、なんだか僕の心をあたためてくれるみたいだ。


「子供の声が、電話の向こうから聞こえたよ。なんて名前？　男の子？　女の子？」


「ルーカ。男の子。君と電話をしている時、君の言葉を隣となりで聞いていた。君のことを気に入ったみたいで、実は家に呼んでもいいと許可をもらってる」


「本当に？　そんなことを言うなんて、ルーカ、ナイス！」


　僕は彼の様子に笑ってしまいながら、とても不思議に感じていた。


　……ああ、どうして彼を家に連れていく気になんかなったんだろう？




麻生剣次







　車は、美しい森を縫ぬって走り、木々に囲まれた小道に入る。


　俺は、開いた窓から流れ込んでくる自然の香かおりを、うっとりと胸に吸い込む。


「……ああ、いい香りだね」


　清すが々すがしい杉すぎの樹皮、ジンに似た松葉、ツンと刺し激げきのある山やま百合ゆり、道ばたに咲さいている小さな野バラ、そして甘くて湿しめった腐ふ葉よう土どの香り。


「……ずっと都会にいたから、森の香りを嗅かぐなんて本当に久しぶりだ。うっとりする」


　俺が言うと、彼は運転しながら頰ほおに笑みを浮かべる。


「本当にいい香りだよね。僕もこの森の香りが大好きなんだ」


「本当ですか？　気が合う！　やっぱりあなたは俺の運命の……」


　言いかけた時、小道の先の方に誰だれかが立っているのが見えた。


　大人が二人、小さな子供、それに大きなゴールデンレトリバー。


「お帰りなさーいっ！」


　子供が叫さけんで、手を振ふりながら小道を駆かけてくる。


　大きなレトリバーが、まるで護衛するように彼の後を追ってくる。


　ジョルジョは、ゆっくりと車を停とめる。


「あ、あの子がルーカだね？」


　俺は身を乗り出し、森に住む小動物のような勢いで走ってくる金きん髪ぱつの子供を見つめる。


「あれ、ご両親と歳の離はなれた弟さんだよね？　ご家族で一いつ緒しよに住んで……」


　俺は言いかけて、ふと不自然なことに気づく。


　髪かみの色は黒だけど、ジョルジョの瞳ひとみは綺き麗れいなサファイヤブルー。そして走ってくる子供は金髪に、ジョルジョと同じサファイヤの瞳。二人とも、どう見ても外国人だ。


　だけど俺がご両親かと思ったご夫ふう婦ふは、どう見ても純じゆん粋すいな日本人で……。


「彼らはお隣のご夫婦。八や木ぎさんっていうんだ。そしてあの子は……」


「パパー！」


　子供の口から出たその言葉に、俺は愕がく然ぜんとする。


「パパ？　まさか……」


　彼はその横顔に愛いとおしげな笑えみを浮うかべて、子供を見つめる。


「彼はルーカ。僕の息むす子こだよ」


　言ってキーを回し、エンジンを切る。


　……こんなに若くて、儚はかなげな美人の彼に、まさか子供がいるなんて……。


　俺は愕然としてしまいながら思う。


　……ってことは、どっかにジョルジョの奥さんがいるってこと……？


　……そしてその人と抱だき合ったりしたことがあるってこと……？


　いけないと思いつつ、俺はどこかの女性を抱きしめているジョルジョを想像し……。


　……っていうか、ジョルジョ以上に綺麗な女性なんて、想像できない！


　ジョルジョがドアを開けて、車から降りる。


　俺も慌あわてて降り、車を回り込んで、彼の脇わきに立つ。


「こ、子供がいるってことは……奥さんもいるってことだよね……？」


　俺がかすれた声で言うと、ジョルジョはかぶりを振って、


「僕に結けつ婚こん歴はない。ルーカは姉の子供。姉が亡なくなったので僕が引き取ったんだよ。……まだ書類が揃そろわなくて、正式に養子にはできていないんだけど」


　彼の言葉の最後の方がつらそうに低くなる。俺は慌てて、


「ごめんなさい、俺、立ち入ったこと聞いたよね。ルーカはそれを……？」


　ジョルジョは寂さびしげな笑みを頰に貼はり付かせたままで言う。


「引き取ったのは一年前だから、もちろんルーカは僕が本当の父親じゃないことを知ってる。ただ……ルーカの前ではその話はしないでね」


「わ、解わかった！　約束するよ！」


　俺が言うと、彼はうなずいて、小さな声で呟つぶやく。


「……早く、自分の本当の息子ですって胸を張って言えるようになればいいのに……」


　その声がなんだかすごく悲しげに聞こえて、俺の心臓がドキリと跳はね上がる。


　……世界的に有名なガラスデザイナーで、大きな仕事をたくさんして、あんなに素す晴ばらしいガラス作品を次々に生み出して……。


　……だからきっと順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな生活を送ってるんだろうって勝手に想像してた。


　……でも……？


「パパー！」


　金髪のその子が、息を切らしながら俺たちの脇まで走ってくる。


「ワフワフ！」


　フサフサの毛のゴールデンレトリバーが、ブンブン尻しつ尾ぽを振りながら嬉うれしそうに吠ほえる。


「これがケンジだね？　やっぱり一緒に来たんだ！」


　ルーカは、小さいのに驚おどろくほど綺麗な発音の日本語で言って、俺を見上げてくる。俺はしゃがみ込んで、


「おまえがルーカ？　こっちは？」


　レトリバーを指さしてやると、ルーカは嬉しそうに、


「ラルフ！」


「こんちは、ルーカ、ラルフ！」


　両手でそれぞれの頭をくしゃくしゃにかき混ぜてやると、ルーカは楽しそうに笑い、ラルフはブンブンと尻尾を振った。


「こんにちは、ケンジ！」


「ワフワフ！」


「ラルフもこんにちは、だって！」


「よしよし、礼れい儀ぎ正しいぞ」


　また両手で両方の頭を撫なでてやると、ルーカは楽しそうに笑って言う。


「ねえ、立ってみて！　さっき立ってた時、すっごく大きかった！」


　俺が立ち上がると、ルーカはジョルジョと俺を見比べて、


「へえ、パパーよりも高い。タカーキくらい高いんだ」


「おまえもそのうち、このくらいデカくなるかもしれないぞ？」


　俺は言って、ルーカの身体からだを両手で抱き上げる。


　驚くほど軽い彼の身体の下をくぐるようにして、そのまま肩かた車ぐるましてやる。


　細っこい脚あしを両手でしっかり摑つかんで、彼が落ちないようにしてやる。


「うわああっ！」


　俺の肩の上に座ったルーカが、とても嬉しそうな声を上げる。


「すっごく高い！　こんな高い枝にも手が届くよ！」


「まあまあ、大きなお兄さんだこと」


「いいな、ルーカ。肩車なんかしてもらって」


　近づいてきた夫婦が、はしゃいでいるルーカを見上げて目を細めている。


　近づいてみると彼らは七十代くらい。穏おん和わそうで品のいい老夫婦だった。


「八木さん、彼はケンジくん。よく遊びに来ているタカアキの弟のような子で、調ちよう香こうの勉強をしています。訳あって、しばらくうちで預かることになりました」


「まあまあ、よろしくね」


「まだ学生さんかい？　若そうだけれど」


「あ、十九歳です。でも中学出たらすぐにフィレンツェの調香工こう房ぼうに修しゆ業ぎように出て……今は一応、調香師として働いてます」


「まあ、若いのに立派ねえ」


「将来有望だね」


　二人は優やさしく言ってくれて、俺はちょっとホッとする。


　……だって、中学しか出ていない俺は、プライドの高い人間の多い化け粧しよう品ひん業界では、学歴がないことで蔑さげすまれたりすることも多くて。


　思い出すだけで……女め々めしいとは思いながらも、心が痛む。


　俺や西園が育ったグラースは、調香師のメッカと呼ばれる香水の本場だ。


　だから物心付いた時から西園に連れられて工房に出入りしていたし、小学生の頃ころにはもう調香の真似まね事ごとをして遊んでいた。


　だから中学を出た時には、すでに俺はそこらの新米調香師よりもよっぽど実力があったと思う。フィレンツェの工房でも、兄あに弟で子したちに並ぶくらいだと師し匠しように褒ほめられていたし。


　……だけど。


　工房でのんびりと修業を積むのはとても楽しかった。でも俺はもっともっと上を目指したくなった。


　野心に燃えた俺は、単身ミラノに出て、大きな工房を持つ化粧品会社を次々に訪ね歩いた。だけど学歴がないことでほとんどすべての会社で玉ぎよく砕さいし、そして……。


「ケンジ！　お家うちまでこのまま歩いてよ！　高くて楽しい！」


　ルーカの声に、俺はハッと我に返る。


「家はどっち？　真っ直すぐ？」


「うん、この道を真っ直ぐ！」


「よし！　それじゃあ家までこのまま走って行くぞ！」


「わーい！　おいで、ラルフ！」


「ワフワフ！」


　ルーカを肩車して走り出した俺を、ラルフが追いかけてくる。


「ケンジ、転ばないように気を付けて！」


　ジョルジョの声が追ってくる。俺は声を張り上げて、


「大だい丈じよう夫ぶ！」


　答えて、また走り出す。


「あははは、高くてすっごく楽しい！」


　はしゃぐルーカを肩車しながら俺は走り……ふいに視界が開けたことに驚いてしまう。


「うわ、すご……」


　林を抜ぬけたところは広い芝しば生ふの庭だった。


　その向こうには、赤い屋根と広いベランダを持つ、可愛かわいらしい白い家。平屋建てだが、かなり広そうだ。そして……。


「バラの香かおりがする」


　俺が言うと、ルーカは家の脇わきに続く道を指さす。大きなオリーブの木が茂しげって、まるで緑の回かい廊ろうみたいになっている場所だ。


「中庭にパパーが可愛がってるバラがたくさんあるんだ。見たい？」


「勝手に入って見ても怒おこられないかな？　可愛がってるバラなんだろう？」


「大丈夫。パパーはケンジのことすごく気に入ってるしね」


「……えっ？」


　俺の心臓が、ドキリと跳ね上がる。


「どうして解わかるんだ、ルーカ？」


　小道に入りながら思わず聞いてしまうと、ルーカは可笑おかしそうに、


「ナイショ」


「なんでナイショなんだよ？　言ってみろ！」


　彼の膝ひざの辺りをくすぐってやると、ルーカはクスクス笑って、


「だって、ケンジといる時のパパーはとっても楽しそうに笑ってたし。……パパーはあんまりああいうふうには笑わないんだよ」


　ルーカの声がふいに寂さびしそうになり、俺はドキリとする。


　ルーカは手を伸のばして、頭の上にあるオリーブの枝から、オリーブの葉を千切る。


　緑の香りが、フワ、と俺の鼻に届く。


「僕のマンマが死んじゃってから、パパーは笑わなくなった。パードレと二人の時はますます笑わなかった」


　ルーカは手の中でオリーブの葉を小さく千切り、それをハラハラと落とした。


「僕、早くケンジくらい大きくなりたいな。それでパパーを悪い人から守るんだ」


　小さい声で言われたその言葉に、俺は思わず眉まゆをひそめる。


　……マンマっていうのは、ルーカのお母さんだろうから、ジョルジョの姉に当たる人なんだろう。


　……パードレっていうのはイタリア語で父親のこと。だけど、パパーに比べて堅かた苦くるしい感じで使う言葉だ。『お父様』みたいな。


　……お母さんがマンマなのに、お父さんはパードレなのか……？


　俺は、ジョルジョのさっきの苦しげな顔を思い出す。


　……甥おいであるルーカをジョルジョが引き取り、さらに自分の養子にまでしようとしているのは、ルーカと父親との間に何か問題があるから？


　俺は考え込みながらカーブしたゆっくりと小道を歩き……そしてフワ、と強くなったバラの香りに驚おどろいて顔を上げる。


「え？　うわ……」


　そこは、芝生の庭から見えた母おも屋やの裏側だった。広い中庭を隔へだてて、平行になるようにもう一いつ軒けんの家が建っている。さらに向こう側に煉れん瓦が造りの小屋があり、大きな煙えん突とつがそこから突つき出ている。きっとそこは、高温窯がまのあるジョルジョのガラス工房なんだろう。


　そして。


　広い中庭には、一面のバラが咲さき誇ほこっていた。


　クリーム色、黄色、熟す前のモモのような色、薄うすいライラック。


　香りのいいオールドローズばかりを集めた、見事なバラ園だった。


「すっごい……よくこんなに綺き麗れいに咲かせられるなぁ。プロ並みだ」


「ケンジはバラが好き？」


　ルーカの問いに、俺は大きくうなずいてみせる。


「俺は、タカアキと一いつ緒しよに、南フランスのグラースっていう場所で育ったんだ。そこは香水の原料を作るためのバラが、本当に一面に咲いていて……」


　俺は、咲き誇るバラの香りを胸に吸い込む。


「……この香り。まるでグラースにいるみたいだよ」


　同じバラでも、種類によって、それぞれ香りが違ちがう。


　果くだ物ものの杏あんずやピーチに近いもの、パウダリーなもの、お菓か子しのように甘いもの……。


　俺は目を閉じて、その香りを一つ一つ分ぶん析せきする。


「……シャリファ・アスマ、メイヤー・オブ・キャスターブリッジ、スウィート・ジュリエット、モーティマー・サックラー、チャールズ・レニー・マッキントッシュ、パット・オースチン、ライラック・ローズ……」


　俺はもう一度大きく香りを吸い込み、最後の一種類を嗅かぎ分ける。


「……ハッピー・チャイルド」


「正解」


　後ろから言われて、俺は驚いて振ふり返る。


「君は本当に天才かも知れないね」


　そこには、微ほほ笑えみを浮うかべたジョルジョが立っていた。


　俺は照れそうになり……そして彼の手に俺のボストンバッグと工具箱があることに気づく。


「うわ、ごめんなさい！　俺、すっかりはしゃいじゃって！」


　俺は言って身を屈かがめ、ルーカをそっと地面に下ろす。


「めちゃくちゃ重かったでしょう！　香こう油ゆや香水のサンプルが山ほど入ってるのに！」


　手を伸ばして、ジョルジョの手から慌あわてて荷物を受け取る。


　さまざまな液体や、それを入れた瓶びんがたくさん入っているから……力のある俺が持っても、やたら重たい。


「こんなめちゃくちゃ重い荷物、よく持てましたね。その細ほそ腕うでで」


　俺が思わず言うと、彼は複雑な顔で笑って、


「細くて頼たよりないかも知れないけど、一応僕は男だし。それに重い吹ふき棒やガラスを扱あつかってるから、こう見えても力は結構あるんだよ」


「あ、細いって言ったのは、綺麗だって意味で！　頼りないって意味じゃなくて！」


　焦あせる俺に、彼は今度は優やさしく微笑む。


「解ってるよ。ごめん、絡からんだりして。僕、自分の女顔と細い身体からだにちょっとコンプレックス持ってるから」


「コンプレックス？　そんなに綺麗なのに？」


「綺麗なんかじゃないよ。それにもしも僕がこんなふうでなければ……」


　ジョルジョはなぜか苦しげな顔で言い、ふいに言葉を切る。


　それから何かを吹っ切るように無理やり笑って、


「ごめん、なんでもない。……よかったら、あの離はなれを自由に使って」


　彼が指さしたのは、母屋と平行に建っている建物だった。


　木材をふんだんに使った、可愛いログハウス風の建築。


　玄げん関かんのポーチはそのままベランダにつながっていて、そこには座り心ごこ地ちのよさそうなアウトドア用のイスがあった。


　中に入ると、広々とした居心地のよさそうな居間と、二つのベッドルーム、それに調香をするのにちょうど良さそうな小さな書しよ斎さいがあった。


　しっかりした木材の床ゆかと、居間に切られた石造りの暖だん炉ろ。上等のチークウッドで作られたドイツ風の家具が並んでいて、イメージは素そ朴ぼくだけどかなり贅ぜい沢たくなものであることが解る。


「ここってお客さん専用の離れとして建てたんですか？　家具も内装も豪ごう華かだなあ」


「ドイツ人の建築家夫ふう婦ふが建てた家なんだ。引退してドイツに帰国するからって家具ごと譲ゆずってもらえたんだよ。ここは確かに客間として使っていたらしい。社交的な夫婦でね」


「へえ～、あなたも、お客さんを、しょっちゅう呼んでるんですか？　俺がしばらく占せん領りようすることになるけど、大だい丈じよう夫ぶなのかな？」


　俺は言ってしまい……それからギクリとする。


　……じゃなくて、もしかして、彼にはもう恋こい人びとがいて……？


　……ルーカが眠ねむった後、ここで密会してたりして……？


「この家に遊びに来るのは、近所の人を除けばタカアキとリョウスケくんくらい。二人はたいてい夜には都内に戻もどるし……そういえば、泊とまりのお客さんが来るのは初めてだな」


　彼は、あっさりした声で俺の心配を否定してくれる。


　……そうなんだ……。


　俺はその言葉に、不思議なほどホッとする。


　……泊まりは俺が初めてだなんて……ちょっと光栄かも……。


　なんだか特別扱いしてもらっているような気がして、俺の胸が熱くなる。


「ほとんど使っていないんだけど……作業が煮に詰つまった時とか、一人で籠こもったりしてた。だから掃そう除じはとりあえずちゃんとしてあるから、安心して」


　その言葉に、俺は思わずドキリとする。


　……彼の残り香がとかあったら、どうしよう……？


「ソウサクカツドウのためだよ！　パパーはゲイジュツカだからね！」


　俺の手をしっかり握にぎって離さないルーカが、得意げな声で言う。俺は、


「ルーカ、めちゃくちゃ難しい言葉を知ってるんだな」


「うん。だって僕、ゲージュツカの息むす子こだもん！」


「だよなあ。天才芸術家で、しかもこんな美人のお父さんがいて、ホントうらやましいよ。っていうか、うらやましいを通り越こしてすでに憎にくたらしいぞ！」


　俺は言って、ルーカの猫ねこの毛みたいに柔やわらかい金色の髪かみをかき混ぜる。


「うわあ、やめろよお！」


　笑いながら言うルーカの髪を、さらにクシャクシャにしてやりながら、


「やめない！　だって二人でお風ふ呂ろに入ったり、一緒のベッドに寝ねたりしてるんだろ？」


「もちろん！」


「うわあ、やっぱり憎たらしいぞ！」


　ジョルジョが、俺とルーカを見て可笑おかしそうに笑いながら、


「二人とも子供みたい」


「うっ」


　思わず姿勢を正してしまう俺を見て、ルーカが楽しそうに笑う。


「やーい、子供って言われた！」


「うるさいぞ、ルーカだって子供だろ？」


「ケンジほど子供じゃないもーん！」


　思わずジャレ合ってしまう俺たちを見て、ジョルジョがまた笑う。


「ともかく。君とルーカが仲良くなってくれてよかった」


　その言葉に俺はハッとして、


「あ、うん！　もうめちゃくちゃ仲良しだし！」


　俺はルーカを摑つかまえ、その小さな身体をギュウギュウ抱だきしめてみせる。


「だから、ここに置いてもらえるよね？」


「うん。その代わり、素す晴ばらしい香水を作ってもらえると嬉うれしい」


　彼の綺き麗れいな顔に、一いつ瞬しゆんだけ、とても厳しい表情が浮かぶ。


「この僕がフラコンを作るのに相応ふさわしいような」


　彼のその表情は、ストイックで誇ほこり高い、一流の職人の物で。


　俺は、心臓が、ドクン、と跳はね上がるのを感じる。


　……そうだ、俺は彼に相応しい香水を作るためにここに来たんだ……。


「わかってる。あなたが驚おどろくようなすごい香水を作るから」


　俺が言うと、彼は俺の目を真っ直すぐに見つめたままでうなずく。


「うにゃ～、ギュウギュウするなっ！　ケンジのバカ力！」


　ルーカが仔こ猫ねこのように暴れて、俺の腕の中から逃のがれる。


「冷たいなあ、ルーカ、俺たちもう友達だろっ？」


　俺が言うと、ルーカはツンと横を向いて、


「さあね。……今から野球教えてくれたら友達になってやってもいいけど？」


「ルーカ」


　ジョルジョは優しい顔をしてルーカの髪を撫なでて、


「ケンジはずっと車に揺ゆられていて疲つかれてる。ちょっと休ませてあげなきゃ。荷ほどきもあるだろうし。……ケンジ、こっちの離れにはトイレもお風呂もあるから。自由に使ってね」


「え？　こっちにもお風呂があるのかぁ……」


　思わず言ってしまう俺の声は、あからさまに落らく胆たんしている。


「うん？　好きな時間にゆっくり入れた方がいいでしょう？」


「え？　あ、いや、そうだけど……」


　不思議そうに言われて、俺は慌てて、


「そのお……ルーカと一いつ緒しよに入りたかったなあって……」


　……本当は、湯上がりのジョルジョを見たかったな、なんて……。


「僕も一緒に入りたーいっ！」


　ルーカが無む邪じや気きにはしゃぎ始める。俺の下心を知らないジョルジョは、


「もちろんいつでも母おも屋やのお風呂に入りに来てくれていいけど、今日はこっちでゆっくり入ったら？……あ、お風呂が好きなら、今度、この近くの温泉に連れていってあげるよ」


「温泉？」


　俺は思わず身を乗り出してしまう。ジョルジョはうなずいて、


「うん。日帰り入浴できるし。みんなで入ろう」


　にっこりと微ほほ笑えまれて、俺はあまりの幸せに気絶しそうだ。


　……みんなで……。


　……ってことは、ジョルジョとも……？


　……俺、鼻血を噴ふいたりしないだろうか……？


　……でも、絶対行きたいかも……。


「う、うん。ええと、ぜひ」


　ジョルジョはうなずき、


「そうだ。チキンは平気？　今夜は地じ鶏どりのローストチキンにしようと思っているんだけど」


　ジョルジョの言葉に、俺は勢いよく何度もうなずく。


「チキンは大好きだよ！　それにあなたの手料理なら、どんなものでも頑がん張ばって食べる！」


　ジョルジョはその綺麗な顔に可笑しそうな笑えみを浮うかべて、


「もしかして、好き嫌きらい、激しいほう？」


「ええと～……」


「言ってみて」


「人にん参じん、ピーマン、セロリ、椎しい茸たけ、刺さし身み、納なつ豆とう、海苔のり……」


　俺が指を折りながら言うと、ルーカが可笑しそうに笑いながら言う。


「ケンジ、僕よりも好き嫌いが多いよ！　子供みたい！」


「なんだよ、ルーカ！　おまえだって嫌いな物あるだろう？」


　ついついムキになってしまいながら言うと、ルーカは胸を張って、


「嫌いな物はあったけど、コクフクしたもんね！」


「なんだと？」


「僕、ずっと人参とセロリとタマネギが嫌いだった。だって、シェフもメイドも意地悪で、わざと僕の嫌いな物をたくさんお皿に入れるんだもん。……だけどパパーと一緒に暮らし始めてから直ったんだ！　だってパパーは優やさしいし、とってもお料理が上手なんだもん！」


　ルーカの言ったその言葉が、俺の心に引っかかる。


　……意地悪なシェフやメイド？　ルーカはここに来る前はいったいどういう暮らしを……？


　俺はジョルジョを思わず見て……そしてルーカを見つめている彼の瞳ひとみの中につらそうな光があることに気づく。


　俺の心が、ズキリと痛む。


「ジョルジョはそんなにお料理上手なんだ？　夕食、すっごく楽しみだなあ！」


　俺が慌あわてて明るい声を上げると、ジョルジョはハッとしたように俺を振ふり返る。


「あ……ああ、うん。期待を裏切らないように頑張るね」


　まだつらそうな顔をしたまま、唇くちびるに笑みを浮かべてみせる。


「夕食は七時でいいかな？　それまでお風呂にでも入ってゆっくりしていて」


「じゃあね、ケンジ！」


　ジョルジョとルーカは、仲良く手を繫つないで離はなれから出ていく。


　俺は、中庭を横切っていく二人の後ろ姿を見送る。


　はしゃいでいるルーカと、彼を愛いとおしげに見下ろしているジョルジョを見て、俺の心が、ズキリと痛んだ。


　……ごめん。


　……俺、ジョルジョとルーカに隠かくしていることがある。


　……俺は、本当は……。


　プルルル！


　ボストンバッグの中で、携けい帯たい電話の着信音が鳴る。


　俺はギクリとしてソファの上に置いてあるボストンバッグを振り返る。


　イタリアで俺が使っているのは、もちろん国際電話用じゃない安い携帯電話。


　この着信音は、あの男から渡わたされた、国際電話用の携帯電話で……。


　……あの男に、正直に言うべきなんだろうか……？


　俺はボストンバッグを見下ろしたままで考える。


　……ジョルジョ・ダニエリの居場所が解わかりました、今、一緒にいますって。


　……だけど、なんだか……。


　俺は迷いながら通話スイッチをオンにする。


「……はい」


『やあ、ケンジ』


　聞こえてきたのは、男っぽい低い声。


　彼は、サルヴァトーレ・ロッスィ。二十九歳。世界的にも有名なイタリアの大だい富ふ豪ごう、ロッスィ一族の当主。そして俺が勤めている『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』の現社長。


　そう……俺が西園とジョルジョに言ったプロフィールには、噓うそがある。


　俺が今もフィレンツェの小さな工こう房ぼうに勤めているというのは噓。


　俺は今、ミラノにある一流香こう水すい店てん『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』の調香工房で試用期間中の身なんだ。


　中学校しか出ていない、しかもまだ未成年の駆かけ出し調香師の俺を、ミラノにある大だい企き業ぎようはどこも冷れい遇ぐうした。


　俺の作った香水を試ためしに嗅かいでくれた会社なんか一つもなく、たいがい書類だけで落とされた。面接まで受けさせてくれたのは……ほんの数社。


『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』は、面接まで行けた数少ない会社の一つだった。


　面接を引き延ばしてサンプルの香水を試してもらうため、俺はなんとか自己アピールをしなくちゃ、と必死だった。


　そして自分が調香師のメッカ、グラースで育ったことを話し、さらに今では世界的に有名になった伝説の調香師『タカアキ・ニシゾノ』とはとても親しいんだ、とまで言ってしまった。


　俺はただの自じ慢まんのつもりでその言葉を口にしてしまったんだけど……それを聞いた途と端たんに、面接をしてくれていた調香室のチーフの顔色が変わった。


　彼は秘書を呼んで、深刻な顔で何かを耳打ちした。秘書はそれを聞いて、部屋を飛び出していった。そして十分ほどして入ってきた人の顔を見て、俺は驚おどろいてしまった。『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』の社長、サルヴァトーレ・ロッスィ氏だったんだ。





　　　　＊





「……あっ！」


　入ってきた人の顔を見て、俺は思わず席を立ってしまった。


「あなたは……」


　彼の顔は、調香の専門雑誌だけでなく、有名な経済誌でも見ることができた。


　彼は『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』の社長であり、イタリアでも有数の富豪・ロッスィ一族の当主、サルヴァトーレ・ロッスィ氏だった。


「ああ、わざわざ立っていただくことはないよ、ミスター……」


　彼は言いながら、面接テーブルの上に置いてあった俺の履り歴れき書しよを持ち上げる。


「……ミスター・アソウ」


　彼は舞ぶ台たい俳優のようなよく響ひびく声で言い、白い歯を見せてにっこりと笑う。


　いかにも高価そうなダークスーツ、皺しわ一つないワイシャツ、趣しゆ味みのいいネクタイ。


　金色の髪かみ、薄うすい灰色の瞳。


　陽ひに灼やけた頰ほおと、いかにも北イタリアの貴族、というイメージの端たん麗れいな顔立ち。


　歳としは二十代後半から三十代前半、まるでモデルみたいなハンサムだけど、その灰色の瞳の中にある猛もう禽きん類のような鋭するどい光は、さすが敏びん腕わん社長、というイメージがある。


「ロベルト」


　彼は視線を俺に固定したまま、ふいに言う。面接をしていた調香室のチーフが、ギクリと身を震ふるわせる。


「はい、なんでしょうか、社長」


「事情は解るだろう？　席を外してくれないか？」


　俺に対する丁てい寧ねいな口調とはちょっと違ちがう、どこか傲ごう慢まんさが感じられる口調。


「はい、失礼いたしました！」


　調香室のチーフは、慌てたように面接室から出ていった。


「さて、面接の続きは私がしよう。……さっきあの面接官から聞いたのだが……」


　彼は俺の心を見み透すかそうとするかのように、その灰色の目で俺を見つめてくる。


「……君はあのタカアキ・ニシゾノと親しいらしいじゃないか」


「え？」


「それともそれは、ただ面接官の注意を引くための作り話かな？」


「違います！」


　俺は相手が誰だれなのかも忘れて、思わず叫さけんでしまう。


「俺と孝明は、本当に兄弟のようにして育ったんです！」


「じゃあ、当然、今彼がどこに住んでいるかも知っている？」


「そりゃあ知ってますよ！」


「彼はどこにいるんだろう？　数年前に、彼は我が社の香水を調香してくれた。だが、その後引っ越こしてしまい、連れん絡らくがつかなくなったんだ。……彼はどこにいる？　ミラノ？　フィレンツェ？　それともパリ？」


「どれも違います。孝明は東京に……」


　俺は言いかけて、ハッと口をつぐむ。


　……何言ってるんだ、俺？


　……孝明から、自分のプライベートな情報を香水業界の人間に漏もらさないでくれ、と頼たのまれていたじゃないか！


「すみません。これ以上は、彼のプライバシーなので」


　俺が言うと、彼は一いつ瞬しゆんその瞳ひとみをギラリと光らせる。


　やばい、怒おこらせた？　と思うけれど、彼はその光を一瞬で消し、さっきまでと同じ愛あい想そのいい様子で言う。


「今は、君が彼の居場所を知っていると解っただけでいい」


　その言葉が、俺の心に妙みように引っかかる。


「あの……違ってたらすみません」


　いけないいけないと思いつつ、俺はどうしても我が慢まんできなくなって、言ってしまう。


「もしかして、タカアキ・ニシゾノに調香を依い頼らいしたいから連絡先を教えろ、とかそういうことですか？　教えるのなら採用してやってもいい、とか？」


　これはかなり失礼な物言いだったから、いきなり怒られても仕方がなかったけれど……彼は驚いたように片方の眉まゆを吊つり上げ……それからふいに策士の笑えみを浮うかべる。


「君は調香の才能があるだけでなく、なかなか頭のいい子のようだ」


　……え？


　……アタリだったのか？


　違う、という答えを期待していた俺は、あっさり肯こう定ていされたことにショックを受ける。


「ああ、そんな顔をしないでくれ。私が知りたいのは、別のことなんだ」


「別のこと？」


「気にしなくていい。……さて、君が調香した香水のサンプルを嗅がせてもらえないか？」


　その言葉に、俺は慌あわてて鞄かばんの中から小こ瓶びんを取り出す。ムイエットも取り出して、それに一ひと滴しずく垂らし、ムイエットを振ふって香かおりを散らす。


「どうぞ」


　俺が差し出したムイエットを、彼は受け取り、鼻のすぐ近くまで持っていく。


　……うわ、あんなに近くで香水を嗅いだら、くしゃみが出るぞ。


　俺は思うけれど、彼は平然とした顔で香りを嗅いで、


「うん。いい香りだな。君には才能があるかも知れない」


　言って、俺に笑いかける。


「合格だ。週明けから、君は我が社の調香室に配属ということになる。最初は試用社員から始めてもらうことになるけれどね」


　あまりにもあっさり言われたその言葉に俺は呆ぼう然ぜんとし……それから西園の名前を出してから様子がおかしくなったことに気づく。


　……合格って言われたんだからいいじゃないか！


　……でも、何かが気になる……。


「まあ、まだ若い君を正式に採用するためには、少々条件があるんだが」


「……はい……」


　俺はその言葉にギクリとする。


　……彼はいったい俺に何をさせたいんだろう？


「私がずっと捜さがしている人の行ゆく方えを、タカアキ・ニシゾノから聞き出して欲しい」


「えっ？」


　俺はその言葉に本気で驚く。


「それって、まるでスパイみたいな……」


　俺の言葉を彼は片手を上げて遮さえぎる。


「別に汚きたないことをしようとしているわけではないから安心しなさい。タカアキ・ニシゾノは、私の義理の弟と親しかったんだ。私は自分の義おと弟うとの行方が知りたいだけだ」


「行方が……解わからないんですか？」


　彼はふいに手を上げて、顔を覆おおう。深いため息をついて、


「彼が家出をしてから、もうすぐ一年になる。私は……心配でたまらないんだよ」


　顔を覆った手の向こうから聞こえたのは、涙なみだをこらえているようなつらそうな声。


　俺の心が、ズキリと痛んだ。


　グラースにいる両親と、父と同じ工こう房ぼうで調ちよう香こう師しをしている兄、それにまだ呑のん気きに学生をやっている若い弟たちの姿が脳のう裏りをよぎる。


　……義理とはいえ、家族の誰かがいなくなったら……。


　そんなことを想像するだけで、顔から血の気が引く。


　……それは、めちゃくちゃに心配するに違いない。


「……家出……それはご心配ですね」


「ああ。とても心配だよ」


　彼のとても悲しげな声に、俺の心がズキリと痛む。


「私の義理の弟の名前は、ジョルジョ・ダニエリという」


　その言葉に、俺はとても驚おどろいてしまう。


「ジョルジョ・ダニエリ？　まさか、あの……」


「ガラスデザイナーだ。我が『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』の本店の内装も手がけてくれた、あの」


「……あのジョルジョ・ダニエリが、あなたの、義理の弟さん？……もう高こう齢れいの、お爺じいさんなんだと思っていました」


「ああ、そういう噂うわさもあるけれどね。私よりも三つ年下の、とんでもない美青年だよ」


「そう……なんですか……」


　あんなに美しいガラス作品を作ってるのが美青年だなんて、なぜかちょっとドキドキする。


　……って、そんな場合じゃなくて！


「でも……あなたの弟さんの居所を孝明が知ってるかどうかは、保証できませんけど……」


「タカアキ・ニシゾノは、最近も個人的にジョルジョにフラコンを依頼している。彼がジョルジョの行方を知らないわけがない」


「だとしても、孝明は友人の住所を教えてはくれないかもしれません。その時は……？」


「もちろん、そんな時も君の採用を取り消したりはしないから安心しなさい。ただ……」


　彼は目を伏ふせ、沈ちん痛つうなため息をつく。


「……逃にげれば逃げるほど、ジョルジョの立場は悪くなるんだ。一刻も早く、義理の弟の窮きゆう地ちを救ってやりたい。そのことを解ってくれると嬉うれしいよ」


　俺の脳裏を、グラースにいる無む邪じや気きな弟たちの顔がまたよぎる。


　……もしも彼らに何かあったら、俺だって死ぬほど心配だ。


　俺の心が、またズキズキと痛んだ。


　……こんなに心配そうな社長の頼みを、断ることなんかできないよなあ……。
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『ケンジ？』


　受話器の向こうから聞こえてきたロッスィ社長の声に、俺はハッと我に返る。


『ミスター・ニシゾノから、ジョルジョの居場所を聞き出すことはできたかな？』


「……ええと……」


　入社して一カ月。社長にせっつかれて俺は西園に何度も連絡を取っていた。


　だけど、電話や手紙でジョルジョ・ダニエリの行方を聞き出せるとは、どうしても思えなくて。とても察しのいい西園に、半はん端ぱな噓うそが通用するわけがないし。


　だから社長に頼み込んで、俺は休きゆう暇かをもらった。


　日本に来て、西園から直接、彼の行方を聞くために。


　社長はあっさりと休暇を許可してくれた。その間の給料もきちんと払はらってくれると約束までしてくれた。


　……まさかこんなにあっさりと、ジョルジョに繫つながっちゃうなんて。


　……しかも、彼の家にまで招いてもらえちゃうなんて。


　俺は、彼が用意してくれた居い心ごこ地ちのよい離はなれの中を見み渡わたす。


　……もしも、ここの住所を教えてしまえば、社長に頼たのまれた仕事は終わる。


　……そしてさっさとミラノに帰って『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』の工房で働くことができる。


　……なによりも、ジョルジョをこんなに心配している社長は、彼がイタリアに戻もどったら、とても喜ぶはずだ。


　……だけど……。


「すみません、まだジョルジョさんの住所は聞き出せていないんです」


　俺が言うと、電話の向こうであからさまなため息が聞こえた。


『そうか。それは残念だ。だが、ミスター・ニシゾノは絶対にジョルジョの行方を知っているはずなんだ』


「あの。一つお聞きしたいことが……」


　……ジョルジョはルーカのことを『亡なくなった姉の子供』って言った。


　……たくさんお姉さんがいるんだとしたら、別のお姉さんの子供かも知れないけど……。


『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』に入社したばかりの頃ころ、ロッスィ社長の奥さんは社長と小さな子供を遺のこして亡くなったんだ、と聞いたことがある。


　……だとしたら、やっぱり、ルーカは……？


『なんだね？　義弟を捜すためならなんでも教えるよ』


「孝明から妙みようなことを聞いたんです。ジョルジョさんは、小さな子供と一いつ緒しよに住んでいるみたいだって」


　俺の言葉に、ロッスィ社長は驚いたように息を呑のむ。それから、


『なるほど。そんなことも知っているのか。君がミスター・ニシゾノと知り合いだというのは本当らしいな』


　彼の言葉に俺はちょっとムッとする。


　……もしかして俺が本当に孝明と知り合いかどうか、疑ってたのか？


　……だとしたらちょっと頭に来るぞ。


　……まあ、孝明は伝説の調香師とか呼ばれてほとんどの業界関係者が彼の行方を知らない。俺みたいなガキの言うこと、はったりじゃないかと疑いたくなる気持ちも解らないでもないんだけど。


　俺は、社長はなんて答えるんだろう、と思いながら返事を待つ。


『その子は、ルーカ・ディ・ロッスィ。私と、ジョルジョの姉の間にできた子供なんだ』


　……ルーカが、ロッスィ社長の子供……？


　予想はしたけど、はっきり言われると妙に驚いてしまう。


　ルーカの繊せん細さいな顔立ちは、よく見ればジョルジョとそっくりだ。きっとルーカは、母であるジョルジョのお姉さんによく似ているんだろう。


　だけどシルバーに近い彼の金きん髪ぱつは、そういえばロッスィ社長と同じ色だ。


　……じゃあ、ルーカが『パパー』ではなく怯おびえたような顔で『パードレ』と呼んだのは、電話の向こうのロッスィ社長のことで……？


『ジョルジョは家出をする時に、私の息むす子こを連れて行ってしまったんだ』


「叔お父じであるジョルジョさんが、どうしてルーカくんを連れて家出なんかしたんですか？」


　俺は驚き、思わず聞いてしまう。


『書き置きも何もなかった。だから真実を知ることはできないのだが……』


　彼は、電話の向こうで沈痛なため息をついて、


『ご存じの通り、私はイタリアの名門ロッスィ家の当主だ。そして次期当主であるルーカへの教育も、普ふ通つうの子供に対するよりは少し厳しくなる。勉強の嫌きらいなルーカは自分を甘やかしてくれる叔父に『どこか遠くへ行きたい』と子供らしい無邪気さで言ってしまったのではないかな？　シスター・コンプレックスの気のあったジョルジョは、ルーカにそう頼まれたら嫌いやとは言えなかっただろう。ルーカをまるで自分の子供のように可愛かわいがっていたからね』


「それが、家出の原因だと？」


『ああ。私はそうだと予想している。そして二人は、家を飛び出したことを今頃はとても後こう悔かいしているだろう。結けつ婚こん歴のないまだ若いジョルジョに、ルーカが育てられるわけがない。あの二人が今のままで幸せになれるわけがないんだ』


　……たとえ一年前の出来事だとしても……あの賢かしこいルーカがそんなことをジョルジョに頼むとは、とても思えないんだけど……？


　俺は、ルーカをまだ養子にできていない、と言った時のジョルジョの深刻な顔を思い出す。


　……それに、ジョルジョが、そんな無む鉄てつ砲ぽうなことをする性格とはとても思えない。


『ジョルジョは、とても意地っ張りでね。帰りたくても帰れないんだと思うんだ。彼らが不幸せな生活を送っていないか、私はとても心配だ。だから一刻も早く私が迎むかえにいってやりたいんだよ……』


　ロッスィ社長の声が、涙なみだぐんでいるかのようにかすれる。


『お願いだ、ケンジ。ジョルジョとルーカの居場所が解わかったら、すぐに教えてくれ』


　彼の声に、俺は思わず『本当は知ってます。それどころか今はジョルジョの家にいます』と言いそうになってしまう。


　……ダメだ。まだ言えない。何かが引っかかるんだ。


　俺は受話器を握にぎりしめたままで思う。


　……それに、社長が心配するような不幸せな生活を、ジョルジョとルーカが送っているようにはとても見えない。だから、慌あわてて迎えに来る必要はないと思う。


　……もう少し、ジョルジョとルーカのことを知ってからでも、遅おそくはないはずだ。


　俺は自分に言い聞かせ、それから、


「解りました。彼らの行ゆく方えを、引き続き調べてみます」


『頼んだよ。もしも彼らの行方が解ったら、君は試用社員ではなく、すぐに正社員になれる。お礼といってはなんだがミラノ市内に贅ぜい沢たくなマンションも用意してあげるよ。崩くずれかけたようなボロアパートに部屋を借りているんだろう？』


　……そのアパートは管理人さんが花好きで、中庭の花か壇だんにはいつでもたくさん花が咲さいている。ちょっと古いけれど窓からはいい香かおりがするし、実は気に入ってるんだけど……。


　……だからそんなことをしてくれなくても全然オッケーなんだけど。


　俺は思うけど、とりあえず、


「ありがとうございます。引き続き頑がん張ばりますので」


『頼んだぞ。今は君だけが頼たよりなんだ』


　彼の哀あわれっぽい声を最後に、ガシャンと乱暴に電話が切られる。


　……いつも、声の割には電話の切り方が乱暴なんだよな。


　俺は思いながら、通話スイッチをオフにする。


　……俺みたいなガキに頼み事をすることが、彼にとっては業ごう腹はらなのかもしれないけれど。


　俺は窓の外に目をやる。そして中庭の向こうの部屋が、ここから見えることに気づく。


　開かれた窓、ヒラヒラとそよぐカーテンの向こうから、ジョルジョの話し声と、ルーカの笑い声が響ひびいてくる。


　……こんなに幸せそうだけど、彼らは家出中の身なんだな。


　二人の屈くつ託たくのない様子に、俺の心がズキリと痛む。


　……そして彼らは、あの名門ロッスィ一族の一員。さらに、ルーカに至っては次期当主候補ですらある。


　……もしも俺が社長に一言この場所のことを漏もらせば……あっという間にイタリアから迎えが来てしまうだろう。


　ここにいるのと、イタリアに帰るのと、どっちが幸せなのかは俺にはまだ解らないけど……ともかく、ジョルジョとルーカだけの気楽な生活が終わりを告げることは確かだろう。


　……二人のこの生活を脅おびやかす人間は、こんなにすぐそばまで迫せまっている。


　俺の心が、また痛む。


　……ジョルジョがルーカを本当に可愛がっていることはよく解る。でも、彼はルーカを本当の父親から引き離はなしてしまったんだ。


　……そのことを、ジョルジョはどう思っているんだろう？





　　　　＊





　母おも屋やのキッチンは、いかにも料理好きの人が好みそうな広い空間だった。


　無機質なところは少しもなく、南フランスの実家の台所を思い出すような、どこか懐なつかしい、あたたかみのある場所になっている。


　ジョルジョは、オーブンの扉とびらを開けて中を覗のぞき込む。


　ふわ、と漂ただよってきたのは、チキンの皮が焼ける香こうばしい匂においと、たくさんの新しん鮮せんなハーブの香り。


　ジョルジョはチキンに細い金かな串ぐしを刺さし、そこから流れてきた肉にく汁じゆうがまだ少しだけ赤いことを確かく認にんする。


「あと五分くらいかな？」


　言ってオーブンの扉を閉める。ふわりと漂う香りを楽しみながら、


「チキンにまぶしてあるの、マレーシア産のサラワク・ペッパーだよね？　いい匂い。さすがに凝こってるなあ」


　俺が言うと、ジョルジョは驚おどろいたように俺を振ふり返る。


「これだけハーブの匂いがきついのに、よく解るね。いつもお料理に使ってるの？」


「料理は好きだけど、駆かけ出し調香師にそんなに凝った調味料は買えないってば。……五年くらい前に、一回だけ嗅かいだことがある。孝明に連れて行ってもらったレストランでね」


　俺が得意になって言うと、彼は目を見開いて、


「五年くらい前に、一回だけ？」


「うん。一度嗅いだ香りは、二度と忘れないんだ」


　ジョルジョは俺を見つめたままで動きを止め、それからゆっくりと息を吐はき出す。


「驚いたな。すごい才能だよね」


「だといいんだけど。先せん輩ぱいたちにはまだまだ修しゆ業ぎよう不足だって言われてるし」


　俺がポリポリと頭を搔かくと、彼は微ほほ笑えんで、


「修業は大変？　君みたいな才能のある人がいるくらいだから、きっとフィレンツェの中でも有名なアトリエなんだろうね」


「え？　ああ……」


　その言葉に、俺はギクリとする。


　……まさか、工こう房ぼうは辞やめてあなたのお義兄にいさんの会社で働いてるなんて言えないし。


「いや、たいして有名なとこじゃないんだ。小さいところ。でも厳しくって」


「修業時代はきっとみんなそんなものだよね。僕も師し匠しようにはビシビシしごかれたし」


　彼は、ガラスを扱あつかうとは思えないような白くて綺き麗れいな手を上げてみせる。


　何かを思い出すようにその手を見つめる。


「今は引退されて悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしていらっしゃるけど、当時は本当に厳しかった。でも感謝しているんだ。今の僕がいるのは彼のおかげだから」


「あなたはすごく綺麗だし優やさしいから、一いつ緒しよにいるとたまに忘れそうになるけど……」


　俺は、彼の白い手を見つめながら言う。


「あなたは、あの偉い大だいなジョルジョ・ダニエリなんだよね」


「偉大な、なんて言ってもらうとくすぐったいんだけど？」


　ジョルジョは可笑おかしそうに笑う。俺は、


「もしかして本気にしてないかもしれないけど、俺……本当にあなたのフラコンが好きなんだよ？」


　精せい一いつ杯ぱいの真しん剣けんさで、彼に言う。彼は少し驚いたような顔で、


「……それはありがとう」


「だから俺、あなたに認めてもらえるような香水を、絶対に作るからね」


　俺が言うと、彼は真面まじ目めな顔になって俺を見つめる。


「……うん。楽しみにしてるよ」


　言って、その唇くちびるに笑えみを浮うかべてみせる。


　いつものふわりとした優しい微笑みとは違ちがう、どこか強さのあるその笑み。


　俺は、なんだか少し嬉うれしくなる。


　……なんだか、彼にやっと一人前扱いしてもらえたような気がして……。


「……あっ、いけない！」


　ジョルジョが我に返ったように言って、オーブンの扉を開ける。


　ふわり、と広がる芳かんばしい香り。チキンの表面は、艶つやのある、ものすごく美味おいしそうなきつね色に仕上がっていた。


「上は大だい丈じよう夫ぶだね、下が焦こげたりしてないかな？」


「焦げてないよ。全然焦げ臭くさくないから大丈夫」


　俺が言うと、ジョルジョは楽しそうに笑う。


「なるほど、君がいると、こんな時にも便利なんだね」


「少しは大人扱いしてくれる気になった？」


　俺が言うと、彼は肩かたをすくめて、


「どうかな？」


「そんな綺麗な顔して、イジワルだな！」


　俺が言うと、彼はまた楽しそうに笑う。


　……まあ、子供扱いされてもいいか。


　……彼が、こんなふうに楽しそうにしてくれるのなら。


「そしたら、大人なとこアピールしなきゃ。俺がオーブンから出すから」


「大丈夫？　君のために奮発して、とても大きいチキンを焼いちゃった。重いよ？」


「大丈夫、大丈夫。力にはめちゃくちゃ自信があるから」


　俺はオーブンミトンをはめながら言う。


「うわー、いい匂い！　できたの？」


　ルーカがキッチンに飛び込んでくる。熱い天板を引き出そうとしていた俺は、


「ルーカ、ヤケドしたら危ないからこっち来るなよ。ジョルジョ、ルーカを連れて離れてて」


「うん。おいで、ルーカ」


　ジョルジョは言って、ルーカの肩を抱だいてキッチンの反対側に避ひ難なんする。


「その鍋なべ敷しきの上に置いてくれる？」


「オッケー」


　俺は、大きなチキンの載のった天板をオーブンから引き出す。


　オーブンがプロ仕様の大型の物のせいか、天板も厚くて意外に重い。


　ちょっと見み栄えを張って片手で作業台まで運び、彼に示された鍋敷きの上に置く。


「すごい、片手でやるなんて。ケンジ、力持ち！」


　ルーカが拍はく手しゆをしている。


「パパーはいっつも両手で、とっても重そうにしてるのに！」


「たしかにこれ、結構重いよな。……これからはオーブンから何かを出す時には俺を呼んで。あなたがヤケドなんかしたら大変だから」


　俺が言うと、ジョルジョは驚いたように目を見開く。俺は、


「あと、高いところから物を取る時も、重い物を持ち上げる時も、慣れない大工仕事をしなくちゃいけない時も……いつでも俺を呼んで」


　ジョルジョは少し黙だまり、それから困ったような笑みを浮かべる。


「そんなに甘えたら、君が帰った後で困ってしまう」


「甘えてよ。俺をずっとここに置いてくれればいいよ」


　俺の唇から、本気の言葉が漏もれてしまう。


「わあ、ケンジ、ずっとここにいるの？」


　見上げてくるルーカに歩み寄り、俺は彼の軽い身体からだを抱き上げる。


「そうだったらどうだ、ルーカ？」


「楽しそう！」


「だろ？……ジョルジョもそう思わない？」


　振り返ると、ジョルジョはなんだかすごく複雑な顔をして、視線を下に落としていた。


「ジョルジョ？」


　俺が呼ぶと、彼は下を向いたままで小さく微笑みを浮かべる。


　彼の笑みは、いつもの優しいものでも、職人としての凜り々りしいものでもなく……なんだか胸がえぐられそうになるほど寂さびしかった。


　俺の心臓が、ズキリと痛む。


　……なんて顔をするんだろう……。


「……うん。楽しいだろうね」


　彼はかすれた声で短く答え、それから急に明るい顔をして言う。


「ケンジ、お皿を出して並べてくれない？　せっかくのチキンが冷めちゃうよ」


「ケンジ、お皿はこっち！」


　ルーカが言って俺の手を摑つかみ、食器棚だなの方に連れていく。


　ジョルジョを振り向くと、彼はチキンを大皿に移し、周りに茹ゆでた野菜を盛りつけているところだった。その唇には笑みが貼はり付いているけれど……その目の中には、不思議なほど寂しそうな光があるように見えた。


　俺の心が、またズキリと痛んだ。


　……彼はルーカのお父さんという役目を完かん璧ぺきにこなそうとしている。


　……だけど、やっぱりどこか無理をしてるんじゃ……？


「ケンジ！　チキンが冷めちゃうよ！」


　ルーカに言われて、俺はハッと我に返る。


「あ？　ああ、ごめん。お皿はどれ？」


　ルーカは、アンティークらしい木製の食器棚の上の方を指さし、


「あそこ。僕じゃ届かないけど、ケンジなら届くかも」


　俺は食器棚の扉とびらを開く。


「もちろん届くよ。こんな時には俺でも役に立つかな？」


　言うと、ルーカは可笑しそうな顔で、


「まあね。……その木のボウルを一枚。それからお揃そろいの小さいお皿を三枚。それからスープ用の深いお皿を三枚。青と黄色でお花が書いてあるヤツだよ！」


「オッケー」


　俺はルーカの指さした皿を次々に出し、大理石の貼られた広い作業台の上に置いていく。


　白地に南フランス風の鮮あざやかなブルーとイエロー。おおらかなタッチで花や草の描えがかれた食器は、あたたかみがあり、とても美しかった。


「へえ綺き麗れいなお皿だね。グラースのビストロを思い出すよ」


「それはパパーが作ったんだよ！　絵もパパーが描かいたの」


「ええっ？」


　俺は緊きん張ちようのあまり、手に持ったスープ皿を落としそうになる。


「ジョルジョ・ダニエリが絵付けをした皿！　そんなのおそれ多くて使えないよ！」


「何言ってるの」


　ジョルジョが可笑しそうに笑う。


「使うために作ったんだから、使ってくれなきゃ困るな」


「じゃあ、遠えん慮りよなく使わせてもらいます」


　俺は皿を拝むように頭の上に上げてから、それをテーブルに運ぶ。


　薄うすいグリーンのテーブルクロス。食器と同じレモンイエローのランチョンマット。山奥のお城で使っていそうな、鹿しかの角の柄えを持つ銀のカトラリー。


　繊せん細さいな野の花たちが、アンティークみたいな乳白色の丸い花か瓶びんに飾かざられている。


　ジョルジョがセッティングしたのであろうダイニングテーブルに、その南仏風の食器はとてもよく映はえた。


「うわあ、さすがデザイナー。センスいい」


　俺が言うと、ジョルジョはキッチンの中から笑い、


「どうもありがとう。ちなみにそこにあるガラス瓶は、僕が生まれて初めて作ったガラス作品だよ」


「えええっ？」


　俺は、テーブルの上にある乳白色の丸い花瓶を見て思わず声を上げる。


　素そ朴ぼくな感じのでこぼこの表面。よく見れば、そこには繊細な飾り模様が浮うき彫ぼりにされている。乳白色の中にうっすらとブルーやグリーンが透すけて見える感じは……。


「アンティークかと思った。ミコノス島とかの遺い跡せきで見つかるローマンガラスみたいだ」


　シーザーサラダを運んできたジョルジョが、可笑おかしそうに笑う。


「アンティークはアンティークかな？　僕が七歳の時に作ったものだから」


「七歳の時にこれを作ったの？」


　俺は本気で驚おどろいてしまう。


「すっごい。やっぱりジョルジョ・ダニエリは天才だ！」


「そうだ、パパーはテンサイ！」


　ルーカが俺の真似まねをして叫さけぶ。ジョルジョは笑いながら、


「お世辞はいいから、二人ともちゃんと手伝って」


「は～い」


「は～い」


　俺とルーカの返事がぴったりとハモる。ジョルジョは驚いたように俺たちの顔を見比べ、声を上げて笑う。


「なんだか、兄弟みたいだよ」


「じゃあ、俺、ジョルジョの息むす子こ？　そんなあ。できれば俺、ジョルジョの恋こい人びとになって、将来は夫になりたいんだけど！」


「僕もパパーのオットになりたーい！」


「ほら、ふざけてないで手伝って」


　ジョルジョに言われて、俺たちは先を争ってキッチンに入った。そして軽い物はルーカ、チキンの大皿などの大物は俺が担当して運んだ。


　ジョルジョが用意してくれた食事は、かなり豪ごう華かな物だった。


　いろいろなハーブとチーズ、それにクルトンを散らした、シーザーサラダ。


　彼が自ら焼いたという、ハーブと胡桃くるみ入りの丸いライ麦パン。


　ほうれん草とキノコ、チーズと生クリームの入った、クリーミーなスープ。


　人にん参じんとブロッコリー、皮付きのポテトが添そえられ、美味おいしそうなきつね色に焼き上がった立派なローストチキン。


「うわあ、すっげー！」


　グラースでも、修しゆ業ぎよう時代のフィレンツェでもごく庶しよ民みんの暮らしをしてきた。修業をしていた工こう房ぼうを辞やめ、ミラノに移ってからは、引っ越こしやらなにやらでお金がかかったのと、試用期間の給料がほとんど出ないせいで……極ごく貧ひんと言えるような慎つつましい暮らしをしていた。


「こんなご馳ち走そう、去年のクリスマス以来だよ！　と言ってもうちは七人家族でご近所も来てすごい大人数のパーティーになる。チキンなんかほんの一口しか食べられないんだけど」


　俺が言うと、ルーカは胸を張って、


「パパーは本当にお料理が上手なんだ。マンマから教えてもらったから、マンマとおんなじ味なんだよ？」


「そうかあ」


　俺は席に着きながら、さっきまでのロッスィ社長との会話を思い出す。


　……彼は、ジョルジョとルーカが不幸せになっているだろうみたいな言い方をしたけど……俺にはやっぱり、この二人がこのうえなく幸せに暮らしているようにしか見えない。


「さあ、冷めないうちに食べよう」


　エプロンを外したジョルジョが席に着き、ルーカに向かって、


「お祈いのりはルーカがしてね」


「うん」


　ルーカはうなずいて、大人がするような立派な食前のお祈りをする。


　俺の両親は日本人だからお祈りはしないけれど、修業先の師し匠しようの家や、友人の家で見たことがある。


　真面まじ目めな顔で両手を組み、俯うつむいて祈っている二人を見ると、なんだか不思議と敬けい虔けんな気持ちになる。


　……甥おいとはいえ、実の父親のもとから子供を無断で連れ出したりしたら……下手をしたら誘ゆう拐かいで訴うつたえられても不思議じゃない。


　……いかにも繊細そうなジョルジョと、そして頭のいいルーカ。この二人がそんな間ま違ちがったことをするなんて、なんだかすごく不思議なんだけど……。


　俺は二人の様子を見ながら思う。


　……いったい、どんなことが原因なんだろう……？


「……いただきます！」


　ルーカの声に、俺はハッと我に返る。


「い、いただきます！」


　ルーカに続いて言い、それから身を乗り出して、チキンに添えられている大きなフォークとナイフを取り上げる。


「チキン、俺が切りますから！」


「できる？」


　ジョルジョに聞かれて俺は深くうなずく。


「やります！　だって丸ごとのローストチキンを切り分けるのはその家の主人のすることなんでしょう？　俺、あなたの未来の夫に立候補してる身ですから！」


　ジョルジョは驚いたように目を見開き、それからクスリと笑って、


「それはありがとう」


　……あっさり言われた！　本気にされてないよ！


　俺は悲しくなりながら、ナイフとフォークを使ってチキンを切り分ける。


　丸ごとのチキンを解体するためには、軟なん骨こつや骨も切り分けなくちゃいけない。結構コツと力のいる作業なんだ。


　俺は苦労してそれらを切り分け、ジョルジョの「とても上手だよ」という言葉に得意になりながら、それをそれぞれのお皿に取り分けた。


「いただきます、あなたの力作！」


　俺が言うと、ジョルジョは優やさしく笑って言う。


「美味しく召めし上がれ」


　……うわ～！


　俺は彼の笑えみに見とれながら思う。


　……本当に俺、この人をお嫁よめさんにしたい！


　……そして毎日、彼に、こんな笑顔で「美味しく召し上がれ」なんて言って欲しい！


　俺は一人で赤くなりながら、フォークとナイフを摑つかむ。


　フワリと芳かんばしい湯気を上げるチキンを切り分けて、それを口に入れて……。


　……うわあ。


　思わず、うっとりしてしまう。


　……なんて美味しいんだろう……？


　香こうばしく焼かれた地じ鶏どりは、ふんわりと柔やわらかく、しかし濃のう厚こうな旨うま味みを含ふくんでいて、本当に美味しかった。彼がブレンドした生のハーブは絶ぜつ妙みようなバランスで地鶏の旨味を引き立てていて、岩塩と高級な胡こ椒しようでの味付けは、まさに完かん璧ぺきで……。


「美味しい」


「美味しい！」


　思わず言った声が、ルーカの声と重なった。ジョルジョはクスリと笑って、


「よかった。二人にそう言ってもらえて」


「だって、本当に美味しいよ！」


　俺は言い、木のボウルにたっぷりと盛られたシーザーサラダを取り分けて、口に入れる。


　採り立ての香りがするレタスは瑞みず々みずしくて甘く、混ぜ込まれたルッコラやイタリアンパセリはスパイシーだけど嫌いやみがない。近所の酪らく農のう農家が作っているらしいチーズは、ヨーロッパの専門店で買ったものに引けを取らないほど美味しい。そしてジョルジョが作ったクリーミーなシーザードレッシングは、まさに絶品だった。


　そして、ほうれん草とキノコの入った、クリーミーなスープも、本当に味わい深くて……。


「ジョルジョって料理の天才！」


「本当？　どうもありがとう」


　そして、食後に出されたのは、ジョルジョ特製のオレンジのスフレ。


　クリーミーな甘さと、オレンジの酸味のバランスが素す晴ばらしくて、あまり甘い物を食べない俺もぺろりと平らげてしまった。


「うう、お腹なかいっぱい！　ごちそうさまでした！」


「ごちそうさまでした！」


　言った声が、またルーカとハモってしまう。ジョルジョは笑って、それから、


「ケンジ、人参とセロリ、食べられるじゃない」


「へ？」


　ジョルジョはイタズラっぽく片目をつぶって、


「サラダにはセロリ、スフレには人参が入ってたんだよ？」


「えええ～っ？」


　俺は思わず声を上げる。どっちのメニューもすごく美味しくて、嫌きらいな物が入ってるなんて夢にも思わなかった。


「噓うそ、めちゃくちゃ美味しかったんだけど」


「パパーのお料理を食べてたら、すぐに嫌いな物なんかなくなっちゃうよ」


　ルーカが楽しそうに言う。


　俺はジョルジョの笑顔を見つめながら、思わず言う。


「ジョルジョって、ガラスデザイナーとしてだけじゃなくて、料理でも天才だよ！」


　俺の言葉に、ジョルジョは照れくさそうに、


「姉の料理の手伝いはしたことがあったけれど、一人で作ったことはほとんどなかった。姉の遺のこしてくれたレシピでめちゃくちゃ勉強したんだ。最初はひどいもんだったよね？」


　ルーカはその言葉に容よう赦しやなくうなずく。


「まあね。焦こげたトーストと焦げた目玉焼きと焦げたベーコンとか」


「ルーカ、具体的なメニューを言うのは……」


「でも、僕、パパーが一いつ生しよう懸けん命めい料理を作ってくれるのが本当に嬉うれしかったんだ」


　ルーカの言葉に、ジョルジョは驚おどろいたように目を見開く。


「パパーは勉強熱心だからすぐにどんなものでも作れるようになった。すっごく美味おいしくて僕は好き嫌いをだんだんコクフクしたんだよ」


　幸せそうに言い合う二人を見て、俺の心がズキリと痛んだ。


　……彼らは、だんだんと本物の親子みたいになってきてるんだ。


　……こんなふうになった二人が、もし引き離はなされたとしたら……？


　俺はロッスィ社長の顔を思い出して、暗あん澹たんたる気分になる。


　……ああ、俺はどうするべきなんだろう？




ジョルジョ・ダニエリ







　剣次がこの家に来てから、二日。彼は離れの一室を調香室にし、そこで調香を続けていた。


　剣次はあっという間にルーカと仲良くなった。それだけでなく柵さくを直したり、草を刈かったりという屋外の雑用をどんどん精力的にこなしてくれる。さらに実は料理まで結構上手で、朝食や、簡単なランチを手て際ぎわよく作ってくれる。


　田舎いなか暮らしは楽しいけれど、刈っても刈っても生えてくる庭の雑草と、自分の料理がワンパターンなことに悩なやんでいた僕は、とても助かってしまっている。


　それだけでなく、剣次がいるだけでなんだか家の中が明るくなったような気がする。


　僕は、剣次が来てくれたことに、とても感謝している自分に気づいていた。


　剣次はことあるごとに「あなたが好きだ」「恋こい人びとになって欲しい」「いつか結けつ婚こんして欲しい」とあまりにもストレートな口説き文句を口にする。


　しかも、とても噓をついているとは思えない澄すみ切った目をして。


　僕は、彼と二人きりになると落ち着かなくなる。そして鼓こ動どうが速くなる。


　……ああ、いったいどうしたっていうんだろう？




麻生剣次







「毎日頑がん張ばっているからご褒ほう美び」と言いながらジョルジョが連れてきてくれたのは、中軽井沢にある『星ほし野の温泉・トンボの湯』というところだった。


　高い三角屋根を持つ、和風とモダンが入り交じった建築。


　本で見たことがあるようなひなびた雰ふん囲い気きを想像していたけど、こういう感じもすごくステキかもしれない。


「温泉大好きー！　ケンジもきっと好きになるよ！」


　ルーカが、服を脱ぬぎながら叫さけぶ。


「わーい！」


　素すっ裸ぱだかになったルーカが、仕切の引き戸を開ける。


「走っちゃダメだよ。転ぶからね。湯船に入る前にちゃんとお湯を身体からだにかけるんだよ？」


「はあーい！」


　ルーカが元気よく返事をして、風ふ呂ろ場ばに入っていく。


　俺は微ほほ笑えましい気持ちでちっちゃな動物みたいなルーカの後ろ姿を見送る。それから、


「結構手て頃ごろな値段で入れるんだね。泊とまりでなくても利用できるし。ヨーロッパじゃ、温泉っていうのはお金持ちの贅ぜい沢たくって感じなんだけどな」


　言いながら、Ｔシャツを脱いで、大きな籠かごの中に入れる。


「日本では庶しよ民みんの楽しみだよ。家からすぐだから、僕らも結構来るしね」


　ジョルジョが言って、綿シャツのボタンを一つ外す。


　……う……。


　じろじろ見たりしたら失礼だと解わかってるのに、彼の白い指先と、シャツの隙すき間まからチラリと覗のぞいた彼の首筋に目を吸い寄せられてしまう。


　……そういえば、ジョルジョはいつもボタンを一番上まできっちりと留めていて。


　……だから、顔や手以外の彼の肌はだって、ほとんど見たことがなくて……。


　無造作にボタンが外されていき、彼の胸むな元もとが露あらわになる。


　その肌は、まるで最高級の磁器みたいに滑なめらかで、だけどふわりとあたたかそうで……。


　……やばい……。


「俺、先に入りますっ！」


　俺は思わず目をそらして叫び、ジーンズと下着をまとめて脱ぎ捨てる。


　いきなり熱くなりそうになった脚あしの間を、タオルで必死で隠かくす。


「走っちゃダメだよ。転ぶからね。湯船に入る前にちゃんとお湯を身体にかけるんだよ？」


　ルーカに言うのと同じことを言われながらも、俺は風呂場に慌あわてて入った。


　そして風呂場の隅すみにズラリと並んでいる蛇じや口ぐちからお湯を出し、それを手て桶おけで受ける。


　そのお湯をかぶって、身体の汚よごれをざっと洗い流した。


「ケンジ、早く、早く！」


　湯船に浸つかっているルーカが、俺を手招きしている。


「あれ？　檜ひのきの、すっごくいい香かおりがする」


　俺は、湯気に包まれた風呂場を見み渡わたしながら言う。


「窓は開いてないみたいだけど……どこからするんだろう？」


　言いながら、ゆっくりと湯船に入る。


　少し熱めのお湯が、すごく気持ちいい。


　湯気の向こうで、カラリ、と軽く引き戸の開く音。


「湯船からだよ。ここは檜風呂で有名なんだ」


　俺は無意識に目を上げてしまい……そしてどうしても目をそらせなくなる。


　……うわあ……。


　彼は、白い湯気の中、腰こしにタオルを巻いただけの恰かつ好こうで歩いてくる。


　薄うすいタオルは今にも透すけてしまいそう。


　しかも何かの拍ひよう子しに、今にもはらりと落ちそう。


　もうもうとした湯気ではっきりとは見えないけれど……そのシルエットはまるで彫ちよう像ぞうみたいに美しい。


「感想は？」


　俺は、呆ぼう然ぜんと彼を見上げたままで動けない。


　ガラスから差し込む陽ひ射ざしが、湯気にスポットライトみたいな線を描えがいている。


　照らし出された彼は、まるで後光でも差しているかのようで……。


「……すごく綺き麗れいだよ……」


　俺の唇くちびるから、正直な気持ちが溢あふれてしまう。


　しまった、怒おこられるだろうか、と思うけれど、彼は笑えみを深くして、


「喜んでもらえてよかった」


　……えっ？


　俺の心臓が、ドキリと跳はね上がる。


　……俺が身体に見とれて、綺麗だって言ったこと、怒らないの？


　……これってもしかして、誘ゆう惑わくってこと……？


「もちろん、気に入るに決まってる。っていうかどんな男でも見とれるに決まってるよ」


「よかった」


　ジョルジョはなぜか嬉うれしそうな声で言い、お湯の出る蛇口の前、木でできたイスに優ゆう雅がな仕草で座る。


「気に入ってもらえて嬉しいよ」


　……ええっ？


　いつも慎つつましやかな彼が言うとは思えないような大だい胆たんな言葉に、俺はさらに鼓動が速くなるのを感じる。


　……もしかして……やっぱり誘さそってくれている？


「ここのお風呂、それにここからの景色、すごく綺麗だもんね」


　彼の声に、俺はハッとする。そして恥はずかしさにお湯の中に沈しずみそうになる。


　……彼が自分の身体を気に入ってもらえて嬉しい、なんて言うわけがないじゃないか！


　……お風呂と、景色の話だってば！


　……それに慎ましい彼が、俺みたいな無骨でアホな年下の男を、誘うわけがなくて……。


　俺の心が、いきなりズキリと痛む。


　……ああ、彼が俺に少しでも興味を持ってくれたら、どんなにいいだろう……？


　こんな気持ちで見つめられてるなんて夢にも思わないであろう彼は、木でできた桶にお湯をため、両手でそれを持ち上げる。


　なんだか妙みように色っぽい仕草で、自分の肩かたにそれをかける。


　ザザア、という音が、高い天てん井じようにやけに大きく響ひびく。


　お湯のせいでふんわりと桜色に染まる、白い肌。


　無防備に俺に向けられた、滑らかな背中。


　……こんなふうにジロジロ見ていたら、失礼だよな……。


　……どうしよう、でも、どうしても目が離はなせないよ……。


　まるで天使の羽根みたいに見える、華きや奢しやな肩けん胛こう骨こつ。


　男のものとは思えないほど、ほっそりとしたウエスト。


　タオルの裾すそから見えるのは、すらりと伸のびた白い脚。


　……本当にめちゃくちゃ綺麗だ……。


　彼の正面に当たる場所には、湯気で曇くもった鏡があった。


　彼の身体からお湯が跳ねて、曇っていた鏡がふいにクリアになった。


　……う……！


　俺は、慌てて目をそらす。


　しかし、鏡に映った彼の身体の様子は、そのまま目に焼き付いてしまう。


　……入ってきた時には、もうもうとした湯気でシルエットしか見えなかったけど……。


　……鏡には、彼の上半身がはっきりと映っていて……。


　長い睫まつ毛げを伏ふせた麗うるわしい顔。


　しなやかな鹿しかのそれを思わせるような、とても美しい、首筋から肩へのライン。


　女性のそれとは違ちがう、でも無骨さはまったくない滑らかな胸。


　そしてその先せん端たんにある、開きかけた小さな花びらのような淡あわいピンク色の……胸の飾かざり。


　……やばい……。


　俺は一人で真っ赤になってしまいながら思う。


　……発情しそうだ……。


「のぼせたのー？」


　不思議そうな声に、俺はハッと我に返る。


　ルーカが、首を傾かしげて俺の顔を覗き込んでいた。


「ケンジ、顔が真っ赤だよ？」


「え？　そうか？」


「解った。パパーの裸はだかを見ちゃって照れてるんだ！」


「……え？」


　ジョルジョが、不思議そうな顔をして俺を振ふり返る。


「いや、ごめん！　別にそんなんじゃ……っ」


　俺はタオルで前を隠して、慌てて湯船から立ち上がる。


　……だって、一いつ緒しよの湯船に入られたら、きっと、さらに……。


「あっ、露ろ天てん風ぶ呂ろがあるじゃないかっ！　のぼせたからあっちに行ってこようかな？　ルーカも来るか？」


「うん！」


　俺はルーカを連れて湯船から出、ガラス戸を開けて、露天風呂に向かった。


　……自分にはゲイの素質があるだろうって、ちょっと自覚はしていたけど。


　俺は露天風呂に浸かり、涼すずしい外気で頭を冷やしながら思う。


　……まさか、いきなり、こんなふうにはまっちゃうなんて。


　見ちゃいけないと解わかっているのに、俺の視線はガラス張りの屋内に向いてしまう。


　薄く曇り、まるでフォーカスをかけたようなガラスの向こうで、ジョルジョが木のイスから立ち上がる。


　彼の裸足はだしが、ゆっくりと石の床ゆかを踏ふんで歩く。


　女め々めしいところは少しもないのに、無骨な印象も少しもない。


　彼の身体からだは本当に美しく、その歩き方は本当に優雅だ。


　薄いタオルの裾から伸びた、すらりと細い脚あし。


　キュウッと細いウエスト。


　そして平らな胸の上、お湯のせいかさらにピンク色を濃こくしたような……小さな乳ち首くび。


　俺は、慌あわてて彼から目をそらす。


　……俺、彼に対して、本気で発情してる……。


　……キスとかしたいだけじゃなくて……抱だいてしまいたいと思っている……。


　その証しよう拠こに、お湯の下、脚の間が、ズキズキと甘く疼うずいていて……。


　孝明にはもちろん敵かなわなかったけど、こういう性格のせいか、俺だって実はよくモテた。告白とかも、けっこうしょっちゅうされていた。女の子にも、それから可愛かわいい男の子にも。


　だけど調ちよう香こう師しの修しゆ業ぎようのことで頭がいっぱいだったせいで、エッチはもちろん、キスすらしたことがない。


　……だから、こんな感情を持つのは生まれて初めてで……。


　……胸が痛い。


　……身体が熱い。


「これって、恋こいかなあ？」


　思わず呟つぶやくと、隣となりではしゃいでいたルーカが振り返る。


「パパーに恋してるの？」


　大きな目で見つめながら言われて、俺は思わずうなずいてしまう。


「うん。そうみたい」


「うわ、ライバルだあ」


「ライバル？」


　その言葉に俺はギクリとする。


　……あんなに美人なんだから、きっとライバルはたくさんいて……。


「ライバルって、どんな男だ？　嫌いやらしいことしようとしてる不ふ埒らちなヤツがいるとか？」


「見とれてる人はたくさんいるけど、僕が気を付けてるから大だい丈じよう夫ぶ。一番のライバルは僕」


　ルーカの言葉に、俺はお湯に沈みそうになる。


「そ、そうか。ルーカはジョルジョが大好きだもんな」


「それだけじゃなくて！　パパーと僕はケッコンするんだから！」


　ルーカの言葉に、俺は再び沈みそうになり、やっと立ち直って、


「結けつ婚こんはしないだろ？」


「するんだってば。僕はパパーのヨウシになるの。ケッコンと同じなんだよ？」


　その言葉に、俺はドキリとする。


　……養子に？


　……ルーカには本当の父親がいて、ルーカの行ゆく方えを必死で捜さがしているのに？


　……ロッスィ社長は、あのロッスィ一族の当主。彼とその一族は、とてつもなく強大な権力を持っているに違いない。


　俺はロッスィ社長の顔を思い出して、暗あん澹たんたる気分になる。


　……ジョルジョは、彼の捜そう索さくの手から本当に逃にげ切れるつもりなんだろうか？


　……ルーカと二人、この先どうやって暮らしていくつもりなんだろう？


「わあ、風が気持ちいい。やっぱりここに来たら露天風呂に入らなくちゃね」


　カラリとガラス戸の開く音。続いてジョルジョの声がして、俺はギクリとする。


「パパーも早く来てっ！　みんなでロテンブロ入ろうっ！」


　ルーカがはしゃいだ声で言う。ジョルジョの濡ぬれた裸足が石を踏んで歩いてくる足音。


　……うわあ、目を上げられない！


　……だって、彼の裸を間近に見たら、俺……！


　お湯が微かすかに揺ゆれ、彼の足先が湯船に入った気配。


　……うわあ、刺し激げきが強すぎる……。


「あっ」


　ふいに声がして、お湯の動きが乱れる。ハッと目を上げると、湯船の底の石に足を滑すべらせたのか、彼の身体が傾かたむくところだった。


「危ない！」


　俺は叫さけんでお湯から立ち上がり、彼の身体をとっさに抱いて支えた。


　彼の身体は、想像していたよりもさらに一回り華きや奢しやで、とても柔やわらかくて……。


　あたためられたせいでますます強く感じる芳かんばしい彼の香かおりが、俺の鼻び孔こうをくすぐった。


　……うっ……！


　そこで初めて俺は、二人の裸の身体と身体が、ぴったりと触ふれ合ってしまっていることに気づいた。


　お湯に濡れて滑る、あたたかな彼の肌はだ。


　驚おどろいたせいか、彼の鼓こ動どうがとても速い。


　俺の肌に、彼の乳首がキュッと押しつけられているのを感じる。


　さっき見た、花の蕾つぼみのように淡いピンク色の乳首。


　柔らかそうだったそれが、今は、まるで俺を誘さそうようにツンと硬かたく尖とがっていて……。


　彼が俺なんかに発情するわけがない。涼しい外気に当たったせいだと解っているけれど……俺の鼓動は、どんどん速くなってしまう。


　……ああ、彼にキスをしたい。唇くちびるや、尖った乳首や、この身体のいろんなところに。


　……いや、キスだけじゃなくて、舐なめて、嚙かんで、それから……。


　いきなり湧わき上がった凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうに、俺は慌てて身体を引く。


　ジョルジョの顔が、今にもキスできそうなほど間近にあった。


　動どう揺ようしたように、長い睫まつ毛げが速く瞬またたく。


　その下から見上げてくるのは、のぼせたように潤うるんだ瞳ひとみ。


　桜色に染まる頰ほお。少し開いた唇は、最高のデザートみたいに甘そうだ。


　転ばなかったことにホッとしたのか、彼の唇から、小さなため息が漏もれた。


　甘いペパーミントの香りに、理性がまた吹ふき飛びそうになる。


「え、ええと……大丈夫だった？」


　俺は、必死でかすれた声を絞しぼり出す。


「あ、うん。ごめんね。ありがとう」


　彼は小さな声で言って、俺の身体から離はなれる。そしてお湯の中にそっと身体を沈しずめる。


「パパー、転ばなくてよかったねえ」


　ザバザバとお湯を分けて近寄ったルーカが、ジョルジョに話しかけている。


「うん。ケンジが支えてくれたからね」


　ジョルジョの頰がまだ桜色に染まっていることに気づき、俺はまたドキリとする。


　……ああ、俺、本気でこの人に発情してる……。


　自分の身体の反応に気づき、慌ててお湯に浸つかりながら思う。


　……いつか、彼が俺の恋人になってくれたら……どんなに幸せだろうなあ……。




ジョルジョ・ダニエリ







　……裸はだかの彼に抱きしめられた時、ものすごくドキドキしてしまった。


　昼間のことを思い出して、僕は一人で赤くなる。


　……どうしたっていうんだろう、僕は？


　その夜。ルーカを子供部屋で寝ねかしつけた後。


　僕は、寝しん室しつの隣にある書しよ斎さいにいた。


　今、一番締しめ切きりが近いのは、汐しお留どめにできるはずの高層ホテルのロビーに使う飾かざりガラスのデザイン。


　ホテルのオーナーが、ミラノにある『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』本店にあるガラスのレリーフを気に入ってくれて、僕を指名してくれたんだけど……。


　僕はスケッチブックを見つめて、一つため息。


　……あの店での仕事のことは、できれば思い出したくない……。


　僕の心が、ズキリと痛んだ。


　後に姉の夫になるサルヴァトーレ・ロッスィと初めて出会ったのは、あの店でのこと。


　調香師憧あこがれの名店『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』の社長。そして大だい富ふ豪ごうロッスィ一族の現当主。


　初めて会った時に感じた彼の印象は、畏い怖ふ、の一言だった。


　彼はとてもハンサムで、ダークスーツをビシリと着こなしていた。しかし彼と初めて会った時、僕はすぐにでも逃げ出したいような衝動に駆かられた。


　二十代後半にもかかわらず、彼は大富豪の一族の当主に相応ふさわしい、威い圧あつ的なオーラを持っていたんだ。


　彼は僕の作品のファンだと言って何かと話しかけてくれたけれど……僕はできるだけ彼から逃げようとしていた。


　しかし打ち合わせと称しようした食事の席が不自然なほどに頻ひん繁ぱんに用意され……そこには必ずロッスィ社長が同席していて、どうしても逃げることが出来ずに何度も彼に会うことになった。


　居い心ごこ地ちの悪い思いをしながらも僕の作品はなんとか完成し、『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』の改装が終しゆう了りようした。たくさんの有名人や財界人を招いて店てん舗ぽの完成披ひ露ろうパーティーが開かれ、僕と、そして僕の家族である姉もそれに招かれた。


　本当はそういう集まりは苦手だったけれど……身体からだが弱くて寝込みがちな姉がたまたまその時期には体調がよかった。気分転てん換かんのために姉を外に連れ出すにはいい機会だった。


　姉は「ジョルジョの作品が飾られたところを見られるのはとても嬉うれしいわ」と言いながらパーティーに同席してくれて……そこで、ロッスィ社長と出会ってしまった。


　彼らの仲があんな短期間にどうやって発展したのか、僕には想像も付かなかった。


　だけどそれからほんの一カ月後に、僕は姉からロッスィ社長と結けつ婚こんしたいと告白された。


　サルヴァトーレ・ロッスィ氏はハンサムだし、とても優ゆう秀しゆうな人だ。僕は彼のことがまだ少し怖こわかったけれど、姉の幸せそうな顔を見たらとても反対はできなかった。


　そして、こんな義兄あにができたことを誇ほこりに思わなくちゃいけない、と自分に言い聞かせた。


　僕らの両親はどちらも南イタリアの名家の出だったけれど、結婚に反対されてほとんど駆け落ち同然でフィレンツェに逃げてきた。


　そして、その両親も僕が中学生の頃ころに事故で亡なくなった。


　たった一人の家族の姉が幸せになることは……僕にとっては信じられないほどの喜びだったんだ。


　……なのに……。


　僕は、その後のことを思い出して、震ふるえるため息をつく。


　思い出すだけで、悲しくて涙なみだが出そうになる。


　……ああ、思い出しちゃダメなのに。


　僕は、ルーカと逃げてきたばかりの頃の自分を思い出す。


　……あの時の僕は毎日落ち込んでいて、ルーカにさえ心配されるような状態だった。


　……もう二度と、あんな顔をしちゃいけない。


　……ルーカには、笑っている顔だけを見せていなくちゃいけない。


　僕はイスから立ち上がり、空気を入れ換かえるために窓を開く。


　窓の外、庭の向こうに見えるのは、剣次がいるはずの離れ。


　ほとんどの明かりが消された窓の中、一つだけ明かりの灯ともっている場所がある。


　そこは、彼が調ちよう香こうに使うと言っていた書斎だ。


　……まだ、調香をしてるのかな？


　……すごいハンサムだし、人ひと懐なつこいし、なんだかちょっと軽そうに見えるけど……。


　僕は書斎の明かりを見ながら、香水の話をしている時の剣次の様子を思い出す。


　……本当に真面まじ目めで、熱心な子なんだよね。


　レースのカーテンの向こうに人ひと影かげが動いて、僕は少しギクリとする。


　剣次が、部屋の中を歩いている。


　彼が窓のそばに来た時、彼が携けい帯たい電話で話をしているのが見えた。


　……どこかに電話してるのか。


　彼はそのまま少し話し、それから電話を切って机の上に置いた。


　彼が、肩かたを上下させて深いため息をつくのが見える。


　……電話の相手は誰だれだったんだろう？


　……もしかして、彼女とか？


　僕は思ってしまい、それから自分の考えに自分で驚おどろいてしまう。


　……何を考えているんだ？　彼のプライベートに興味を持つなんて。


　……彼が誰と電話をしようが、僕には関係ないことで……。


　窓の向こうの彼が、何かに気づいたようにふいに窓の方を向く。


　彼の視線が、僕の視線を捉とらえる。


　僕に気づいた証しよう拠こに、彼の顔にとても嬉しそうな笑えみが浮うかぶ。


「……あっ」


　まるで覗のぞき見をしていたような気分になり、僕は思わず赤くなる。


　彼は笑みを浮かべたままで、備え付けの電話の子機を取る。


　プルル、プルル！


　僕の部屋に置かれた子機が、内線電話の着信音を奏かなでた。


　僕は慌あわてて子機を取り、通話スイッチを押す。


「はい」


『まだ起きてたんだ？』


　受話器から聞こえてきたのは、剣次の嬉しそうな声だった。僕はさらに赤くなりながら、


「あ、うん」


『よかったら、こっちに来ない？　俺、寝ね酒ざけ代わりのホット・ショコラを作ろうとしてるところだよ。ホット・ショコラ、好き？』


　彼の無む邪じや気きな声に、僕は思わずうなずいてしまう。


「うん。大好きだよ。……お邪じや魔ましようかな？　眠ねむれなかったところなんだ」


『じゃあ、ホット・ショコラを作ってお待ちしてます』


　剣次は嬉しそうに言って、電話を切る。


　……ああ、どうして行くなんて言ってしまったんだろう？


　なんだかまた鼓こ動どうが速い。


　……彼と二人きりになったら、ますますドキドキするに決まっているのに。


　ルーカを連れて逃にげた時から、僕は自分が恋こいをすることはあきらめていた。亡くなった姉さんのためにも、自分の人生のすべてを、ルーカのために捧ささげようと思っていた。


　……なのに。


　僕は胸を押さえて、震えるため息をつく。


　……剣次といる時、ごくたまに、不思議なほどドキドキすることがある。


　……ああ、僕は、どうしたっていうんだろう？





　　　　＊





「ちょっと散らかってるんだけど……」


　剣次は恥はずかしそうに言いながら、ドアを開けてくれる。


「別に気にしないよ。お邪魔します」


「っていうか、俺が間借りしているだけで、もともとはあなたの家だよね？」


「そういえばそうだ。なんだか君が妙みように馴な染じんでしまっているから」


　僕が言うと、剣次は楽しそうに笑う。


「本当に？　俺、この家に馴染んでる？」


「うん。それに、君が来てくれてすごく助かってる。いろいろ手伝ってくれるし、何よりもルーカが楽しそうだ」


「あなたは？」


　ふいに聞かれて僕は驚いてしまう。


「え？」


「あなたは、俺が来て嬉しい？」


　噓うそのない真っ直すぐな言葉。胸が痛くなるような真しん摯しな視線。


　彼の漆しつ黒こくの瞳ひとみで見つめられると、なんだか……。


「うん。君が来てくれて嬉うれしいよ」


　そっけない口調で言ってしまうけど、彼は僕のこの言葉に、本当に嬉しそうな顔をする。


「よかった。俺も、あなたの近くにいられてすごく嬉しい」


　無邪気な言葉、それに似合わないセクシーな美声。


「あなたのこと、もっともっと知りたいんだ」


　少年と大人の狭はざ間まのアンバランスさが、僕の心を不思議なほど揺ゆらす。


　……ああ、本当になんなんだろう、この気持ち……？


　初めて感じるような……心のどこかがチリチリと焦こがされるような感覚。


　痛くて、でもその痛みは不思議なほど甘くて。


　……彼の香水を嗅かいだ時の気持ちに、よく似ている。


　僕は、彼の視線から目を離はなせなくなりながら思う。


　……最初の印象は、荒あら削けずりで、大だい胆たんで、すごくショッキングだ。


　……でも、その驚きはいつしか切なく、そして不思議と優やさしい甘さに変わる。


　こうして見つめ合うだけで、鼓動がだんだん速くなってくるのを感じる。


　……その感じが……なぜか忘れられなくなって……。


「次の香水は、僕のために調香してくれるんだって言ったね？」


　僕の唇くちびるから、少しかすれた声が漏もれる。彼は切なげな顔をして僕を見つめて、


「うん。あなたのために調香するよ」


「とても楽しみにしてるよ。僕はどうやら……」


　僕は、鼓動の速さを抑おさえようと、震ふるえるため息をつく。


「君が作る香水のファンになったみたいだ」


「……本当に……？」


　剣次の目が、驚きに見開かれる。


「それが本当だったら、俺、死ぬほど幸せなんだけど……」


「もしも君が作ったあの香水の出来が、マグレでなければ、だけど」


「マグレなんかじゃない」


　剣次は、その瞳の中に厳しい光を煌きらめかせながら言う。


「その証拠に、次の香水は、前よりもずっとずっと素す晴ばらしい物にするから」


　彼の誇ほこり高い顔に、僕の鼓動がますます速くなった。


「うん。楽しみにしてる」


　僕が言うと、剣次はどこか切なげな顔で僕を見つめて、


「だから、あなたのこと、もっと教えてくれる？」


「僕のこと？　別に教えるようなことなんかないよ」


　僕は言いながら、自分の過去を思い出す。


　……そうだ。こんなに真っ直ぐな子に、教えられるようなことなんか……。


　脳のう裏りを、ルーカの母親である姉の笑顔がよぎり、それに続いてルーカの実の父親であるあの男の顔がよぎる。


　僕の心が、ズキリと痛む。


　……そうだ、僕は……。


　思わず唇を嚙かむと、剣次は僕の表情に気づいたのか、慌てたように、


「難しく考えないで。なんでもいいんだ。好きなものとか、得意なこととか？」


　彼の言葉に、僕はため息をつく。


　……僕はきっと神経質になり過ぎてる……。


　……いくら彼が調ちよう香こう師しだからって、あの男のことばかり思い出すことはないじゃないか。


「気を悪くした？」


　心配そうに覗き込んでくる剣次に、僕は笑顔を作ってみせる。


「そんなことはないよ。僕の好きな物は……」


　僕は少し考えて、窓の外に目を移す。


「まずは、ルーカ」


「うん」


　剣次は身を乗り出してうなずく。


「それから、この軽井沢の自然。森とか、自然に生えている草とか、野原の花とか」


「うん」


「そして中庭に咲さいてくれている、たくさんのバラ」


「うん。それから？」


「集中して作品を作れる、心静かな時間」


　剣次は真面目な顔をしてうなずいてくれる。


「あなたの作品の美しさは、きっと、あなたのその安らかな心から来ているんだと思う」


　それから何かを考えるような低い声で言う。


「あなたの心の静けさを、俺が少しでも支えてあげられたらいいな」


　僕の心臓が、ドキリと跳はね上がる。


　……ああ、だから……。


　鼓動がまた速くなる。


　……その美声は、反則なのに……。


「今の俺は、収入も少ないし、実力もまだまだだし、名前も売れてない。だけど、いつかは有名な調香師になる。孝明みたいな」


「彼を目指しているの？」


　僕の問いに、彼は深くうなずく。それから漆黒の瞳で僕を見つめたまま、


「香水のアカデミー賞と言われている『ＦｉＦｉ賞』って知ってるよね？　『The Fragrance Foundation（アメリカフレグランス協会）』が主しゆ催さいしてて、その年にもっとも優すぐれていると認められた香水に与あたえられる賞だ」


「うん。タカアキはそれで過去に三回、優ゆう秀しゆう賞を取ってるよね」


「入賞した香水のすべてのフラコンを、あなたが製作してる」


　思い詰つめているような真っ直ぐな視線に、僕の頰ほおが少し赤くなる。


　……なんだか、西園への淡あわい気持ちを見み透すかされてでもいるかのようだ。


　僕は思い……それから自分がしばらく西園のことを忘れていたことにハッと気づく。


　……剣次が来る前、僕はことあるごとに西園のことばかり考えていた。


　……だけど、彼が来てからは……？


「俺、素晴らしい香水を作って『ＦｉＦｉ賞』を取りたい」


「素晴らしい香水を作ることができるのなら、賞は関係ない気がするけれど？　タカアキは『あっちが勝手にくれた賞だから』とか言って授賞式に出席すらしなかったし」


　剣次はかぶりを振ふって、


「ううん。素晴らしい香水を作るだけじゃ足りないんだ。俺は有名になりたい。そしてお金持ちになりたい」


　彼の口調には、少しの迷いもなかった。


　青年らしい率そつ直ちよくすぎる言葉。だけど、彼の素直な口調で言われると……。


「お金持ちになりたいっていうのは、なかなか人前では言えない言葉だよね。君が言えば嫌いやみには聞こえないけれど」


「この間まで、俺も孝明の考え方に賛成だった。一流の職人は他人の評価や収入なんか気にするべきじゃないってね。でも……」


　彼は僕を真っ直すぐに見つめて言う。


「俺、あなたに会って、そして一いつ緒しよの家で暮らして、考えが変わったんだ」


「変わった？」


「うん。俺、あなたにフラコンを作って欲しいんだ。今回だけじゃなくて、何度も、何度も。そのためには賞くらい取らなくちゃ。有名にならなくちゃ。家族を養えるくらいにお金もたくさん稼かせがなくちゃ」


　彼は、僕を真っ直ぐに見つめながら言う。


「俺が、あなたを守ってあげたいんだ。精神的にも、肉体的にも、経済的にも」


　彼の言葉に、僕はドキリとする。


　思春期前にはもうガラスに魅みせられていた。だから、誰だれかと深い関係になったことはもちろん、普ふ通つうの恋こいすらまともにしたことがない。


　……ルーカと一緒に日本に来てからは、ずっと『ルーカを守らなくちゃ』って思っていた。


　……だから自分が誰かに守られるなんて、思ったこともなくて……。


　心臓が、キュン、と甘く痛んだ。


　……守ってあげたいなんて言われたの……初めてだ……。




麻生剣次







「……ケンジ。もしも時間があったら、午後から街に付き合ってくれない？」


　ランチの皿を並んで洗っている時、ジョルジョが小声で言った。


「もちろんいいけど。そしたら俺が運転するから三人で……」


「……シッ。声が大きい」


　ジョルジョがちょっと慌あわてたように言って、綺き麗れいな人差し指を唇くちびるの前に立てて見せる。


　ソファに座ってテレビを見ているルーカの方をチラリと窺うかがってから、


「……お隣となりのご夫ふう婦ふに協力してもらってる。ルーカはお隣に遊びに行くことになってるんだ。今日は、実は、ルーカの誕生日なんだよね。ケーキの材料を買いに行きたいんだ」


「……ええっ？」


　俺は驚おどろいてしまう。


　……せっかく仲良くなったのに、そんなすごい行事を見み逃のがしたらダメじゃないか！


　……よし、頑がん張ばるぞ！


「……俺もプレゼント買います。一緒に街に行きましょう」


　俺が囁ささやくと、ジョルジョは少し驚いた顔で、


「プレゼント？　いや、君はお客様だし、無理をしてくれなくても……」


「いいえ。今はお客様だけど、いつかはルーカのお父さんになるかもしれないし」


　不思議そうにする彼に、俺は片目をつぶってみせる。


「あなたと俺が結けつ婚こんしたら、ルーカは二人の子供でしょう？」


　俺は言ってしまってから、ハッとして、


「でもよく考えたら、俺よりもあなたの方が年上だ。だから、結婚の時には俺があなたの籍せきに入って……ってことは、俺とルーカは戸こ籍せき上は兄弟になるのか？」


　彼は目を丸くしてから、クスリと笑って言う。


「それは、僕が君のプロポーズを承しよう諾だくしたとしたら、でしょう？」


　彼の余よ裕ゆうの表情が、なんだか憎にくたらしい。俺はムキになりながら、


「あなたはいつか俺のプロポーズを承諾するんです。だってそういう運命だし」


「その自信はどこから来るのかなあ？」


　彼は可笑おかしそうに言って、キッチンを出ていく。


　そのほっそりした後ろ姿に見とれ……それから俺はふと暗い気持ちになる。


　……ジョルジョが、ルーカを自分の養子にできる日は、本当に来るんだろうか？


　……それにあの強ごう引いんで傲ごう慢まんなロッスィ社長を敵に回して、こんなに繊せん細さいな人が、果たして戦うことができるんだろうか？





　　　　＊





「軽井沢のメインストリートって、結構賑にぎやかなんだね」


　俺はあたりを見回しながら言う。


　煉れん瓦が造りのカフェや、洒落しやれたディスプレイのお店。


　初めてくる軽井沢は、予想以上に賑やかで洒落ていた。


「お店も結構オシャレだよね」


「高級別べつ荘そう地ちがあるからね。夏になるともっと賑やかになるよ」


　俺たちは、まずは輸入食材を扱あつかっている大きなスーパーに向かった。


　そして、料理に使うハーブや、ロースト用の大きな牛のモモ肉、ムニエルにする新しん鮮せんな鱒ます、それにケーキ用の粉や卵、生クリームやフルーツを買った。


　不足していたカンヅメや調味料、大人向けにワインもついつい買い込んでしまったから、荷物はかなりの重さになっていた。


　たくさんの食材をいったん車に積み込んでから、俺とジョルジョはもう一度メインストリートに戻もどる。俺からのプレゼントを探すためだ。


「ルーカは可愛かわいい顔して大人っぽいからなあ。何をあげればいいんだろう？」


　俺の言葉に、ジョルジョは少し考える。それから楽しそうに、


「そういえば、ルーカは大きくなったら調ちよう香こう師しになりたいって言ってたよ。僕のために香水を調香してくれるんだって」


「ええっ？　ライバル出現だ！」


　俺は言ってから、


「じゃあ、調香に使う何かとかあげたら、ちょっと喜ぶかなあ？」


「ルーカは、前にタカアキのアトリエに行った時、調香に使う秤はかりとか、ガラスの瓶びんとかを、本当に熱心に眺ながめていた。タカアキが根負けしてビーカーとスポイトをあげていた。ルーカはそれを今でも大切に本ほん棚だなに飾かざってる」


「調香はしてないの？」


「香油がないから。あれは高価でしょう？　子供が扱うにはちょっと贅ぜい沢たく過ぎる」


「たしかに。あ、そうだ！」


　俺はあることを思いついて声を上げる。


「このへんにキッチン用品の店ってないかな？」


「キッチン用品？　たしかにルーカはお料理にも興味があるみたいだけど……」


「お料理じゃなくて、調香の基き礎そのためのグッズを買うんだ。喜んでくれるといいな」


　俺はジョルジョにキッチン用品を置いている店に連れていってもらった。


　そして可愛らしいトマト形の鍋なべと、漉こし器、それにお洒落な感じの小瓶を購こう入にゆうする。


「なんだろう、そのプレゼント？　でもなんだか可愛いね」


　それをプレゼント包装してもらっている俺の脇わきで、ジョルジョが言う。


「これがなんなのかは、後のお楽しみだよ」


　俺は片目をつぶってみせ……それからあることに気づく。


「ねえ、どうせなら賑やかなパーティーの方が楽しくない？」


　俺はふと思いついて言う。


「お隣の八木さんご夫婦だけじゃなくて、孝明と、ハニーの亮介さんも呼んじゃわない？　今日って土曜だから亮介さんも休みじゃないかな？」


「え？」


「俺の家、五人兄弟だろ？　ただでさえ賑やかなところにさらにご近所の人たちまで押しかけて来て……誕生日はいつもめちゃくちゃ賑やかだったんだよね」


　俺は思い出して、笑ってしまう。


「子供心に結構嬉うれしくてさ。こんなたくさんの人が誕生日を祝ってくれるんだって」


「そういうもの……かな？」


「そう思うけど」


　ジョルジョは俺の言葉ににっこり笑う。


「ありがとう。それじゃ、早さつ速そく二人を呼んじゃおうか」


　言って、携けい帯たい電話で西園に電話をかけ始める。


　ルーカの誕生日なんだと言っただけで、西園は軽井沢まで来ることをあっさり承諾したらしい。ジョルジョはほんの短い会話だけで電話を切る。


「すぐプレゼントを用意して出発するって。亮介くんも今日はお休みだから一いつ緒しよに来るって」


「よし！　二人増えたらご馳ち走そうの材料が足りなくなるかな？」


　俺の言葉に、ジョルジョはものすごい重さの紙かみ袋ぶくろを思い出したらしく苦く笑しようする。


「いや……あの量なら十分だと思うよ」


「じゃあ、あとは……」


　俺は少し考えて、


「ケーキは自分で焼くんだよね？　ロウソクってどうするの？」


「ロウソク？　そういえば、あれってどうすればいいんだろう？」


「きっとケーキ屋さんで分けてもらえるよ。……行こう」


　きょとんとした顔をするジョルジョの肩かたを、俺はどさくさに紛まぎれて握にぎりしめる。


　フワ、と香かおった芳かんばしい彼の香りに、ドキリとする。


　抱だき寄せた肩は思ったよりもさらに華きや奢しやで……俺はこのまま抱きしめてキスをしたいという衝しよう動どうと必死で戦うことになる。


　ジョルジョは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたようにするけれど、そのままの恰かつ好こうで歩きだす。


　……ああ、今夜は楽しい誕生日会になりそうだ！




ジョルジョ・ダニエリ







　その夜は、本当に楽しいパーティーだった。


　ゲストは八木さんのご夫ふう婦ふと、そしてゴールデンレトリバーのラルフ。


　東京から駆かけつけてくれた西園と、その恋こい人びとの亮介くん。


　買い物から戻った僕と剣次は、ものすごい速さで食事の準備をした。


　軽井沢特産の信しな濃の牛ぎゆうを使った、ローストビーフ。


　この近くの綺き麗れいな川でとれた新鮮な鱒を使った、ハーブの香りのムニエル。


　チーズのソースをかけた、たくさんの温野菜。


　ルーカの大好きな、アルファベットマカロニの入った特製のトマトスープ。


　剣次は料理をしている僕のタイミングを読んで完かん璧ぺきに補ほ佐さをしてくれて、僕たちは短時間で七人分のディナーを作り上げることができたんだ。


　そしてデザートには……。


「うわあ、ケーキだっ！」


　僕が冷蔵庫から出したケーキをテーブルに載のせると、ルーカはとても嬉しそうに言う。


「まあまあ、素す敵てきなケーキだこと」


「ロウソクが六本だ。ルーカは今日から六歳だもんねえ」


　八木さんの言葉に、ルーカは生意気な声で、


「うん。僕ももうオトナの仲間入りだよ」


　言って胸を反らしている。ケーキを取り分けるお皿を並べてくれていた亮介くんが、


「すごい、生クリームの飾りの形とか、完璧。ジョルジョさんって本当に器用で、オレ、憧あこがれちゃうなあ」


　無む邪じや気きな口調で言う。


「ケーキだけじゃない。ジョルジョの作るクッキーもスフレも完璧だ」


　西園の言葉に、亮介くんはちょっとだけ拗すねたような顔になる。


「どうせオレはなんにも作れないよっ」


「俺が作ってやってるんだからいいだろう？」


　拗ねた亮介くんをなだめる西園の顔には、本当に愛いとおしげな笑えみがある。


　もちろん前から亮介くんのことは大好きだった。


　だけど前は、西園の恋人になれた彼のことが、ちょっとだけうらやましくもあった。


　……でも。


「電気消すよー！　孝明、ロウソクに火を点つけて！」


　部屋の隅すみ、電気のスイッチに手を置いた剣次が叫さけんでいる。


　僕は、彼の顔を見ながら、なぜだか一人で赤くなる。


　……どうしたんだろう？　憧れていた孝明がいるのに剣次のことばかり見てしまう。


　……それに、二人にどんなにイチャつかれても、なんだか、あたたかい気持ちで見守ることができるっていうか……。


「点いた。電気を消せ、剣次」


　西園の言葉に、剣次が明かりを消す。


「うわあ」


　ルーカが、ロウソクを見つめながらうっとりと言う。


「すっごく綺麗だね」


「見とれてないで、ちゃんと吹ふき消せよ、ルーカ」


　部屋を横切ってきた剣次が、ルーカの肩を抱き寄せる。


「全部吹き消せれば、今年はおまえにとって、最高にツイてる年になるんだぞ」


「本当に？　僕、頑がん張ばる！」


　ルーカはその小さな胸いっぱいに息を吸い込み、思い切りロウソクの火を吹く。


「フウーッ！」


　六本の小さなロウソクは揺ゆらぎ、そしてフッと炎ほのおが消える。


「やったな、ルーカ！　今年はラッキーだぞ！」


　剣次がルーカの髪かみをクシャクシャと撫なでる。


「やった！　いいことがたくさんあるかな？」


「もちろんあるさ。もう、数え切れないほど！」


「本当に？」


「本当だよ！」


　剣次は言って席を立ち、暗がりの中で部屋を横切って明かりを点ける。


「そうだわ、これ、私たちからのプレゼント」


　八木さんのご夫婦が、可愛かわいい包装紙に包まれたプレゼントをルーカに渡わたす。


「わあ、なんだろう？」


　ルーカは包みを開けて、中からサマーセーターを取り出す。


　洒落しやれたオリーブグリーンのセーターの胸には、ラルフらしき犬の模様。


　ルーカに似合いそうな、かなり可愛いセーターだ。


「彼が毛糸を染めて、私が手編みしたのよ」


　八木さんの奥さんが恥はずかしそうに言う。


　奥さんの趣しゆ味みは編み物、旦だん那なさんの趣味は染め物。二人で共同製作してくれたんだろう。


「うわあ、お上手ですね。しかもすっごくいい色」


　亮介くんが感心したように言う。ルーカは嬉うれしそうに絵を眺ながめながら、


「どうもありがとう、ヤギのおじさん、おばさん！　大事に着るねっ！」


　ルーカの言葉に、八木さんご夫婦は嬉しそうにうなずく。


「立派なプレゼントの後に出すのは、ちょっとアレなんだけど……」


　西園にうながされた亮介くんが、言って紙包みを取り出す。ルーカにそれを渡して、


「リクエストのあった、例の品だから」


「わあい、ありがとう！」


「リクエスト？」


　僕が言うと、ルーカと亮介くんは顔を見合わせる。西園が可笑おかしそうに、


「前にルーカからリクエストされて買ってあったんだ。今度来る時に渡そうと思っていたんだが、今日渡せてよかった」


「プレゼントのリクエストをしてたの？　ちゃっかりした子だなあ」


　僕が言うと、ルーカは可笑しそうに笑いながら、包み紙を開ける。


「わあい、ゲームキッズ・ミニだ！　『虫むし捕とりゲームキング』のソフトもある！　嬉しい！」


「限定色だぜ？　それゲットするために、めちゃくちゃ並んじゃったよ」


　亮介くんがその時のことを思い出すかのようにゲッソリした顔で言う。ルーカは、


「嬉しい！　二人ともありがとう！　テレビで見て絶対に欲しかったんだ！」


　その言葉に、亮介くんと西園は嬉しそうに顔を見合わせる。


「それならよかった」


「ああ、二人で並んだかいがあったな」


「ええっ？　孝明も並んだの？　想像つかない！」


　剣次の言葉に、みんなが笑っている。


　僕は、見たことのないミニゲーム機と、僕の知らないゲームに喜んでいるルーカを不思議な気持ちで眺める。


「……ルーカって、実はゲームに興味があったんだ？　僕にはそんな話、したことないのに」


　僕が思わず呟つぶやくと、隣となりで剣次が笑って、


「子供には、親に話してない話が結構あるんだよ。これからますます増えるよ？」


「なんとなく寂さびしいみたいな気もするけど」


「まあ、ルーカの独り立ちまではまだまだ時間があるよ。それに……俺がいるから寂しくなんかないだろ？」


　ふいに甘い声を出されて、心臓がドクンと跳はね上がる。


　僕は鼓こ動どうが速くなったことを気づかれないように、彼から目をそらす。


「自分だって子供みたいなくせに」


「そんなこと……あっ、次は俺の番？」


　剣次が言って、後ろに隠かくしていた包みを取り出す。


「これ、プレゼント！」


「わあ、ありがとう、ケンジ！」


　ルーカは楽しそうに包みを開け、中から鍋なべと漉こし器、それにガラスの瓶びんが出てきたことに目を丸くする。


「わあ、トマトのお鍋、可愛い……けど……？」


　不思議そうな顔で剣次を見上げている。剣次が得意そうに、


「これ、説明しなきゃ解わからないかも知れないけど……」


「ああ……バラ水か」


　剣次の言葉を遮さえぎって、西園が呟く。剣次が、


「こらあ、先に言うなっ！」


　言って、ひらがなで書かれた手書きのレシピを渡す。


「この通りに作ると、バラの花からバラ水ができる。おまえに調ちよう香こうはまだちょっと早いから、まずは香かおりの基き礎そからな」


「バラ水ってなあに？」


　不思議そうに聞くルーカに、剣次は、


「昔から作られていた香水の元祖かな？　身体からだに振ふりかければ香水の代わりになるし、顔につければ肌はだがツルツルになる」


「うわあ。僕にもタカーキやケンジみたいに香水が作れるの？」


　ルーカが言って目を輝かがやかせる。


「香水……っぽいもの、だけどな」


「どうもありがとう、ケンジ！　明日一いつ緒しよに作ってくれる？　僕、パパーにプレゼントしたいんだ！」


「よし、明日は俺が手取り足取り基礎を叩たたき込んでやる！」


　剣次が張り切って言っている。僕は、そろそろいいかな、と思って、後ろに隠してあった包みを取り出す。


「ルーカ。これ、僕から」


　僕が用意したのは可愛い紙で包み、リボンをかけた、平たい包み。


「わあ、なんだろう？　開けてもいい？」


「もちろん」


　ルーカは嬉しそうにリボンを解ほどき、包みを開く。そして……。


「うわあ！」


　そこに入っていたのは……。


「わあ、ルーカとジョルジョだ！」


　剣次が覗のぞき込み、感心したように言ってくれる。


　僕のプレゼントは、額に入れた、一枚の絵。


　淡あわい水すい彩さいで描えがいた、僕とルーカの肖しよう像ぞう画がだ。


　緑の木々をバックに、並んで微ほほ笑えむ、僕とルーカ。


　肩かたを寄り添そわせた二人は、まるで本物の親子みたいに見える。あまりに幸せそうな絵に、僕は自分で描かきながら、思わず涙なみだぐみそうになった。


　……僕とルーカが本当の親子になれるのは、いつなんだろう？


「ここに来てからバタバタして、二人で撮とった写真が一枚もないなって気づいたんだ。だから絵に描いてみた。僕と、六歳のルーカだよ」


「パパー」


　ルーカが言って、僕の身体にしがみついてくる。


「パパー、大好き！」


　彼の小さくて熱い身体を抱だきしめながら、僕は、心の中で神様に祈いのる。


　……神様、あなたは僕から愛する姉さんを奪うばってしまった。


　……だからもう、これ以上僕から誰だれかを奪わないで欲しいんです。


「僕も大好きだよ、ルーカ」


　ルーカの金色の髪かみに顔を埋うずめながら、僕はなんだか泣きそうになる。


　……あの男が僕とルーカを引き離はなしたりしないように、どうか守ってください。


　……そしていつか、二人を本当の親子にしてください。




麻生剣次







　お隣の八木さんのご夫ふう婦ふは、もう寝ねる時間だから、と九時くらいに帰っていった。


　ルーカははしゃぎ疲つかれたらしく、八木さんが帰ってすぐに居い眠ねむりを始め、今いま頃ごろは自分の部屋で安らかな顔をして眠っているだろう。


　西園と亮介くんは、俺の借りている離れの、余っている寝しん室しつに消えた。


　酔よっぱらった亮介くんの目はなんだか潤うるんでいて、肩を支える西園の視線はやたら甘くて。


「俺、今夜はこっちの母おも屋やに泊とまってもいい？」


　俺が言うと、ジョルジョは不思議そうな顔をして、


「ベッドルームは余ってるから別にいいけど……急にどうしたの？」


「あのラヴラヴぶりじゃ、あの二人、今頃絶対に始めてるし」


　俺は赤くなってしまいながら、離れを親指で指さす。


「始める？　何を？」


　ジョルジョは不思議そうな顔で首を傾かしげ……それからなんのことだか気づいたように急に赤くなる。


「そ、そうか……恋こい人びと同士だもんね」


　恥はずかしそうな声が、なんだかやたら可愛かわいくて、俺はドキリとする。


「そしたら、こっちに泊まった方がいいね。予備の寝室に案内するよ。……来て」


　彼がソファから立ち上がり、俺の先に立って歩き始める。


　フワリと漂ただよう彼の香りが、俺の鼻び孔こうをくすぐっている。


　……ああ、本当にいい香りだ……。


　……この香りが、再現できているといいんだけど……。


　俺はポケットに入っている小さな瓶を、キュッと握にぎりしめる。


　これは、昨夜ゆうべやっと作り上げた、俺の最新の香水。


　彼にあげるために調香した、彼のための香りだ。


「ここだよ。どうぞ。掃そう除じしておいてよかった」


　彼が案内してくれたのは、母屋の一番端はし、ルーカの部屋とは反対端に当たる部屋だった。


　艶つやのある木の床ゆか、高い天てん井じよう、レトロな手吹ふきガラスの照明。


　彫ちよう刻こくの施ほどこされたヘッドボードのある、キングサイズのベッド。


　大きなフランス窓があり、そこからテラスに出て、階段を下りたらそのまま庭に出られるようになっている。窓のそばには、向かい合った一人掛がけのソファとサイドテーブル。


　どうやら、専用のトイレやバスルームもついているらしい。


　シンプルで、とても素す敵てきな部屋だった。


「疲れたでしょう？　ゆっくりやすんでね。それじゃあ、僕は……」


「ジョルジョ」


　踵きびすを返そうとする彼を、俺は慌あわてて呼び止める。


「少し、話していかない？」


　俺が窓まど際ぎわのソファを指さすと、ジョルジョは少しだけ考え、それからうなずく。


「じゃあ、少しだけ」


　窓際まで歩き、ソファの一つに座る。それから、


「今日はありがとう。君のおかげでルーカは本当に楽しそうだった」


「それならよかった」


　俺は嬉うれしくなって答える。彼はふいに俺から目をそらし、窓の外に揺ゆれている木々を見つめながら、


「……そういえば、僕がルーカの誕生日を祝ってあげるのは、初めてなんだよね」


　小さな声で呟つぶやく。


「去年は一緒にやらなかったの？」


　俺の言葉に、彼は苦しげな顔をする。


　……うわ、やばいことを聞いちゃったかな？


「あ、ごめん……なにか気に障さわること言ったのなら……」


　俺が慌てて言うと、彼はなんだかちょっと寂さびしげに微笑んで、


「こっちこそごめんね。僕、君に気を遣つかわせてばかりみたいだね」


「そんなことない、俺が粗そ忽こつだから」


　言うと、彼はなんだかすごく優やさしい顔で微笑んで、


「君はすごく優しいよ。……君になら話してしまってもいいのかな」


　どこか遠くを見つめながら言う。


「少し愚ぐ痴ちを言ってしまってもいい？」


「もちろん。あなたが少しでも気が楽になるなら、俺はなんでもする。愚痴を聞くくらいなんでもない。……ていうか、あなたのこと聞かせてもらうの光栄なくらいだよ」


　俺が彼の顔を覗き込みながら言うと、彼はその顔に花のような笑えみを浮うかべてくれる。


「ありがとう。本当に優しいんだね」


　そして視線をまた遠くに移して静かな声で話し出す。


「去年のルーカの誕生日の直前、長いこと入院していた姉が亡なくなった。もともと身体からだの強い人じゃなかったけど、ルーカを産んでからますます弱くなったみたいで」


　俺は、家のそこここに置いてある、彼のお姉さんの写真を思い出す。


　透すき通るような肌はだと、背中に流れる長い漆しつ黒こくの髪、澄すみ切った瞳ひとみ。


　控ひかえめな笑みも、そして神こう々ごうしい天使のような美び貌ぼうも二人はまるで双ふた子ごのように似ていた。


「僕らの両親は、僕が中学生の時に亡くなった。姉は大学をやめて働き、僕を高校だけじゃなくて美術大学にまで行かせてくれた」


　彼は遠くを見つめたまま、静かな声で話してくれる。


「『あなたの作るガラスが大好きよ。だから頑がん張ばって立派なガラスデザイナーになってね』姉はよくそう言ってくれていた。美しく、聡そう明めいで、優しい姉は、僕の親代わりというだけでなく、憧あこがれの人で、そして一番の理解者だった」


　……そんな人が亡くなったら……どんなに深い痛手を受けるだろう？


　俺の心がズキリと激しく痛む。


　……そんな深い傷が、たった一年で癒いえることなどあり得ない。


　……きっとジョルジョもルーカも、愛する人を失った悲しみを心の中に秘ひめている。


　……なのに、いつも気き丈じように振ふる舞まっていて……。


　そんな二人がいじらしくて、愛いとおしくて、胸が激しく痛む。


「姉さんの忘れ形見というだけでなく、僕はルーカを本当に愛してる。だけど、姉さんみたいに立派にルーカを育てられるのか……たまに自信がなくなるんだ」


　彼は静かな声で言って、儚はかなげに微ほほ笑えむ。


「精せい一いつ杯ぱい、やってるつもりなんだけどね」


　……この人を、俺が守ってやりたい。


　……俺に、財力や、実力や、名声や……そんな力があればいいのに……。


「あなたは本当に頑張ってる。一人きりでルーカの人生を背負おうとして、頑張り過ぎなくらいに頑張ってる」


　俺が言うと、ジョルジョは驚おどろいたように目を上げる。俺はソファから立ち上がり、


「俺がいる間は、俺がそれを半分背負うよ」


「……え？」


「だからあなたは、もう少し肩かたの力を抜ぬいて」


　身を屈かがめて、彼の細い肩を、そっと両手で包み込む。


「……あ……」


　間近に見つめると、彼の桜色の唇くちびるが、小さくため息を漏もらす。


　……え？


　俺は彼の目が潤み、彼の身体が小さく震ふるえていることに気づく。


　……もしかして……？


「ジョルジョ。すごく色っぽい顔」


　俺が言うと、彼はヒクリと身体を震わせる。


　その少し怯おびえたような顔が、あまりにも可愛くて、色っぽくて……俺の理性がそのまま吹き飛んでしまう。


　……ああ、ダメだ……。


　……ずっと我が慢まんしていたのに……。


　俺は目の前の美しい人を見つめながら、激しい欲望に目が眩くらみそうになっていた。


　……今夜はもう、我慢できない……。




ジョルジョ・ダニエリ







「ジョルジョ。すごく色っぽい顔」


　剣次が囁ささやき、手を伸のばして、僕の顎あごをそっと持ち上げる。


「キス、したい。……いい？」


「……え？」


　あまりにも唐とう突とつな言葉に、僕はとっさに答えることができない。


「いいよね？」


　剣次が低い声で囁き、顔を近づけてくる。


「……あ……っ」


　とっさに目を閉じてしまった僕の唇に、あたたかなものが重なってきた。


「……ん……っ」


　心臓が、ドクンと跳はね上がる。


　……剣次に……？


　……キス、されてる……？


「……んん……っ」


　抵てい抗こうしなきゃ、と思うけれど、チュ、と軽く吸い上げられて、身体が震えてしまう。


　僕の震えを承しよう諾だくと取ったのか、彼のキスが大だい胆たんになる。


「……んん……あ……っ」


　何度も何度も角度を変えて唇を奪うばい、そして一いつ瞬しゆんだけ顎の力の抜けた隙すきを狙ねらって、歯列の間から、濡ぬれた舌を滑すべり込ませてきて……。


「……あ、んん……っ」


　彼の手が、僕の両方の二の腕うでをしっかりと摑つかまえている。


　押し返したくても、強い力で腕を握にぎりしめられて身動きができない。


「……んんん……ダメ……っ」


　逃にげようとする僕の唇を、逃がさない、とでも言うように彼の唇が追ってくる。


「……んん……んんん……っ」


　お仕置きをするように唇を舐なめ上げられ、身体に不思議な快感が走る。


「……あぁ……ん……っ！」


　彼の舌が口こう腔こうに忍しのび込み、僕の舌を絡からめ取る。


「……んう、くぅ……っ！」


　愛あい撫ぶするように淫みだらに舌を舐められ、チュッと吸い上げられて……足先から、甘い電流が駆かけ上ってくる。


「……うう、や……んん……っ！」


　電流は全身を痺しびれさせ、そして腰こしの辺りにジワリと熱く集結する。


「……ンン……！」


　……ああ、どうして……？


　僕は、自分が感じてしまっていることに気づき、愕がく然ぜんとする。


　……彼は、僕よりも七つも年下で……。


　……それに僕には、ルーカがいて……。


　……なのに……。


　彼のキスは、巧たくみと言うよりどこか不慣れで強ごう引いんだった。


　いかにもモテそうな目立つルックスとはうらはらに、そのキスは彼の純じゆん粋すいさを表しているようで……僕の鼓こ動どうを速くしてしまう。


　……ああ、ダメ、なのに……。


　僕が抵抗を止やめたことに気づいたのか、獰どう猛もうだった彼のキスが、ふいに優やさしくなる。


「……好きだよ、ジョルジョ……」


　かすれた声で囁いて、味わうような優しいキス。


「ンン……ア……ン……」


　唇から漏れる呻うめきが、ふいに甘くなってしまう。


　……少年のような強引な行動と、囁きに含ふくまれた大人の甘さ。


　僕は、陶とう然ぜんと彼のキスを受けながら思う。


　彼のその危あやういバランスは……なんてセクシーなんだろう……。


　部屋の中にふんわりと漂ただよっているのは、庭で咲さいている花の香かおり。ジャスミンの香りだ。


「……ンン……」


　僕の身体からだが、さらにジワリと熱を持つ。


　純粋なジャスミンの香こう油ゆは、昔は媚び薬やくとして用いられたこともあるらしい。


　その効能を証明するかのように、僕の脚あしの間は、彼のキスだけで熱くなってしまって……。


「……ジョルジョ……」


　囁いて、彼が名残なごり惜おしげに唇を離はなす。ホッとしたのも束つかの間、彼の腕が僕の身体をいきなり抱だき上げた。


「……えっ？　ああ……っ！」


　そのままベッドに押し倒たおされて、僕は驚いて逃げようとする。


　剣次は僕の上に獰猛な獣けものみたいにのしかかり、逃がさない、とでも言うように僕を強く抱きしめた。


「……ああ……！」


　僕の唇から、勝手に声が漏もれてしまう。


　……だって、熱くなった脚の間の部分が、彼の腿ももに……。


「……や……あっ！」


　暴れて逃げようとする僕を、彼の腕がさらに強く抱き寄せる。


「感じてくれたんだ……？」


　どこか呆ぼう然ぜんとしたような彼の呟つぶやきに、僕の頰ほおがカアッと熱くなる。


「……だって、君があんなキスをするから……っ」


　僕の声は今にも泣きそうにかすれていた。


「……バカみたいだろ？　大人なのに、こんな……っ」


「バカみたいなんて思うわけないだろ？　めちゃくちゃ嬉うれしい」


　彼が囁いて、キュウッと強く僕を抱きしめる。


「……あ……っ」


　僕はあることに気づいて声を上げる。


　押しつけられた彼の身体にも……熱くて、硬かたいものがある。


「バカみたいって言うなら、俺も同じだよ。だって……」


　彼が僕の髪かみにそっと唇を埋うずめる。かすれたセクシーな声で、


「あなたとのキスに、こんなに感じちゃってるんだ……」


　キュッと抱きしめられて、彼の形と熱さがダイレクトに伝わってくる。


「……ああ……っ」


　唇から、勝手に甘いため息が漏れる。


　僕の屹きつ立りつに押し当てられているのは、硬く引き締しまった、筋肉質の彼の腿。


　彼が微かすかに身じろぎをしただけで、彼の腿の筋肉の動きに刺し激げきされてしまい……。


「……くう……っ」


　下着の下、先せん端たんからいきなり先走りの蜜みつが溢あふれ……僕は必死で唇くちびるを嚙かむ。


「……ん、く……っ！」


　……ああ、めちゃくちゃ恥はずかしい……。


　僕は彼の肩かたに顔を埋めながら、泣きそうになる。


　……だって、彼も感じてくれたんだと思ったら、身体がますます熱くなって……。


「……ああ……」


　僕の髪に顔を埋めた彼が、かすれた声で呟く。


「もう我が慢まんできない……どうしよう……？」


　彼の声があまりにセクシーで、僕の目の前が真っ白になる。


「……僕も……」


　僕の唇から、正直な気持ちが勝手に漏れてしまう。


「……我慢できない……」


　蚊かの鳴くような声で漏れたその囁きを、剣次は聞き逃のがさなかった。


「ホントに？　俺たち、同じことをしたいと思っている？」


「……そう……かも……あっ！」


「ジョルジョ！」


　彼の逞たくましい腕が、さらにきつく、僕を抱きしめる。


「あなたはオトナで、しかもいつもルーカのお父さんって顔をしてるから、なんだかすごく恋こいに慣れていそうな気がするけど……」


　見つめてくる、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。


「……本当は、とても純情で、とても感じやすい人なんだね」


　彼の視線は、犬のような従順さとは違ちがう、どこか獰猛な光を帯びていて。


　……大型犬っていうよりも、もしかして若いオオカミ？


「……君は、これからとんでもなくいい男に変身するかもしれないね」


　僕が思わず言ってしまうと、彼は驚おどろいた顔をし、それから真面まじ目めな顔でうなずく。


「そうなるように努力する。っていうか、絶対にいい男になるよ、俺」


　誠実な声に、僕の心がなぜかキュッと痛む。


「君のパートナーになれる人は幸せだ」


　僕が言うと、彼は驚いたように目を見開き、それから急に照れたような顔になって、


「本当？　そう思う？」


　僕は、胸の痛みをこらえながら言う。


「うん。きっと君は、可愛かわいい女の子と幸せな結けつ婚こんをするんだろうな」


「……え？」


　さっきまであんなに嬉しそうだった彼の顔に、急に愕然とした表情が浮うかぶ。


「どうしてそんなことを言うんだよ？」


　彼はとても苦しげな声で言い、僕を真っ直すぐに見つめてくる。


「俺、あなたのことを愛してしまったって、告白してるのに」


　彼の瞳が、肉食獣じゆうのそれのように獰猛に煌きらめく。


「俺の言うこと、本気にしてくれてないんだね？　それなら解わかるまで何度でも言うよ」


　彼の腕うでが、僕の身体をさらい込む。


「愛してる、ジョルジョ……！」


　彼が言い、その唇が、僕の首筋に深いキスをする。


「……ああ……っ」


「俺、本気だから」


　耳元で囁ささやかれるのは、心を直接揺ゆらしてくるような低い美声。


「……あ……っ」


　身体が知らずに反応して、ジワリと熱くなる。


　……ああ……彼とは会ったばかりで、しかも七つも年下で……。


　……なのにどうして、こんなに心が揺れるんだろう……？


　剣次の手が、僕を怯おびえさせまいとするようにゆっくりと僕の身体の上を辿たどる。


　そして綿シャツの上から、乳ち首くびを探し当てる。


「……やぁっ……」


　初めて他人に触ふれられる、あまりにも強きよう烈れつな感覚。


　……ああ、こんなところが感じるなんて。


　僕は唇を嚙み、思わず彼のシャツを摑つかんでしまう。そして、やっと気づく。


　……僕は……震ふるえてしまっている。


「……可愛い、ジョルジョ。愛してるよ」


　剣次の大きな手が、僕の手をそっと握にぎりしめる。


「震えてるんだね。俺が怖こわい？」


　澄すみ切った漆黒の瞳。上から真っ直ぐ見下ろされて、僕は恥ずかしくて思わず目をそらす。


「こ……怖くない……」


「それなら……」


　剣次の手が、僕の手から離はなれる。


　彼の手が、ゆっくりと動く。指先で、僕のシャツの一番上のボタンに微かに触れる。


「……ボタンを外されたら、怖い？」


　彼の手でボタンを外されると考えるだけで、心臓が、ドクンと跳はね上がる。


　ガラス職人を目指していた僕は、修しゆ業ぎように夢中で誰だれかと付き合う暇ひまもなかった。


　たった一人、西園に対しては、ほのかな想おもいを自覚したけれど……告白すらできないまま、彼には運命の人が現れてしまった。


　僕は、誰かと身体からだを重ねるどころか、キスすらしたことがなかった。


　いつか誰かと本当の恋をしたい……僕だってやっぱりそう強く望んだ時期もあって。


　……だけど……。


　姉が亡なくなって、僕はルーカの父親になろうと決めた。


　ルーカのためだけに生きていく、そのためなら自分は恋なんかしない、そう決めたんだ。


　……それに……。


『……本当は、おまえを愛していた』


　耳の奥に、あの男の低い声が蘇よみがえる。


『……おまえを自分の物にするために、私はおまえの姉と結婚したんだ……』


　僕の身体が、小さく震え始める。


　あの男に押し倒たおされた時の恐おそろしさが、身体に蘇る。


　そして……身体を冷たく凍こおらせる、あの時と同じ怯え。


　それは、さっきまでの甘い気分とは全く違う、本当の怯えで……。


「い……嫌いやだ！」


　僕は思わず叫さけび、右手を振ふり上げて……。


「僕に触れないで！」


　パン！


　彼の頰ほおが鋭するどい音で鳴った。


「……あ……っ」


　僕はそこでハッと我に返る。


　目の前にいるのは、あの男ではなく、愕がく然ぜんとした表情の剣次だった。


「……ご……」


　剣次の唇から、かすれた声が漏れた。


「ごめんなさい」


　そして、こっちがつらくなるような悲しげな表情で顔をゆがめる。


「そんなに嫌だったんだ？　俺、あなたに嫌きらわれてる……？」


「……違うんだ」


　僕は慌あわててかぶりを振る。


「……嫌なことを思い出して取り乱してしまった。君のことが嫌なわけじゃない」


　僕が言うと、剣次はホッとしたように深いため息をつく。それから何かに気づいたかのようにその秀しゆう麗れいな眉まゆを寄せる。


「……嫌なことを思い出した？　愛あい撫ぶされそうになって？　まさか……」


　呟つぶやくように言い、それからハッとしたように、


「ごめんなさい。詮せん索さくするつもりはないんだけど……」


　そしてさっき以上につらそうな顔になって言う。


「ただ……もしも俺なんかで何か役に立つことがあったら、なんでも言って欲しいんだ」


「……ケンジ……」


「言っただろ？　俺、あなたのことが本気で好きなんだって」


　彼は僕を見つめながら言い、それから苦しげなため息をついて髪かみをかき上げる。


「西園みたいな大人の男ならともかく……俺みたいな年下のガキじゃ、あなたの力になんかなれないのかもしれないけど……」


「ケンジ」


　僕は手を伸のばし、彼の手をそっと握りしめる。


「どうもありがとう。嬉うれしいよ」


「……ジョルジョ……」


　剣次は僕を見つめ、それからふいに深いため息をつく。


「……ああ、あなたを守れるだけの力が欲しい。今はまだ全然足あし下もとにも及およばないけれど、俺はいつか西園を超こえられるような調ちよう香こう師しになりたい」


　彼の言葉と輝かがやく瞳ひとみが、僕の胸を震えさせた。


「君はきっと、素す晴ばらしい調香師になる」


　僕は、彼の手をそっと握ってやりながら言う。


「僕が保証するよ」


　剣次は目を見開き、そして今にも泣きそうな顔で笑う。


「あなたにそう言ってもらえると、本当に勇気が出る。なんでもできそうな気がする。大好きだ、ジョルジョ」


　彼の声が、僕の胸を燃え上がりそうなほど熱くする。


　……ああ、どうしてこんなに……？


「そうだ」


　剣次が僕の上から起き上がりながら言う。


「あのね、香水が出来たんだ」


　言って、ポケットから小さな瓶びんを取り出してみせる。


「よかったら嗅かいでみて欲しい」


　彼の言葉に、僕はうなずいてみせる。剣次が瓶の蓋ふたを開けると、部屋の中に驚おどろくほどいい香かおりが立ち上った。剣次はムイエットにそれを一ひと滴しずく吸わせながら、


「香水の名前は『Infiorataインフイオラータ』花を敷しき詰つめるという意味だよ」


　言って、僕にムイエットを差し出す。


　僕は鼻先でそれをゆっくりと振って……そして陶とう然ぜんとしてしまう。


「主に使ったのは、ダークチェリー、アンバー、アーモンドプラリネ、バイオレット、グリーン、バラ、ジャスミン……そしてムスク」


　剣次の低い声が、囁ささやいてくれる。


　ロマンティックな名前に似合った、蕩とろけそうな甘さ。だけど、その底に沈しずむ香りはどこかクールで、ユニセックスとして使えそうなものだった。


　……そして……なぜか不思議とセクシーな……。


「あなたの肌はだに付けた時、どんな香りになるか試ためしていい？」


　剣次は言って、フラコンの蓋をもう一度開け、指先に香水を一滴だけつける。


　彼のあたたかな指が首筋に触れ、香水をゆっくりと肌に擦すり込む。


「……ああ……」


　僕の唇くちびるからため息が漏もれ、身体が甘く震えた。香りに包まれ、僕は蕩けそうになる。


「……あなたの肌に付けると、さらに色っぽい香りになる。素晴らしいよ……」


　僕の身体を、彼の逞たくましい腕うでがしっかりと抱だきしめた。彼は私の首筋に顔を埋うずめ、


「これはあなたのイメージの香りだ。優やさしくて、見とれるほど美しくて、だけど本質はストイックで……そして、どこか寂さびしそうなんだ」


　彼の言葉に、僕はギクリとする。


「僕にはルーカがいる。寂しいことなど何もない」


　僕が言うと、彼はふいに顔を近づけてくる。


「俺がずっとそばにいて、寂しい顔なんか絶対にしないようにしてあげたい」


　またそっとキスをされて、僕は呆ぼう然ぜんとする。


　……ああ……こんなに心が震ふるえるのは初めてだ……。


　僕と彼は、そのまま我を忘れて何度も何度もキスをした。


　結局それ以上のことは何もせずに二人で並んで眠ねむってしまった。けれど……彼の腕うで枕まくらで目覚めた時、僕はなんだか自分が世界一の幸せ者みたいな気がしたんだ。




麻生剣次







　……いくら世話になった社長からの頼たのみとはいえ、ジョルジョたちを騙だましていることには変わりないんだ。


　夜中に目を覚ました俺は、まだぐっすりと眠っているジョルジョの肩かたに毛布をかけてやり、その安らかな寝ね顔がおを見つめていた。


　……ロッスィ社長からのジョルジョとルーカの居場所を教えてくれという依い頼らいを受けたのは、それがきっとみんなのためになることだと思ったから。


　……でも。


　ジョルジョと出会い、そしてこの家に来てから、俺には解わかったことがある。


　ジョルジョも、ルーカも、この生活を本当に愛している。


　お金はあっても自由のない大だい富ふ豪ごうの生活なんて、二人はきっと望んではいないんだ。


　俺は、ロッスィ社長の冷たい灰色の目を思い出す。


　……もしもこの家の場所を教えてしまったら、きっと彼は二人を迎むかえにここに来る。


　……そしてきっと、ジョルジョとルーカは強ごう引いんに引き離はなされてしまう。


　ジョルジョは、お姉さんの話はよくするけれど、義理の兄であり、ルーカの父親であるロッスィ社長の話を一度もしたことがない。


　そしてルーカの口からも、本当の父親を懐なつかしむような言葉は一度も聞かない。とても頭はいいけれど、彼はまだ六歳だ。もしも父親が少しでも恋こいしければ、それを隠かくすことなどできるわけがないんだ。


　それに……。


　ロッスィ社長は、ジョルジョがルーカを連れて姿を消した理由を『シスター・コンプレックスの気のあったジョルジョが、姉の死にショックを受けるあまりに取った軽けい率そつな行動』みたいに言った。『結けつ婚こん歴のないまだ若いジョルジョに、ルーカが育てられるわけがない。あの二人が幸せになれるわけがないんだ』とも。


　……だけど……。


　俺は、毛布に顔を埋めるようにして眠っているジョルジョの顔を見下ろす。


　その顔には、安らかな幸せ以外のどんな表情もない。


「……んん……」


　ジョルジョの細い指が、俺のパジャマの布地をキュッと摑つかむ。


「……ルーカ……早く寝ないと……」


　美しい唇に浮うかぶのは、このうえなく安らかな笑えみ。


「こんな顔をして眠るあなたが、幸せじゃないわけ、ないよな」


　俺は、彼の艶つややかな髪をそっと撫なでてやる。


　……本当の父親と一いつ緒しよに暮らすのが一番の幸せだ、あの時は俺もそう思ったけれど……もしかしたら、そうじゃない場合もあるのかもしれない。


　俺は空を向いて、ため息をつく。


　……俺は、どうしたらいいんだろう……？


　ブブブブ！


　その音に、俺はギクリとする。


　目をやると、マナーモードにしてあった携けい帯たい電話が、ベッドサイドテーブルの上で振しん動どうしている。


　……ロッスィ社長からだ……。


　一いつ瞬しゆん、無視しようかと思うけれど……そんなことをしても彼は俺が出るまで何度でもかけてくるだろう。


　俺は深いため息をつき、ジョルジョを起こさないようにそっとベッドを下りる。


　……やっぱり、俺にはジョルジョとルーカの幸せを壊こわすことはできない。


　……ルーカの将来のために何をするか……それを決めるのは、きっとジョルジョとルーカの二人なんだ。


　最初は憧あこがれの人だったジョルジョのことを……俺は今では本気で愛してる。


　彼と、そしてルーカのためなら、どんなことでもしてやりたい。


　……だけど……。


　……俺が、この問題に介かい入にゆうする権利は、きっと少しもないんだ。


　俺は、振動し続ける電話を持ってベッドルームを横切り、フランス窓からベランダに出る。


　……明日、ジョルジョにすべてのことを話そう。


　俺が勤めているのはフィレンツェの小さな工こう房ぼうなんかじゃなくて『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』であること。


　俺を入社させてくれたロッスィ社長に頼まれて、二人の行ゆく方えを探さぐっていたこと。


　……俺は間ま違ちがっていた。


　……あの会社にいるために、そして正社員になるために、ジョルジョとルーカのことを売ろうなんて……。


　俺は扉とびらを閉め、通話スイッチをオンにする。


「はい、アソウです」


『やあ、ケンジ。ジョルジョとルーカの居場所は解ったかな？』


　受話器の向こうから、ロッスィ社長の声が響ひびく。


　こうして改めて聴くと、彼の声はなんだかとても冷たい感じに響く。


　……そういえば、この人がルーカを可愛かわいがっているところなんか、どうしても想像できない。


　……彼はルーカがとても可愛いと言っていたけれど、本当にそうなんだろうか？


　……彼はもしかしたら、ただ、跡あと継つぎが欲しいだけでは……？


「いいえ。まだ……」


『君は、本当に噓うそのつけない子だな』


　いきなり言われた言葉に、俺は息を呑のむ。


「……え……っ？」


『ジョルジョとルーカの住んでいる場所を、君はもうすでに知っているんだろう？』


「ち……」


　俺の声が、情けなくかすれる。


「違います！」


『そうやって噓をついて、オトナを舐なめてはいけないよ。君が噓をついていることなど、最初の電話から、もう解っていた』


　彼の声が、獰どう猛もうに低くなる。


『そろそろ私も我が慢まんの限界だ。今日こそ、ジョルジョの居場所を教えてもらえるね？』


　彼の言葉に、俺は唾つばを飲み込む。


　……もしここでノーといえば、彼はきっと俺を許さない。


　……大だい企き業ぎようの調ちよう香こう室しつに就職できて前ぜん途と洋々だったはずの俺の未来は、きっと……。


　俺の脳のう裏りを、ジョルジョと、そしてルーカの笑え顔がおがよぎる。


『ケンジ？　どうしたんだ？』


　いつも紳しん士し然としているロッスィ社長の声に、傲ごう慢まんな苛いら立だちの響きが混ざる。


　本当の父親は……という話をした時の、ルーカの怯おびえた顔が目に浮かぶ。


　そして、その時のジョルジョの苦しげな顔も。


　……ロッスィ社長は、あんな小さなルーカの前でもこんな冷たい声を出すんだろうか？


　思ったら、なんだかたまらなくなる。


　……無む邪じや気きでとても人ひと懐なつこいルーカは、裏を返せばとても寂さびしがり屋で繊せん細さいな子だ。


　……こんな冷たい声を出されたら、きっと……。


「ロッスィ社長、お話があるんです」


　俺が言うと、彼の声がさらに苛立ちを増す。


『手短かにして彼らの居場所を教えてくれ。私は父親として、一刻も早く、愛するルーカに会いたいんだよ』


　俺は緊きん張ちように鼓こ動どうが速くなるのを感じながら言う。


「……もし、あなたなしでもルーカが幸せに暮らしているのだとしたら、どうしますか？」


『どういうことだ？』


　ロッスィ社長の苛立った声に、驚おどろきが混ざる。


「あなたは、ジョルジョとルーカだけで幸せに暮らせるわけがないと言いました。だけどもし二人が幸せに暮らしているとしたら？」


『君はいったい何を言ってる？』


　俺は覚かく悟ごを決めるために深呼吸する。それから、


「俺はあなたに、二人の居場所を教えるつもりはありません」


『なんだと？　何を言っているんだ、君は？』


　ロッスィ社長の声が居い丈たけ高だかになり、罵ば倒とうに近くなる。


『職を失ってもいいのか？　たとえあの二人を隠かくしたとしても、私は今度は別の人間を雇やとって彼らを捜さがし出す。……君にはなんのメリットもないだろう？』


「あなたのような人に、ジョルジョとルーカは渡わたさない！」


　俺は受話器に向かって力ちから一いつ杯ぱい叫さけぶ。


「俺は、彼らを守っていくと心に決めたんだ！」


　電話の向こうで、ロッスィ社長は気け圧おされたようにしばらく黙だまる。それから、


『では、私の会社で働けなくなってもいいというんだな？』


「残念ですが、あなたの会社で働くことは、こちらから謹つつしんで辞退させていただきます」


　俺がわざと丁てい寧ねいに言ってやると、彼は苦々しげな声で、


『解わかった。仕方がない。それなら今夜中に、退職願を書いてＦＡＸで送ってきなさい。明日の朝一番で、望み通り君をクビにしてやる』


「お好きにどうぞ。……さようなら、ロッスィ社長。お世話になりました」


　俺は言って、電話を乱暴に切ってやる。


　……彼の言う通り、今夜中に退職願を出してやる。


　……そしてもう、俺は、こんなにひどい良心の呵か責しやくにさいなまれることもなくなるんだ。




ジョルジョ・ダニエリ







　……あの素す晴ばらしい香水のために……。


　僕は鼻の奥に残っているあの香かおりを思い出しながら、思う。


　……素晴らしいフラコンを作らなくちゃ。


「……結構いろんなものが足りなくなりそうだなあ」


　誕生会の次の日。なぜかとても眠ねむそうな亮介くんと、妙みように元気な西園を、僕らはお昼に送り出した。


　ルーカと剣次は、母おも屋やのベランダにある寝ね椅い子すで、まるで仲良しの二匹ひきの犬みたいにくっつきあって昼寝をしていた。


　……並んで寝ているところは、なんだか妙に心和なごむ風景だったなあ。


　僕は、煉れん瓦が造りの壁かべとガラス製作用の窯かまを持つアトリエにいた。


　材料の並べてある棚たなを覗のぞき、足りない材料を調べていた。


「……カルロさんに連れん絡らくして、送ってもらわなくちゃ」


　カルロさんはグラースにあるガラス原料を扱あつかうお店のオーナー。


　昔、西園が住んでいた屋や敷しきの近所のおじさんで、ガラス原料の専門家。


　この仕事を始めてから西園に紹しよう介かいされ、それ以来、ガラスの配合のことなどなど、本当にいろいろと教えてくれている第二の師し匠しようのような人。


　グラースに遊びに行くたびに僕は彼のお店と倉庫に足を運んで原料を選ばせてもらい、西園と一いつ緒しよに彼の奥さんの手料理をご馳ち走そうになっていた。


　カルロさんと奥さんは古い付き合いだし、本当に信しん頼らいできる人たちだから、僕がルーカを連れてミラノを出たことももちろん報告した。


　その時には、いろいろと相談に乗ってもらって、さらにお世話になってしまった。


　僕は、カルロさんと奥さんの穏おん和わな顔を思い出して、思わず笑みを浮うかべる。


　押し慣れたナンバーをプッシュし、呼び出し音を聞きながら待つ。


『もしもし？』


　聞き慣れたカルロさんの声、あの馥ふく郁いくたるバラの香りに包まれたグラースを思い出して僕はなんだかちょっとホッとする。


「もしもし、ご無ぶ沙さ汰たしてます、ジョルジョです」


　言うと、カルロさんは、ジョルジョ！　と大声で叫んで、


『どうしたんだ？　ここのところ電話がないから心配してたんだよ？　君のところのルーカは元気かな？』


　ルーカを連れて逃にげた時には本当に必死だったから、グラースにいるカルロさんたちに紹介している暇ひまはなかった。


　だけどルーカは電話でカルロさんと話すのが大好きで、すっかり仲良しになっている。


「ルーカは元気です。どんどん生意気になっちゃって。ほんの赤ちゃんだと思っていたのに」


　僕が言うと、カルロさんは可笑おかしそうに笑って、


『ジョルジョがそんなことを言うようになるなんて。すっかり本当のお父さんだね』


　彼の優やさしい声に、僕の心があたたかくなる。


「はい」


　なんだかんだ言っても僕は知り合いには恵めぐまれてるんだと思う。


　……ああ、これでルーカを本当の養子にできたら、申し分なく幸せなのにな。


『さて。電話してきたということは、送って欲しい物があるんだろう？　なんでもどうぞ』


　笑いながら言われたカルロさんの言葉に、僕はメモを取り出す。


「いつも頼たよってしまってすみません」


　僕は言ってから、メモを読み上げていく。カルロさんはその材料が倉庫にあるかどうかをすぐさま返答し、なかったものはすぐに取り寄せて送ってくれると約束してくれる。


　……彼がいなかったら、僕の創作は本当に難しい物になるだろうな。


　……彼には本当に感謝しなきゃ。


　西園の調ちよう香こうする香水は、生産数の少ない限定品が多い。だけど世界中で市し販はんされるものだから、やはり数千個、数万個の単位のフラコンが必要になる。


　その時には僕が型を作り上げ、その型を使っての宙ちゆう吹ぶきをいくつかの工こう房ぼう（僕が信頼している場所ばかりだから技術は確かだけど）に製作を依い頼らいすることになる。


　だけど、店などの内装に使う大型のガラス作品や、今回のように一本だけ作る作品は、僕は一人で最後まで製作をすることができて、かなり特とく殊しゆな技法と材料が使える。


　僕がよく作るのは、ルネ・ラリックが使ったことで有名になったオパルセントガラス。オパールのような輝かがやきを持ったガラスのことだ。


　さまざまな技法を使ってガラスを鋳ちゆう造ぞうしているけれど、僕が一番好きなのは、パート・ド・ベールと呼ばれる技法。


　石せつ膏こうで作った原型の中に、粘ねん着ちやく材ざいと金属化合物を混ぜて作ったガラス粉を入れて、型ごと窯に入れて焼き上げる技法だ。


　その技法の歴史は古く、原点は古代メソポタミアにあると言われている。吹きガラスの普ふ及きゆうとともに一度はまったく作られなくなったけれど、熱心な工芸家たちの手で復活した。僕の師匠であるジョバンニ・ガリバルディも、その研究と復活に手を貸したうちの一人だ。


　イタリアやギリシャの博物館で、古代遺い跡せきから発はつ掘くつされたガラスたちを見て心を奪うばわれて以来、僕はパート・ド・ベールにこだわり続けている。


　生きていくために、そして自分の技術を向上させるためにさまざまな作品と技法を試ためさなくてはいけない。だからいつもパート・ド・ベールばかりで創作ができるわけではない。


　だから。今回の剣次の調香した香水のためのフラコンは、僕にとってもなかなかない、思い切り自分のやりたいことのできる創作のチャンスだ。


　……そういえば。


　僕はふいに思い出す。


　……カルロさんはグラースに住んでいて西園の古い知り合い。と言うことは、西園の幼なじみである剣次とも知り合いなんだろうか？


「そういえば……ケンジ・アソウという青年を知っていますか？　グラースに住んでいた、タカアキの古い知り合いらしいんですが」


　僕の問いに、カルロさんは驚おどろきの声を上げる。


『どうして彼の名前を君が？　ケンジのことなら彼が生まれた時から知ってるよ』


　彼は楽しそうに笑いながら言う。


『顔は可愛かわいいのに、本当にやんちゃな子供でね。イタズラばかりするんだが、どうしても憎にくめなくてねえ』


　彼の言葉に、僕は思わず微ほほ笑えんでしまう。


　……昔から、剣次はあのままだったんだな。


『いつもタカアキの後を追いかけ回して、タカアキのお父さんが働いている工房にもよく遊びに行っていて……』


　彼は言い、そこでなぜかため息をつく。


『ある会社で調香師になってからグラースにも帰ってこなくなった。ケンジはちゃんと幸せに暮らしているんだろうか？　私は、彼のことが心配なんだよ』


「彼のことなら心配ありません。……彼は今、僕の家に居い候そうろうしているんです」


　僕が言うと、カルロさんはとても驚いたように息を呑のむ。


「どうしてケンジと？　君とルーカはロッスィ家を出て日本にいるんじゃなかったのか？」


　急に出てきたその名前に僕は思わず青ざめる。


「もちろんロッスィ家には戻もどっていません。今も日本に住んでいます。……どうしてそこでロッスィ家の名前が出て来るんですか？」


　カルロさんはとても心配そうな声で、


「知らなかったのか？　ケンジはグラースを出た後でフィレンツェの工房で修しゆ業ぎようをしていた。だがある日工房を辞やめ『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』のミラノ本社の調香工房に就職してしまったんだ。今はてっきりミラノで働いているんだと思っていた」


　……『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』……？


　その言葉を聞いて僕は目の前が真っ暗になるのを感じる。


　……ロッスィ家とは完全に縁えんが切れたと思っていた。あのサルヴァトーレとも。


『どうしてケンジが、君のところに？　まさか君のお義兄にいさんに頼たのまれて？』


　カルロさんの心配そうな声に、僕は座り込みそうになる。


　……偶ぐう然ぜんにしては、あまりにもできすぎてる。


　……あのサルヴァトーレ、そしてロッスィ一族の人々は、ルーカを取り戻すためならどんなことでもするだろう。


　僕は愕がく然ぜんと立ちすくんだまま、思う。


　……一番信用していたケンジが、サルヴァトーレのスパイ……？


　……じゃあ、彼の優しい言葉も、愛しているという告白も、全部お芝しば居い？


　足あし下もとから世界が崩くずれていくような気がする。


『ジョルジョ？　大だい丈じよう夫ぶか？』


　カルロさんの心配そうな声が、とても遠くに聞こえる。


　……ああ、僕は……。


「ごめんなさい、カルロさん。また電話します」


　僕はやっとのことで言い、電話を切る。


「パパー！」


「ジョルジョ！」


　窓の外、庭の方から、ルーカと剣次が呼んでいるのが聞こえる。


　剣次は僕に噓うそをついたことなどなんとも思っていないような、清すが々すがしい顔をして、


「さっき八木さんが来て、プラムをたくさんくれたんだ！　みんなで庭で食べないか？」


　彼の美声が、彼の無む邪じや気きな言葉が、その真しん摯しな視線が……。


　……ああ、まるで心臓を火で炙あぶられているみたいだ……。


　僕はシャツの胸を摑つかみながら、心の痛みに必死で耐たえる。


　……苦しくて、悲しくて、死んでしまいそう……。


「ジョルジョ？　どうかした？」


　不思議そうに言う剣次の声に、僕の中の何かがプツンと切れた。


　……許さない……。


　僕は涙なみだをこらえるために、唇くちびるを嚙かむ。


　……僕をこんなに夢中にさせて、こんなに苦しめて、なのに君は……。


　僕は部屋を横切り、フランス窓から外に出る。


「パパー！」


　駆かけ寄ってくるルーカを無視して、剣次のところまで歩く。


「もうここにいて欲しくない。すぐに出ていってくれ」


　僕の声は、怒いかりに震ふるえていた。


「僕が何にこんなに怒おこっているのか、解わかるね？」


　剣次はとても驚いた顔をするけれど、苦しげな顔でうなずく。


「俺は……あなたとルーカを騙だましていた」


「そうだよ。グラースにいるカルロさんから聞いた。君はフィレンツェの工房を辞めて、ミラノにある『プロフメリーア・ディ・ロッスィ』で働いていた」


　僕の言葉に、ルーカが息を呑む。


「……剣次は……パードレの会社の人なの……？」


　呆ぼう然ぜんと言うルーカの声は、可哀かわい想そうなほどに震えていた。僕はルーカの肩かたを抱だき寄せて、


「彼は義兄さんが送り込んできたスパイだ。きっと、僕らを離はなればなれにするようにと義兄さんに頼まれてきたんだ」


　ルーカはギクリと身体からだを震わせる。


「……ケンジ……？」


　ルーカは呆然とした顔で、ケンジに呼びかける。


「……そんなの噓だよね？　ケンジは僕とパパーが大好きなんだよね？」


「大好きだ」


　剣次の唇から、かすれた声が漏もれた。


「だから、二人を守りたくて……」


「言い訳なんか聞きたくない！」


　僕は彼の言葉を遮さえぎって思い切り叫さけぶ。


「出てって！　僕らを騙して引き離そうとした君のこと、僕は絶対に許さない！」


　僕の言葉に、剣次は息を呑む。


「解った。すぐに出て行くよ」


　剣次はかすれた声で言い、離れに向かう小道の方に消えた。


「待って、ケンジ！」


　ルーカが剣次の後を追っていく。


　……ああ、もう、すべて終わりなんだ……。


　僕は、その場に座り込んでしまいそうになる。


　……きっともう僕はダメだ……。


　……こんなに好きになり、心を開いてしまった剣次に、こんなふうに裏切られて……。


　姉を失った時と同じ……いや、あの時よりもさらに激しい絶望が僕を包み込む。


　しばらくして、剣次が呼んだらしきタクシーが、庭の向こうにゆっくりと停とまった。


　ここに来た時と同じ、ボストンバッグと道具箱。それを提さげた剣次が、タクシーに向かって芝しば生ふを横切っていく。


　打ちひしがれたような彼の後ろ姿に、心がズキリと痛む。


　……彼は僕らを裏切ったんだぞ……？


　……なのに、どうしてこんな……？


「パパー！」


　ルーカの硬かたい声が、僕を呼ぶ。目を上げた僕は、ルーカがとても怒った顔をしてすぐそばから僕を睨にらみ付けていることに驚おどろく。


「どうしてケンジにあんなこと言ったの？」


「……え？」


「ケンジは何も悪くない！　悪いのは、ケンジに僕たちの居場所を探せって命令したパードレだろ？」


　ルーカの言った言葉は、きっと正論だ。


　……でも……。


「ケンジはとってもいい人なのに！　それにケンジはパパのことが大好きなのに！」


　ルーカの責めるような声が、ギリギリまで引き延ばされていた僕の理性の糸を、簡単に切ってしまう。


「ケンジと僕と、どっちが大事なんだ？」


　僕の唇から、かすれた声が漏れた。僕は拳こぶしを握にぎりしめて、


「おまえのお父さんは僕なんだぞ！　いやなら彼と一いつ緒しよに出て行きなさい！」


　思い切り怒ど鳴なってしまってから、僕は大変なことを言ってしまったと青ざめる。


　本当の父親から愛情を受けずに育ったルーカには、この言葉はあまりにもひどすぎる。


　ルーカは、愕がく然ぜんとした顔で僕を見つめる。


　彼の大きな目に、涙がみるみる盛り上がる。


「パパーのバカっ！」


　ルーカは大声で叫び、庭を走って剣次の後を追っていく。


「もう大だい嫌きらいだっ！」


「ルーカ！」


　ルーカは全速で芝生を横切り、剣次の後について、タクシーの中に飛び込んだ。


「ルーカ！」


　僕は必死でルーカを追いかけるけど……ドアは僕の目の前で無情に閉まり、タクシーはそのまま走り出してしまう。


　……ああ……。


　……僕はもう、何もかも失ったのか……？


　僕は、がっくりと芝生の上に座り込んだ。


　しばらくして僕の耳に、車が砂じや利りを踏ふんで小道を走ってくる音が聞こえた。


　……ルーカが戻もどってきたんだ！


　僕はタクシーが来ることを期待して立ち上がり……しかしゆっくりと姿を現した車に、思わず息を呑のむ。


　それは緑の小道にまったく相応ふさわしくない、ミラーガラスをはめた巨きよ大だいなリムジン。


　チョコレートブラウンの塗と装そうが施ほどこされたそれは、多分、世界的にも珍めずらしい……。


　……この車は……？


　僕は愕然と立ち、悪夢のようにゆっくりと近づいてくるそのリムジンを見つめる。


　……噓、だろう……？


　リムジンは、僕から少し離れたところで停車する。


　運転席のドアが開いて、お仕着せを着た運転手が出てくる。


　彼は僕を見つけると、軽けい蔑べつしたような顔で、恰かつ好こうだけ恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする。


「お久しぶりでございます、ジョルジョ様」


　慇いん懃ぎん無礼な態度で言って車を回り込み、後部座席のドアを開ける。


　最初に見えたのは、磨みがき抜ぬかれたイタリア製の靴くつだった。


　一人の背の高い男が、優ゆう雅がな仕草でリムジンから降りてきた。


　彫ほりの深い彫ちよう刻こくのような、完かん璧ぺきに整った顔。


　ルーカと同じ、太陽のような金きん髪ぱつ。


　そして、髪かみのまばゆさとはうらはらな、嵐あらしの空のような暗い灰色の瞳ひとみ。


「……お義兄にい、さん……」


　僕は、そこに立っていた相手を見て、信じられない気持ちで呟つぶやいた。


　そこに立っていたのは、僕とルーカが一年の間必死で逃にげ続けた、サルヴァトーレ・ロッスィだったんだ。


「ずっと捜したんだよ」


　彼は、まるで獲え物ものを見る野や獣じゆうのような目で私を眺ながめ回す。


　彼の声には、あからさまな欲情が滲にじんでいる。


　ルーカを連れて逃げた夜。同じ目をした彼に何をされそうになったかを思い出して……僕の身体が震ふるえてしまう。


「ケンジ・アソウのおかげで、やっと会うことができた」


　……剣次のおかげで……？


　……やっぱり剣次は、彼のスパイだった……。


　……「愛している」と言ったのも、あの優やさしいキスも、すべて噓うそだった。


　僕の心が、壊こわれそうなほどに痛んだ。


　そして……いつのまにか剣次のことを愛してしまっていた自分に気づく。


　……ああ、こんなに愛してしまったのに……。


「ルーカを、取り戻しに来たのですか？」


　僕が言うと、彼は大げさに驚いたように目を丸くする。


「ああ……君のことばかりを考えて、ルーカのことなどすっかり忘れていたな」


　彼の言葉に、目の前が怒いかりで白くなる。


「あなたは最低の父親だ。ルーカは絶対に渡わたさない。ルーカはもう僕の息むす子こです」


　僕の言葉に彼は楽しそうに、


「私は許しても、ロッスィ家の人間たちはそんなことは絶対に許さないと思うよ。なんと言っても、ルーカは唯ゆい一いつの直系の息子だ。……この一年、誘ゆう拐かいとして警察に届けようと言う意見が何度も出たんだよ。私が止めておいたので君は指名手配犯にならずに済んだけれどね」


　その言葉に、僕は本気で青ざめる。


　……僕はどうなってもいい。


　……でも、ルーカを、あんな冷たい一族には渡せない。


　……ましてやこんな冷れい酷こくな男の手で育てさせるなんて、絶対にダメだ。


　剣次と遊んでいる時の幸せそうなルーカを思い出して、心が壊れそうになる。


　……ルーカを不幸にするなんて絶対にできない。でもどうすれば……？


「どうすればいいんだろうという顔をしている。だが答えがみつからない」


　彼は可笑おかしそうに言って私の顎あごを持ち上げる。


「私はすべての問題を解決する答えを知っているよ」


「え？」


「私が一族の人間に『また結けつ婚こんをし、すぐに跡あと取とりを作る。ほかの人間に養子にやってしまった子供のことなど、もう忘れてくれ』そう言えばいいんだ」


　……彼の言いぐさは、あまりにもひどい。


　……けれど、そうすれば、ルーカは……。


「そう、説得してくれるんですか？」


　思わず身を乗り出す僕を、彼は野獣のようにギラついた目で見つめてくる。


「もちろん、それは君次し第だいで、だけれどね」


　僕の心臓が、ドクンと跳はね上がる。


　……ああ、彼はきっと……。


「私の愛人になりなさい。イタリアに住み、私が望む時にはいつでも抱だかれると約束するんだ。そうすれば、ルーカを君から引き離はなしたりしない」


　……この男の、愛人に……？


　目の前が絶望で真っ暗になりそうだ。


　……しかし、ルーカのためなら僕はなんでもできる。


　……それに、こんなに愛してしまった剣次は、僕を愛してなどいない。


　……それどころか噓をつき、僕を裏切って居場所を……。


「わかりました。好きにしてください」


　呟くと、彼は楽しそうに笑って、僕をいきなり抱き上げる。


「……あ……」


「家に入ろう。寝しん室しつはどこだ？」


　絶望した僕は、もうどうでもよくなって、寝室の場所を教える。


　彼は僕を寝室に運んでベッドに下ろし、そのまま容よう赦しやなく押し倒たおした。


「一つだけ、聞かせてください」


　嫌いやらしい手つきで、彼の手が僕のボタンを外している。


　僕はもう、何も感じなくなりながら呟く。


「僕の居場所をあなたに教えたのは、あのケンジ・アソウなんですね？」


　そうだ、という答えを覚かく悟ごしていた僕はサルヴァトーレがいきなり憎にく々にくしげな顔に変わったことに驚おどろく。


「あの男が素す直なおに協力していれば、もっと早くにおまえを見つけられたのに」


　その言葉に、僕は愕然とする。


「どういうことですか？」


「おまえとよく組んでいたニシゾノというフリーの調ちよう香こう師しと、あのアソウが古い知り合いだったのは、本当にラッキーな偶ぐう然ぜんだった。さらにアソウはガラスデザイナーとしてのジョルジョ・ダニエリに心しん酔すいしていて、いつかは会いたいと言っていた。……おまえの行ゆく方えを、あの男に探させたのはたしかに私だ。『愛する息子の行方がどうしても知りたい』と涙なみだながらの演技までしてね」


　彼は可笑しそうに言う。


「まさか、あんなに綺き麗れいに騙だまされるとはね。本当に単純な男だ」


「……騙された？　じゃあ、あなたがこの住所を突つき止めたのは……？」


　僕はかすれた声で呟く、サルヴァトーレは肩かたをすくめて、


「あの男は私宛あてに退職願をＦＡＸで送ってきた。『あの人はもうあなたとは会いたがってはいないようです』というメッセージを添そえてな」


　……ＦＡＸ……？


「私は部下に命じて、ＦＡＸの差出人の電話番号から、ここの住所を調べさせた」


「じゃあ、剣次は僕とルーカの居所を……？」


「最後まで口を割ろうとはしなかった。まったく強ごう情じような男だ」


　サルヴァトーレは不ふ機き嫌げんな声で吐はき捨てる。


　……ああ、なんてことだ……。


　……じゃあ、剣次は僕を裏切ったんじゃなくて……？


「さて、それなら約束のものをいただこうか」


「……え……やっ！」


　怯おびえて逃げようとする僕の肩を、彼の大きな手が摑つかまえる。


　そのまま僕のシャツの布地を摑み、乱暴に押し開く。


　ビリビリビリ！


　僕のシャツの布地が、そのまま裂さかれてしまう。


「……やめてください！」


「さっき約束したろう、ジョルジョ？」


　楽しむように笑えみを浮うかべた彼の顔に、僕は激しい恐おそれを抱いだく。


「この私に一年もお預けをするなんて……なんて悪い子なんだろうな」


　あの夜のことを思い出すだけで、身体からだが震えてくる。


　姉が亡なくなったとたん、義兄あには僕にあることを告白してきた。


「君を愛していた。君の姉と結婚したのは、少しでも君に近づくためだ」と。


　僕は激しいショックを受け、姉への罪悪感にさいなまれることになった。


　さらに義兄はルーカへの態度を変えた。まるで他人のようにルーカを無視し、遊ぶどころか話しかけることすらなくなってしまった。


　母親を失ったばかりのルーカは、さらに父親に冷たくされるようになって、とてもショックを受けていた。会うたびに暗い顔になっていくルーカを見ていられずに、彼を養子にしたいと申し出た。


　もちろんロッスィ一族の全員が反対し、しかしなぜかこの男だけは僕の意見に反対はしなかった。そして、その夜、彼は僕を養子の手続きをしたいと言って呼び出して……。


「あの時に、無理やりに奪うばってしまえばよかった」


　彼の顔がゆっくりと下りてきて、僕の首筋を舐なめ上げる。


「……ああっ」


「もう、逃にげることは許さないよ」


　嫌らしい声で囁ささやかれ、泣いてしまいそうになる。


「……嫌だ……」


　ふいに脳のう裏りをよぎったのは、剣次の笑顔だった。


　……ああ、僕は彼を愛している。彼以外の男に抱かれるなんてできない……！


「嫌だ！　僕は剣次を愛してるんだ！」


　思わず本心を叫さけんでしまい、その言葉に彼の顔がケダモノのように醜みにくく歪ゆがむ。


「なんて淫いん乱らんなんだ。通りすがりのあの男とまでできてしまうなんて。それなら少し乱暴に抱いても平気だな？」


　僕のスラックスの前立てのボタンが、彼の指で引きちぎられる。


「……ああっ！」


　彼の手が、乱暴にファスナーを引き下ろす。


「嫌だ！　絶対に嫌だ！　助けて、剣次！」


　僕は思わず叫んでしまい……。


　バン！


　大きな音を立てて、乱暴にドアが開く。


　そして……。


「そこまでだ！」


「この野や郎ろう！　パパーに何をするんだっ！」


　聞こえてきた声に、耳を疑う。


　慌あわてて目を上げると……ドアのところに立っていたのは、剣次、そしてルーカだった。


「……どうして……」


　僕は信じられない気持ちで二人を見比べる。ルーカが、


「タクシーが、途と中ちゆうでおっきな車とすれ違ちがった。パードレと同じ、茶色の四角い車」


　言って、サルヴァトーレの顔を睨にらみ上げる。剣次が厳しい顔で、


「こんな田舎いなかにリムジンが来るなんてあまりにも不自然だ。そしてルーカが怖こわそうに囁いた『パードレと同じ車だ』という言葉に俺は思い出した。『社長は茶色のリムジンを特注して世界中の支社に置いている』と社員たちが言っていたのを」


　ルーカが怯えた顔をしながらもしっかりとうなずく。


「だから急いでＵターンして、パパーを助けに来た。パパーがまた苛いじめられると思って」


「ロッスィ社長」


　剣次が低い声で言い、部屋を大おお股またに横切ってくる。


　そして、ベッドの上で呆ぼう然ぜんとしていたサルヴァトーレの襟えり首くびを摑む。


「俺のジョルジョにこんな乱暴なことをして……」


　彼の声は、今まで聞いたことがないほどに凶きよう暴ぼうだった。


「あんたを、絶対に許さない！」


　ガシッ！


「うぐっ！」


　彼の右ストレートがサルヴァトーレの頰ほおに炸さく裂れつする。


　だらしなく床ゆかに転がったサルヴァトーレを見下ろして、怒いかりに目を光らせたルーカが、


「僕はジョルジョとずっと一いつ緒しよに暮らす！　その邪じや魔まをしたり、ジョルジョにひどいことをするなら、あなたに暴力を振ふるわれたって、大お祖父じい様に訴うつたえてやるっ！」


　ルーカの言葉にサルヴァトーレは顔色を失う。


　ルーカの大祖父は、あの一族の中では唯ゆい一いつルーカを愛してくれた人で、さらに一族の中で一番権力を持っている人だ。


「大お祖父様に訴えれば、あんたなんか一族を追放になっちゃうんだから！」


　……守ってやらなくてはとずっと思っていた小さいルーカが、こんなに強かったなんて。


　床にだらしなく倒たおれているサルヴァトーレを、剣次が乱暴に起き上がらせる。


　そして迫はく力りよくに満ちた目で彼の顔を見つめる。


「ジョルジョにはもう手を出さないと約束しろ。でないと俺が今すぐに殺してやる」


　サルヴァトーレは、本気で怯えたように青ざめる。


「も、もちろん、もう手出しはしない」


「それから、ルーカをジョルジョの養子にすることを認めるんだ。でないと俺は、これからも何をするか解わからない」


「わ、解った！　弁護士に言って書類を用意させるから！　こんな恐ろしいヤツがついている二人には、もう用はない！」


　彼は負け惜おしみのように言って、ふらつきながらも必死で部屋を出ていく。


　僕は彼の後ろ姿を見送り……あまりの安あん堵どに、そのまま失神した。





　　　　＊





　その夜。


　そのまま眠ねむり込んでしまった僕は、夜にはなんとか元気になった。


　三人で夕食を摂とり、久しぶりにルーカと一緒に寝ねようと思ったのに……なぜかルーカは、お隣となりのご夫ふう婦ふの所に一人で泊とまりに行ってしまった。


　……まさかあの子、気を利きかせたつもり？


　……まったく、悪いことばっかり覚えてしまって！


「さっき言ってくれた『愛してる』って言葉は本当？」


　剣次のベッドルーム。そっと囁かれて、心が震ふるえる。


「……本当だよ」


　白状すると、彼は僕をふいに抱だき上げた。


「……あっ」


　部屋を横切り、そのまま性急な仕草でベッドに押し倒す。


「愛してる、ジョルジョ。あなたが欲しいんだ」


　きつく抱きしめられ、余よ裕ゆうのない声で囁かれて、僕の心が熱くなる。


「愛してるよ、ケンジ。僕も君が欲し……んんっ」


　言葉が終わらないうちに、彼の唇くちびるが僕の唇を奪った。


「……んん……っ！」


　彼の熱い舌が、僕の口こう腔こうに滑すべり込んでくる。


「……ん、ああ……っ！」


　彼の手が、シャツのボタンを器用に外していく。


「……んん……あう……っ」


　彼の手がシャツの下に滑り込み、僕の乳ち首くびの先に触ふれる。


「……んんーっ！」


　先せん端たんをくすぐり、責め苛さいなむようにキュッキュッと揉もみ込む。


「……んっ、んっ！」


　その甘過ぎる刺し激げきに、腰こしが跳はね上がってしまう。


「……んんっ！　んんんっ！」


　彼は深いキスで僕の喘あえぎを吸い取り、忍しのび込ませた舌で僕をさらに喘がせる。


「……んん……あん……っ」


　乳首を愛あい撫ぶしていた彼の手が、僕の身体からだを性急に滑り降りる。


　キスを繰くり返しながら、スラックスごとキュッと屹きつ立りつを握にぎり込まれる。


「……んんーっ！」


　彼の大きな手の感かん触しよくに、僕の身体に甘い電流が走る。


「……んんっ、あんん……っ」


　そのまま屹立を、キュッ、キュッ、と扱しごき上げられて、限界まで硬かたくなってしまう。


「……やあ……っ」


　キスの合間に、僕は懇こん願がんする。


「……ダメ……そんなことしたら……っ」


「そんなことしたら、何？　イッちゃう？」


　彼が、低い声で囁ささやいてくる。


　耳元で響ひびいたその声に、僕の欲望はさらに昂たかまってしまう。


「……ああ……っ、イジワル……っ」


　僕が言うと、彼は小さく笑う。だけどすぐにせっぱ詰つまった声になって、


「ごめん、俺ももう余裕なさそう」


「……あ……っ」


「あなたに……入れたいよ」


　囁かれ、スラックス越ごしに後ろのスリットを辿たどられて、僕は青ざめる。


「……ちょっと待って、今日、初めてなのにいきなりは無理だよ……！」


「本当に？　試ためしてみようよ」


　彼の手が、僕のスラックスの前立てのボタンを外す。そのままファスナーを下ろされ、下着ごと、スラックスが剝はぎ取られる。


「……ああ……っ！」


　彼の視線に身体をさらす恥はずかしさに僕は喘ぎ……それから、次に彼がしようとしていることに気づいて驚おどろきの声を上げる。


「……やめ、やめて……嫌いやだ……っ！」


「噓うそだ。そんな色っぽい声を出しているくせに」


　彼は僕の身体の上に顔を下ろし……そしてその舌で、僕の反り返った屹立を舐なめ上げる。


「……ああっ、ダメ、ダメ……っ！」


　口で愛撫されるなんて、もちろん生まれて初めてだ。その強すぎる刺激に、僕の身体はヒクヒクと震えるばかりで、もう抵てい抗こうなんかできなくて……。


「……嫌……もう、出ちゃうから……っ」


　逃にげようとして身体をよじるけど、彼の大きな手に腰骨を摑つかまれて身動きがとれない。


「……いいよ。うんと出して。俺の口に、全部」


　胸が震えるほどセクシーな声で囁かれ、仕上げをするように先端を吸い上げられる。


「……あっ……あぁーっ！」


　足先から走ったたまらない電流に、身体がビクンと跳ね上がる。


　僕は、無意識に彼の髪かみに指を埋うずめ、彼の頭を引き寄せてしまいながら……。


「ダメ……あっ、あっ、くうう……んんっ！」


　彼の口の中に、ドクン、ドクン、と欲望の蜜みつを思い切り迸ほとばしらせてしまう。


「……や……ああ……っ」


　羞しゆう恥ちと快感に震える僕の両りよう脚あしを、彼の手が獰どう猛もうに押し広げる。


「……え？　あああーっ！」


　彼の柔やわらかな唇が、脚の間のスリットにキスをする。


　キスで谷間を探さぐり、そして隠かくされていた蕾つぼみを見つけだす。


「……ダメ、そんなところ……うっ……！」


　蕾にキスをされ、続いて熱くてトロリとした何かが注ぎ込まれるのを感じる。


「……あっ、あっ……っ！」


　それが放ったばかりの自分の蜜だと気づいて、僕は真っ赤になる。


　彼は、熱い舌で押し広げるように僕の蕾をほぐし、ゆっくりと蜜を注ぎ込む。


　僕は喘ぎながら蕾を震わせ、まるで女の子みたいに脚の間をトロトロに濡ぬらして……。


「……あっ、やあ、ケンジ……！」


　彼の指が、僕の蕾にヌルリと忍び込んでくる。


　初めての感触に僕は驚き、蕾で彼の指を締しめ付けてしまうけれど……。


「……ああ、ん……っ！」


　硬くなった乳首にそっとキスをされ、たまらない快感に甘い声を上げてしまう。


「あなたのここ、初めて見た時から、ずっとキスしてみたかったんだ」


　剣次が囁きながら、僕の乳首を味わうように舐め上げる。


「美味おいしそうだと思ったけど……本当にデザートみたい。甘くてピンクで、色っぽい香かおりがして……俺、もうおかしくなりそうだよ」


　セクシーな声で囁き、乳首を舌で転がしながら、後ろに回した指をそっと揺ゆらされる。


「……ケンジ……嫌……そんな……ああっ！」


　ヌルヌルになった蕾は、彼の指での愛撫に応こたえて震え、指を増やされても抵抗できず……。


「……やだ……また出ちゃう、から……っ！」


　僕はかぶりを振ふりながら、懇願する。僕の胸から顔を上げた剣次が、切なげな声で、


「ああ、なんて色っぽいんだろう？　初めてなのに、後ろで感じてくれてるんだね？」


　囁いて、僕の蕾を焦じらすように愛撫する。


「……あっ、ダメ……っ！」


　限界まで反り返った僕の屹立が、彼の愛撫に合わせて揺れ、先端から蜜を溢あふれさせる。


「……お願い……君が欲しい……」


　懇願する僕の脚を、彼の手が大きく割り広げる。


「我が慢まんできない。あなたのすべてを俺の物にするよ。……いいね？」


　剣次が囁いて、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで僕を真っ直すぐに見つめてくる。


「愛してるんだ、ジョルジョ」


　その真しん摯しな視線に、僕の心が蕩とろけそうに熱くなる。


「僕も愛してる、ケンジ。僕のすべてを奪うばって……あっ！」


　僕の言葉が終わらないうちに、彼の獰猛な屹立が、僕の中にググッと押し入ってきた。


「……あああん……っ」


　感じて、放って、愛撫されて……トロトロになってしまっている僕の蕾は、抵抗もできずに従順に彼の逞たくましい屹立を受け入れていく。


「……ああ……ケンジ……っ！」


　彼の屹立は驚くほど逞しく、僕の奥深い場所までをしっかりと満たした。


「……ああ……っ」


　奥で感じる快感に、無意識に腰が揺れてしまい、剣次が鋭するどく息を呑のむ。


　彼は男っぽい声で苦く笑しようして、


「イケナイ人だ、腰を振って誘ゆう惑わくするなんて。でも……」


　彼の屹立が、僕の中でさらに、グン、と大きさを増した。


「……ああっ、ダメっ」


「綺き麗れいで、淫みだらで、すごく素す敵てきだよ」


　彼はセクシーな声で囁き、空中にある僕の足首を両手で摑まえる。


「愛してるよ、ジョルジョ」


　チュッと音を立てて僕の足首にキスをして……そして僕の身体からだを本格的に奪い始める。


「……あっ、あっ、ああ……っ！」


　グッ、グッと獰猛に突つき上げてくる、彼の燃えるように熱い屹きつ立りつ。


　僕はシーツを摑み、激しい快感に喘あえぎ続ける。


「……あっ、あっ、ああーっ……っ！」


　彼が与あたえてくれる目も眩くらみそうな快感に……もう気が遠くなりそう。


「……イク、お願い、ケンジ……！」


「……わかったよ。一いつ緒しよにイこう、ジョルジョ」


　彼が、いつもの無む邪じや気きな彼とは別人のようなセクシーな声で囁く。


　そして抽ちゆう挿そうが、さらに速く、さらに激しくなり……。


「……ああ、イク、愛してる、ケンジ……っ！」


　僕の屹立から、ビュッ、ビュッ、と激しく蜜が飛んだ。


　……ああ、あんなにイッたばかりなのに、また……。


　僕の恥ずかしい蕾が、彼の逞しい屹立をキュウンッと締め上げる。


「ああ……愛してる、ジョルジョ……！」


　彼は低くて甘い声で囁き……そしてセクシーなため息と共に、僕の奥深い場所に熱い欲望を撃うち込んだ。


　その衝しよう撃げきにまで感じ、僕は蕾を震わせながら、残りの蜜を吐はき出してしまう。


「……ジョルジョ……すごいよ」


　僕を抱だきしめて、ケンジが囁ささやいてくる。


「……でも、あなたが色っぽすぎて、まだ治まらない」


「……えっ？」


「ごめん、もう一回」


　僕の内側を満たした逞しい屹立が、萎なえるどころかさらにグン、と逞しさを増す。


「……噓、でしょう？　ああっ、ああ……っ！」


　そのまま二度目の抽挿に入られて、僕は気が遠くなりそうになる。


「……愛してる、ジョルジョ……ごめん、二回でも足りないかも……」


　……ああ、こんなタフな未成年が相手じゃ、僕の身体が保もたないかも知れない……。




麻生剣次







　そして。


　俺は、さらに磨みがきをかけ、ジョルジョに捧ささげるための最高の『Infiorata』を完成させた。


　最初の試作品よりもさらに色っぽさを増した『Infiorata』は、ジョルジョをうっとりさせ、そしてあの西園を瞠どう目もくさせるほどの素晴らしい出来になった。


　そしてジョルジョは、俺の香こう水すいのために、全身全ぜん霊れいを込こめてフラコンを製作してくれた。


　彼がその手で作り上げた、世界に一本だけの素晴らしいフラコン。


　オパールの煌きらめきを宿した表面には、何本もの緑色の蔓つるがきつく巻き付いている。


　蓋ふたの部分は、百合ゆりに似た硬かたい花弁を持つ蕾の形。


　根本が淡あわい緑、そこから白を帯び、花弁の先に行くに従って紫むらさきがかったピンク色になる。


　花弁をほんの少し開きかけたその花は、今にも馥ふく郁いくとした香りを放ち、蜜みつを溢れさせそうなほどにリアルだ。


　そしてそれだけでなく……そのフラコンは、なぜだか俺にはとても淫いん靡びに見える。


　花ではなく、もっと別のイメージで作られたんじゃないかって気がしてしまう。


　……白い身体を、欲望できつく締め上げられ……。


　……柔らかな唇くちびるから、甘いため息を漏もらし……。


　……そして、蜜をトロトロと溢れさせ……。


　まるで、美しい裸ら体たいをモチーフにしたんじゃないかって……。


　フラコンを見つめる俺の鼓こ動どうが、今日も速くなる。


　だって、俺とセックスをしている時の、綺麗で、淫らで、そして本当に色っぽいジョルジョの姿を見ているみたいで……。


　そして。


　ルーカはその後、ジョルジョの正式な養子になった。いつかは俺からジョルジョを奪っちゃうんだ、と張り切っている。


　そして『Infiorata』は世界的な賞を取り、俺、『ケンジ・アソウ』の名前は世界中に知れ渡わたることになる。


　俺はジョルジョの家の正式な同居人になり、離はなれの書しよ斎さいで調香を続けている。次の作品も彼にフラコンを作ってもらえるように、と張り切っている。


　三人での幸せな生活は、まだ始まったばかり。


　でも、この幸せが永遠に続くことを……俺は心から願っているんだ。




甘あまく淫みだらな愛あいの香かおり





水みな上かみルイ
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